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１． 調査の目的 

この調査は、水道をご利用いただいているお客さまの水の使用状況や水道事業に関するお

考えなどをうかがい、より質の高い水道サービスの提供を検討するために実施しました。 

２． 調査の内容 

（１） 水道水の安全と使用について 

（２） 災害時における飲料水の確保について 

（３） 水道料金について 

（４） 水道事業について 

３． 調査の概要 

 調査項目 水道事業に関する 26 問 

 調査地域 横浜市全域 

 調査対象 横浜市内に居住する 18 歳以上の方 4,000 人 

 抽出方法 住民基本台帳からの無作為抽出 

 調査方法 郵送配布、郵送又はインターネット回答 

 調査期間 令和４年 11 月 11 日（金）～11 月 25 日（金） 

 有効回答数 1，875 標本（回収率 46.9％） 

４． 報告書の見方 

 図表中の「ｎ」とは、その質問での回答者総数のことである。 

 回答は、回答者総数を 100％として算出し、小数点第２位を四捨五入している。このため、

回答率の合計が、100％にならないことがある。 

 本文や図表中の選択肢表記は、場合によっては語句を短縮・簡略化している場合がある。 

 居住区の図表に関して、上段は実数、下段はパーセンテージである。 

 設問間クロス分析においては、「ｎ」が回答者割合から判断して極端に少ないと標本誤差（後

述）が大きくなるため、分析対象から除外している場合がある。 

 ＜その他の内訳（〇件）＞の件数表記は、記述欄の記載内容を分類集計した意見数のた

め、必ずしも「その他」の回答者数(n)とは一致しない。 

 図表中の回答数の合計は、無回答があるため必ずしも回答者総数とは一致しない。 

５． 分析方針 

（１） 集計結果 

集計結果では、次の項目について結果を記載した。 

 単純集計・属性別集計結果：単純集計、設問の性質に応じた属性ごとの集計結果。 

 経年比較：平成 14 年度、平成 17 年度、平成 20 年度、平成 23 年度、平成 26 年度、平成

30 年度の各調査において類似の設問・選択肢がある場合には、経年による比較を行った。 

（２） 設問間クロス分析 

設問間クロス分析では、現在水道局が実施している事業をより効果的に行うことを目的に、

関連性のある設問を組み合わせ、より詳細な分析を行った。 

（３） 満足度分析 

満足度分析では、次の項目について分析を行った。 

 総合満足度に影響を与える要因の分析：更なる総合満足度の向上を図るため、分析を行った。 
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 満足／不満足項目の具体化：水道事業に対して満足や不満足を感じている回答者が、それぞ

れ具体的にどのような項目について満足や不満足を感じているのかを明らかにするため、分析

を行った。 

 満足／不満足項目の選択と主要事業への考え方の違い：特定の事業に満足／不満足を感じ

ている人は、その事業についてどのように考えているかを明らかにするため、分析を行った。 

 総合満足度と今後の取組への考え方の違い：水道事業に対して満足や不満足を感じている回

答者が、水道局に対してそれぞれ今後どのような取組を期待しているかを明らかにするため、

分析を行った。 

６． 回答者の属性 

（１） 居住区 

図表 1 居住区 
全体 青

葉

区 

旭

区 

磯

子

区 

泉

区 

神

奈

川

区 

金

沢

区 

港

南

区 

港

北

区 

栄

区 

瀬

谷

区 

都

筑

区 

鶴

見

区 

戸

塚

区 

中

区 

西

区 

保

土

ケ

谷

区 

緑

区 

南

区 

無

回

答 

1875 149 157 79 88 110 107 98 161 69 55 111 134 141 54 49 104 103 98 8 

100.0 7.9 8.4 4.2 4.7 5.9 5.7 5.2 8.6 3.7 2.9 5.9 7.1 7.5 2.9 2.6 5.5 5.5 5.2 0.4 

（２） 性別 

図表 2 性別 

 

（３） 年齢 

図表 3 年齢 

 

男性

39.5%

女性

58.0%

無回答

2.5%

n=1,875

18～29歳

8.2%

30～39歳

9.3%

40～49歳

14.1%

50～59歳

19.0%

60～69歳

17.0%

70歳以上

31.4%

無回答

1.0%

n=1,875
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（４） 性・年齢 

図表 4 性・年齢 

 

（５） 家族人数 

図表 5 家族人数 

 
 

（６） 住居形態の別 

図表 6 住居形態の別 

 
 

n= 18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

全体 1,875 8.2 9.3 14.1 19.0 17.0 31.4 1.0

男性 741 9.2 9.0 13.2 17.5 17.7 32.9 0.4

女性 1,088 7.8 9.8 15.2 20.0 16.6 30.3 0.2

8.2

9.2

7.8

9.3

9.0

9.8

14.1

13.2

15.2

19.0

17.5

20.0

17.0

17.7

16.6

31.4

32.9

30.3

1.0

0.4

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

60～69歳 70歳以上 無回答

1人

15.6%

2人

35.5%

3人

24.0%

4人

16.9%

5人

5.2%

6人以上

2.1%

無回答

0.7%

n=1,875

一戸建て

50.4%

集合住宅（マンション、

アパート、テラスハウス

など）

48.9%

無回答

0.7%

n=1,875
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（７） 給水方式 

図表 7 給水方式 

 

（８） 水道使用水量（２か月の使用量） 

図表 8 水道使用水量（２か月の使用量） 

 

 
  

直結式（一戸建

て、低層のマンショ

ン、アパートなどの

水道）

66.5%

受水槽式（マンション

などの水道）

21.1%

わからない

11.2%

無回答

1.2%

n=1,875

16㎥以下

8.2% 17～20㎥

6.4%

21～40㎥

32.6%

41～60㎥

24.8%

61～100㎥

10.8%

101～200㎥

2.0%

201～600㎥

1.4%

601～2,000㎥

0.4%

2,001㎥以上

0.2%

無回答

13.2%

n=1,875
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（９） 水道使用水量（２か月の使用量）ごとの家族人数 

図表 9 水道使用水量（２か月の使用量）ごとの家族人数 

 

 
 

  

n= 1人 2人 3人 4人 5人 6人以上 無回答

全体 1,875 15.6 35.5 24.0 16.9 5.2 2.1 0.7

16㎥以下 154 80.5 16.9 1.9 0.0 0.0 0.6 0.0

17～20㎥ 120 37.5 44.2 13.3 0.8 0.0 0.8 1.7

21～40㎥ 612 11.4 55.7 21.2 9.0 2.0 0.2 0.5

41～60㎥ 465 3.4 27.5 36.6 25.4 6.0 1.1 0.0

61～100㎥ 203 2.0 13.8 26.1 34.0 15.3 8.9 0.0

101～200㎥ 38 7.9 18.4 23.7 28.9 13.2 7.9 0.0

201㎥～600㎥ 26 11.5 15.4 11.5 34.6 15.4 11.5 0.0

601㎥～2,000㎥ 7 0.0 14.3 14.3 28.6 14.3 14.3 14.3

2,001㎥以上 3 33.3 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0

無回答 247 10.5 31.6 25.1 20.2 6.9 2.4 3.2

15.6

80.5

37.5

11.4

3.4

2.0

7.9

11.5

33.3

10.5

35.5

16.9

44.2

55.7

27.5

13.8

18.4

15.4

14.3

31.6

24.0

1.9

13.3

21.2

36.6

26.1

23.7

11.5

14.3

33.3

25.1

16.9

0.8

9.0

25.4

34.0

28.9

34.6

28.6

33.3

20.2

5.2

2.0

6.0

15.3

13.2

15.4

14.3

6.9

2.1

0.6

0.8

0.2

1.1

8.9

7.9

11.5

14.3

2.4

0.7

1.7

0.5

14.3

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1人 2人 3人 4人 5人 6人以上 無回答
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（１０） 回収方法別の回収標本分析 

 今回は回答の回収方法を前回までの郵送回収のみから郵送・インターネット回答併用に変更し

た。 

 18～29歳では「インターネット回答（パソコン）」と「インターネット回答（スマートフォ

ン）」を合わせた割合が５割を超え、最も高くなっている。また、年齢が高くなるほど「郵送回

答」の割合が高くなり、70 歳以上では 92.5％となっている。 

図表 10 回収方法別の回収標本 

 
   

【全体】 n=

計 1,875 71.6 7.9 20.4

男性 741 65.2 13.9 20.9

女性 1,088 75.6 3.9 20.6

【18～29歳】

計 154 47.4 9.7 42.9

男性 68 51.5 17.6 30.9

女性 85 43.5 3.5 52.9

【30～39歳】

計 175 51.4 5.7 42.9

男性 67 46.3 10.4 43.3

女性 107 55.1 2.8 42.1

【40～49歳】

計 264 54.2 10.6 35.2

男性 98 39.8 20.4 39.8

女性 165 63.0 4.8 32.1

【50～59歳】

計 356 63.2 9.3 27.5

男性 130 50.8 17.7 31.5

女性 218 70.2 4.1 25.7

【60～69歳】

計 319 79.0 11.3 9.7

男性 131 72.5 17.6 9.9

女性 181 84.5 5.5 9.9

【70歳以上】

計 589 92.5 4.2 3.2

男 244 88.5 6.6 4.9

女 330 95.2 2.7 2.1

71.6

65.2

75.6

47.4

51.5

43.5

51.4

46.3

55.1

54.2

39.8

63.0

63.2

50.8

70.2

79.0

72.5

84.5

92.5

88.5

95.2

7.9

13.9

3.9

9.7

17.6

3.5

5.7

10.4

2.8

10.6

20.4

4.8

9.3

17.7

4.1

11.3

17.6

5.5

4.2

6.6

2.7

20.4

20.9

20.6

42.9

30.9

52.9

42.9

43.3

42.1

35.2

39.8

32.1

27.5

31.5

25.7

9.7

9.9

9.9

3.2

4.9

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

郵送回答 インターネット

回答（パソコン）

インターネット

回答（ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ）
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７． 標本誤差 

今回の調査の回答結果から、母集団（市内の水道利用者）全体の比率を推定するために、

単純無作為抽出法の場合の標本誤差の算出式と早見表を次に示す。 

（１） 算出式 

ｂ＝２�𝑁𝑁−𝑛𝑛
𝑁𝑁−1

× 𝑃𝑃(1−𝑃𝑃)
𝑛𝑛

  

b＝標本誤差 

Ｎ＝母集団 

ｎ＝回答者数 

Ｐ＝回答の比率（０≦Ｐ≦１） 

（２） 早見表 

図表 11 標本誤差早見表 

回答比率（P） 

基数 
10%または

90%前後  

20%または

80%前後  

30%または

70%前後  

40%または

60%前後  

50%前後  

1875 ±1.39 ±1.86 ±2.13 ±2.27 ±2.32 

1500 ±1.55 ±2.07 ±2.37 ±2.53 ±2.58 

1000 ±1.90 ±2.53 ±2.90 ±3.10 ±3.16 

500 ±2.68 ±3.58 ±4.1 ±4.38 ±4.47 

300 ±3.46 ±4.62 ±5.29 ±5.66 ±5.77 

150 ±4.90 ±6.53 ±7.48 ±8.00 ±8.16 

100 ±6.00 ±8.00 ±9.17 ±9.80 ±10.00 

※（N-n）/（N-1）≒１として算出 

 

例えば、問２「横浜市の水道水の安全性について、どのようにお感じになっていますか。」

という質問に対して、「安全だと思う」と答えた人は、50.1％であった。 

回答者数が 1,875 人、回答率 50％前後のときの標本誤差は、標本誤差早見表では±2.32％

であるから、「安全だと思う」と考える人は、市内在住の水道利用者（母集団）の 52.42％

から 47.78％の間であると推定できる。 
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II 調査結果の分析 
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１． 水道水の安全と使用について 

（１） 飲用水としての水道水について 

問１ 日ごろ、主にどのような種類の水を飲んでいますか。（○は１つだけ） 

 １  浄水器をとおさずに水道水をそのまま飲む（冷やして、または沸かして飲

む場合を含む） 

 ２ 浄水器をとおした水を飲む 

 ３ 市販されているペットボトル水を飲む 

 ４ スーパーマーケットなどにある持ち帰りの水を飲む 

 ５ ウォーターサーバーの水を飲む 

 ６ 水は飲まない 

 ７ その他（                                  ） 

①単純集計 

図表 12 全体 

 
＜その他の内訳（23件）＞    

水道水・浄水器・ペットボトル等併用 4 炭酸水 2 

整水器・軟水器・浄水器使用 4 コーヒー・お茶 2 

沸かして冷やす 3 その他 3 

地下水 3 蛇口からそのまま飲む、ペットボトル、ほと

んど飲まない 浄水器を使用して沸かす 2 

 

飲んでいる水の種類は、「浄水器をとおさずに水道水をそのまま飲む」 36.1％、「浄水器

をとおした水を飲む」32.1％を合わせた水道水を飲んでいる割合は 68.2%となっている。 

また、「市販されているペットボトル水を飲む」19.5％、「スーパーマーケットなどにあ

る持ち帰りの水を飲む」1.4％、「ウォーターサーバーの水を飲む」5.0％を合わせた水道水

以外の水を飲んでいる割合は 25.9％となっている。 

一方、「水は飲まない」割合は 2.3％である。 

  

浄水器をとおさずに水道水をそのまま
飲む（冷やして、または沸かして飲む場
合を含む）

676 36.1

浄水器をとおした水を飲む 601 32.1

市販されているペットボトル水を飲む 365 19.5

スーパーマーケットなどにある持ち帰り
の水を飲む

26 1.4

ウォーターサーバーの水を飲む 94 5.0

水は飲まない 44 2.3

その他 23 1.226666667

無回答 46 2.453333333

36.1

32.1

19.5

1.4

5.0

2.3

1.2

2.5

0 50 100 %

n=1875

単数回答
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②属性別集計 

図表 13 全体、性別、性・年齢別、住居形態別、給水方式別、住居形態・給水方式別 

 
 

 

 

 

 

n= 浄水器をと
ず

浄水器をと 市販されて スーパー ウォーター
バ

その他 水は飲ま 無回答

全体 1,875 36.1 32.1 19.5 1.4 5.0 2.3 1.2 2.5

【性別】

男性 741 38.6 29.6 21.1 1.2 4.6 2.3 0.7 2.0

女性 1,088 34.2 34.1 18.5 1.5 5.2 2.4 1.7 2.5

【性年齢別】

男性-18～29歳 68 35.3 22.1 36.8 1.5 4.4

男性-30～39歳 67 26.9 43.3 13.4 7.5 7.5 1.5

男性-40～49歳 98 30.6 29.6 28.6 1.0 5.1 3.1 1.0 1.0

男性-50～59歳 130 28.5 35.4 26.9 1.5 6.2 0.8 0.8

男性-60～69歳 131 44.3 26.0 16.8 1.5 6.1 1.5 1.5 2.3

男性-70歳以上 244 48.4 26.6 15.2 1.2 2.0 2.5 0.4 3.7

女性-18～29歳 85 24.7 23.5 34.1 2.4 8.2 4.7 1.2 1.2

女性-30～39歳 107 25.2 33.6 23.4 2.8 9.3 3.7 1.9

女性-40～49歳 165 26.1 41.2 20.6 1.8 7.3 2.4 0.6

女性-50～59歳 218 26.6 42.2 20.6 0.5 5.0 1.8 1.4 1.8

女性-60～69歳 181 35.4 38.1 14.4 1.1 5.0 1.7 2.8 1.7

女性-70歳以上 330 47.9 25.8 12.7 1.5 2.4 2.1 1.8 5.8

【住居形態別】

一戸建て 945 40.3 32.0 16.3 1.0 5.0 1.8 1.1 2.6

集合住宅 917 31.4 32.4 22.9 1.9 5.0 2.8 1.4 2.2

【給水方式別】

直結式 1,246 38.5 32.0 17.1 1.2 5.5 2.2 1.0 2.4

受水槽式 396 30.8 34.1 23.5 2.3 3.5 2.5 1.5 1.8

わからない 210 29.5 28.6 27.1 1.0 4.8 2.9 1.9 4.3

【住居形態・給水方式別】

一戸建て-直結式 923 40.5 32.2 16.1 1.0 4.8 1.8 1.1 2.5

一戸建て-受水槽式 0

一戸建て-わからない 22 31.8 22.7 22.7 13.6 9.1

集合住宅-直結式 321 32.7 31.5 19.9 1.9 7.8 3.1 0.9 2.2

集合住宅-受水槽式 396 30.8 34.1 23.5 2.3 3.5 2.5 1.5 1.8

集合住宅-わからない 185 29.2 29.7 28.1 1.1 3.8 2.7 2.2 3.2

36.1

38.6

34.2

35.3

26.9

30.6

28.5

44.3

48.4

24.7

25.2

26.1

26.6

35.4

47.9

40.3

31.4

38.5

30.8

29.5

40.5

31.8

32.7

30.8

29.2

32.1

29.6

34.1

22.1

43.3

29.6

35.4

26.0

26.6

23.5

33.6

41.2

42.2

38.1

25.8

32.0

32.4

32.0

34.1

28.6

32.2

22.7

31.5

34.1

29.7

19.5

21.1

18.5

36.8

13.4

28.6

26.9

16.8

15.2

34.1

23.4

20.6

20.6

14.4

12.7

16.3

22.9

17.1

23.5

27.1

16.1

22.7

19.9

23.5

28.1

1.4

1.2

1.5

1.5

1.0

1.5

1.5

1.2

2.4

2.8

1.8

0.5

1.1

1.5

1.0

1.9

1.2

2.3

1.0

1.0

1.9

2.3

1.1

5.0

4.6

5.2

4.4

7.5

5.1

6.2

6.1

2.0

8.2

9.3

7.3
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5.0

2.4

5.0

5.0

5.5

3.5

4.8

4.8

13.6

7.8

3.5

3.8

2.3

2.3

2.4

7.5

3.1

0.8

1.5

2.5

4.7

3.7

2.4

1.8

1.7

2.1

1.8

2.8

2.2

2.5

2.9

1.8

3.1

2.5

2.7

1.2

0.7

1.7

1.0

1.5

0.4

1.2

1.9

0.6

1.4

2.8

1.8

1.1

1.0

1.5

1.9

1.1

0.9

1.5

2.2

2.5

2.0

2.5

1.5

1.0

0.8

2.3

3.7

1.2

1.8

1.7

5.8

2.6

2.4

1.8

4.3

2.5

9.1

2.2

1.8

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

浄水器をとおさずに水道水をそのまま飲む 浄水器をとおした水を飲む

市販されているペットボトル水を飲む スーパーマーケットなどにある持ち帰りの水を飲む

ウォーターサーバーの水を飲む その他

水は飲まない 無回答



 

 

- 15 - 

○ 性別 

「浄水器をとおさずに水道水をそのまま飲む」割合は、男性が 38.6%、女性が 34.2%となっ

ており、男性の方が 4.4 ポイント高い。「市販されているペットボトル水を飲む」割合は、

前回調査では女性の方が高かったが、今回調査では男性の方が高く、2.6 ポイント上回った。 

一方、女性は男性に比べて「浄水器をとおした水を飲む」「スーパーマーケットなどにあ

る持ち帰りの水を飲む」「ウォーターサーバーの水を飲む」割合が高い。 

 

○ 性・年齢別 

「浄水器をとおさずに水道水をそのまま飲む」割合は、男性 60～69歳で 44.3%、70歳以上

で 48.4%、女性 60～69歳で 35.4%、70歳以上で 47.9％となっており、60歳以上が高い。 

また、「浄水器をとおさずに水道水をそのまま飲む」と「浄水器をとおした水を飲む」を

合わせた水道水を飲んでいる割合は、男性は 70歳以上が 75.0%、女性は 70歳以上が 73.7%と

最も高く、例外的に男性 30～39 歳が 70.2%と２番目に高いが、男女ともに概ね年齢層が上が

るほど高くなる傾向がある。 

一方、「市販されているペットボトル水を飲む」「ウォーターサーバーの水を飲む」割合

は男女ともに概ね年齢層が下がるほど高くなる傾向がある。 

 

○ 住居形態・給水方式別 

「浄水器をとおさずに水道水をそのまま飲む」割合は一戸建て・直結式が最も高く 40.5％

となっており、それ以外の層ではほとんど変わらない。 
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図表 14 全体、居住区別 

 
 

○ 居住区別 

「浄水器をとおさずに水道水をそのまま飲む」割合は、緑区で 43.7％と最も高く、鶴見区

で 28.4％と最も低い。 

また、「浄水器をとおさずに水道水をそのまま飲む」「浄水器をとおした水を飲む」を合

わせた水道水を飲んでいる割合は、泉区で 75.0％と最も高く、磯子区で 58.2％と最も低い。 

一方、水道水以外の水を飲んでいる割合は磯子区が 36.7%で最も高い。 

  

n= 浄水器をと浄水器をと市販されてスーパーマウォーター水は飲まなその他 無回答

全体 1875 36.053 32.053 19.467 1.387 5.013 2.347 1.227 2.453

青葉区 149 32.886 37.584 19.463 0.671 5.369 2.013 0.671 1.342

旭区 157 38.854 33.121 17.197 2.548 3.822 0.637 1.274 2.548

磯子区 79 35.443 22.785 25.316 3.797 7.595 2.532 0 2.532

泉区 88 43.182 31.818 17.045 0 2.273 2.273 1.136 2.273

神奈川区 110 30.909 36.364 16.364 1.818 8.182 0.909 3.636 1.818

金沢区 107 39.252 29.907 20.561 0.935 2.804 2.804 0 3.738

港南区 98 39.796 28.571 14.286 1.02 6.122 4.082 3.061 3.061

港北区 161 34.783 32.298 20.497 0.621 6.211 2.484 1.242 1.863

栄区 69 36.232 37.681 20.29 0 1.449 0 2.899 1.449

瀬谷区 55 30.909 30.909 20 1.818 7.273 0 1.818 7.273

都筑区 111 31.532 32.432 21.622 0 6.306 5.405 0.901 1.802

鶴見区 134 28.358 32.09 24.627 0.746 8.209 0.746 2.239 2.985

戸塚区 141 31.206 34.043 20.567 3.546 3.546 3.546 0.709 2.837

中区 54 37.037 27.778 25.926 1.852 5.556 0 0 1.852

西区 49 32.653 38.776 12.245 2.041 2.041 6.122 0 6.122

保土ケ谷区 104 43.269 30.769 16.346 0.962 1.923 4.808 0 1.923

緑区 103 43.689 28.155 20.388 1.942 2.913 0.971 0.971 0.971

南区 98 39.796 29.592 17.347 1.02 6.122 3.061 1.02 2.041

無回答 8 62.5 12.5 12.5 0 12.5 0 0 0
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

浄水器をとおさずに水道水をそのまま飲む（冷やして、または沸かして飲む場合を含む）

浄水器をとおした水を飲む

市販されているペットボトル水を飲む

スーパーマーケットなどにある持ち帰りの水を飲む

ウォーターサーバーの水を飲む

水は飲まない

その他

無回答
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③経年比較 

図表 15 経年比較 

 

 
 
注１：「浄水器をとおさずに水道水をそのまま飲む（冷やして、または沸かして飲む場合を含む）」には、平成 17 年度以

降の「水道水をそのまま飲む（冷やして飲む場合も含む）」の選択肢と「水道水を一度沸かしてから飲む」の選択

肢が含まれている。 

注２：「スーパーマーケットなどにある持ち帰りの水を飲む」「ウォーターサーバーの水を飲む」は平成 26 年度以降の選

択肢である。 

注３：「ペットボトル以外の市販の水を飲む」は平成 17、20、23 年度の選択肢である。 

注４：「水は飲まない」は平成 30 年度以降の選択肢である。 

 

 

「浄水器をとおさずに水道水をそのまま飲む」割合は、平成 20年度が 46.0%で最も高く、それ

以降減少傾向になっており、令和４年度は 36.1％になっている。 

また、「浄水器をとおさずに水道水をそのまま飲む」「浄水器をとおした水を飲む」を合わせ

た水道水を飲んでいる割合は、平成 20年度が 78.4%で最も高く、それ以降は減少傾向にあり、令

和４年度は 68.2%となっている。 

一方、「市販されているペットボトル水」「スーパーマーケットなどにある持ち帰りの水」

「ウォーターサーバーの水」を合わせた水道水以外の水を飲んでいる割合は、平成 20 年度以降

概ね増加傾向になっており、令和４年度は 25.9％である。 
 

 

  

n= 浄水器を 浄水器を 市販され スーパー ウォーター ペットボト 市販され 水は飲まな そ

令和４年度 1,875 36.1 32.1 19.5 1.4 5.0 0.0 0.0 2.3 1.2

平成30年度 1,539 37.1 32.1 17.2 1.8 4.6 0.0 0.0 1.5 0.0

平成26年度 1,619 39.2 31.7 19.0 2.0 3.8 0.0 0.0 0.0 2.5

平成23年度 1,655 42.1 33.5 18.4 0 0.0 3.6 0 0.0 1.4

平成20年度 1,836 46 32.4 15.1 0 0.0 2.8 0 0.0 1.6

平成17年度 2,250 40.6 34.2 16.1 0 0.0 1.9 0 0.0 2.5

平成14年度 2,546 45.9 32.6 0 0.0 0.0 0.0 17.9 0 3.0
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浄水器をとおさずに水道水をそのまま飲む（冷やして、または沸かして飲む場合を含む）

浄水器をとおした水を飲む

市販されているペットボトル水を飲む

スーパーマーケットなどにある持ち帰りの水を飲む

ウォーターサーバーの水を飲む

ペットボトル以外の市販の水を飲む

市販されている水を飲む

水は飲まない

その他

無回答
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（２） 水道水の水質について 

問２  水道局では、安全で良質な水を蛇口までお届けするために、水源地の保

全、浄水場での水質検査、古くなった水道管の取りかえなど、様々な取組を行

っています。 

  横浜市の水道水の安全性について、どのようにお感じになっていますか。

（○は１つだけ） 

 １ 安全だと思う  

 ２ どちらかといえば安全だと思う  

 ３ どちらかといえば安全だと思わない 

 ４ 安全だと思わない 

① 単純集計 

図表 16 全体 

 
水道水の安全性について、「安全だと思う」50.1％、「どちらかといえば安全だと思う」

44.3％を合わせた水道水を安全と感じている割合は、利用者全体の 94.4％を占めている。 

  

安全だと思う 940 50.1

どちらかといえば安全だと思う 831 44.3

どちらかといえば安全だと思わない 76 4.1

安全だと思わない 15 0.8

無回答 13 0.7

50.1

44.3

4.1

0.8

0.7

0 50 100 %

n=1875

単数回答
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② 属性別集計 

図表 17 全体、性別、性・年齢別、住居形態・給水方式別 

 
○ 性・年齢別 

「安全だと思う」割合は、男性では 70 歳以上が 68.4%と最も高く、女性では 70 歳以上が 5

7.0%と最も高い。男女ともに概ね年齢層が上がるほど高くなる傾向がある。例外的に男女と

もに 18～29歳で割合が高い。 

また、「安全だと思う」「どちらかといえば安全だと思う」を合わせた水道水を安全と感

じている割合は、男性では 60～69 歳が 96.9%と最も高く、30～39 歳が 91.0％と最も低い。

女性では、60～69歳及び 70歳以上が 96.1%と最も高く、30～39歳が 91.5%と最も低い。男女

ともに概ね年齢層が上がるほど高くなる傾向がある。 

 

○ 住居形態・給水方式別 

水道水を安全と感じている割合は、一戸建てでは直結式が 94.9％、集合住宅では直結式が

95.3％と最も高く、住居形態に関わらず給水方式が直結式の場合に割合が高い。 

n= 安全だと思 どちらかと
ば

どちらかと
ば

安全だと思 無回答

全体 1,875 50.1 44.3 4.1 0.8 0.7

【性別】

男性 741 57.0 37.7 4.0 0.5 0.8

女性 1,088 45.6 49.0 3.9 0.9 0.6

【性年齢別】

男性-18～29歳 68 47.1 44.1 8.8

男性-30～39歳 67 40.3 50.7 7.5 1.5

男性-40～49歳 98 43.9 50.0 6.1

男性-50～59歳 130 55.4 40.0 4.6

男性-60～69歳 131 60.3 36.6 1.5 0.8 0.8

男性-70歳以上 244 68.4 27.0 1.6 0.8 2.0

女性-18～29歳 85 44.7 51.8 2.4 1.2

女性-30～39歳 107 36.4 55.1 5.6 2.8

女性-40～49歳 165 38.2 55.2 5.5 1.2

女性-50～59歳 218 34.9 57.8 6.0 0.9 0.5

女性-60～69歳 181 50.8 45.3 3.3 0.6

女性-70歳以上 330 57.0 39.1 1.8 0.3 1.8

【住居形態・給水方式別】

一戸建て-直結式 923 53.2 41.7 3.4 0.9 0.9

一戸建て-受水槽式 0

一戸建て-わからない 22 40.9 50.0 4.5 4.5

集合住宅-直結式 321 50.8 44.5 3.7 0.3 0.6

集合住宅-受水槽式 396 46.5 46.5 5.8 0.8 0.5

集合住宅-わからない 185 40.0 54.6 4.3 0.5 0.5
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5.8

4.3

0.8

0.5

0.9

1.5

0.8
0.8

1.2

2.8

1.2

0.9

0.6

0.3

0.9

4.5

0.3

0.8

0.5

0.7

0.8

0.6

0.8

2.0

0.5

1.8

0.9

0.6

0.5

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安全だと思う どちらかといえば安全だと思う

どちらかといえば安全だと思わない 安全だと思わない

無回答
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図表 18 全体、居住区別 

 
○ 居住区別 

水道水を安全と感じている割合は、泉区が 97.8％と最も高く、栄区が 91.3％と最も低い。 
  

n= 安全だと
思う

どちらか
といえば

どちらか
といえば

安全だと
思わない

無回答

全体 1,875 50.1 44.3 4.1 0.8 0.7

青葉区 149 53.0 44.3 2.7 0.0 0.0

旭区 157 46.5 47.1 3.8 2.5 0.0

磯子区 79 49.4 45.6 3.8 0.0 1.3

泉区 88 58.0 39.8 2.3 0.0 0.0

神奈川区 110 47.3 48.2 4.5 0.0 0.0

金沢区 107 53.3 41.1 3.7 0.0 1.9

港南区 98 54.1 41.8 3.1 0.0 1.0

港北区 161 47.8 46.6 3.7 1.2 0.6

栄区 69 47.8 43.5 7.2 0.0 1.4

瀬谷区 55 52.7 43.6 1.8 0.0 1.8

都筑区 111 49.6 45.0 4.5 0.9 0.0

鶴見区 134 49.3 44.8 3.7 0.7 1.5

戸塚区 141 48.9 44.0 4.3 0.7 2.1

中区 54 55.6 38.9 1.9 1.9 1.9

西区 49 40.8 51.0 4.1 4.1 0.0

保土ケ谷区 104 46.2 47.1 4.8 1.9 0.0

緑区 103 49.5 44.7 5.8 0.0 0.0

南区 98 51.0 40.8 7.1 1.0 0.0

無回答 8 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

50.1

53.0

46.5

49.4

58.0

47.3

53.3

54.1

47.8

47.8

52.7

49.6

49.3

48.9

55.6

40.8

46.2

49.5

51.0

100.0

44.3

44.3

47.1

45.6

39.8

48.2

41.1

41.8

46.6

43.5

43.6

45.0

44.8

44.0

38.9

51.0

47.1

44.7

40.8

4.1

2.7

3.8

3.8

2.3

4.5

3.7

3.1

3.7

7.2

1.8

4.5

3.7

4.3

1.9

4.1

4.8

5.8

7.1

0.8

2.5

1.2

0.9

0.7

0.7

1.9

4.1

1.9

1.0

0.7

1.3

1.9

1.0

0.6

1.4

1.8

1.5

2.1

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安全だと思う どちらかといえば安全だと思う

どちらかといえば安全だと思わない 安全だと思わない

無回答
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③ 経年比較 

図表 19 経年比較 

 
 
注１：本表において、「安全だと思う」「どちらかといえば安全だと思う」の選択肢は、令和４年度にあわせたもので

あり、平成 26 年度以前は「安心」「どちらと言えば安心」の選択肢であったが、同義として取り扱っている。ま

た、「安全だと思わない」「どちらかといえば安全だと思わない」は平成 30 年度では、それぞれ「不安」「どち

らかといえば不安」の選択肢であったが、同義として取り扱っている。 

注２：「わからない」は平成 30 年度にはない。 

 

 

令和４年度は「安全だと思う」割合が 50.1%で前回より 15.4 ポイント増加した。 

また、「安全だと思う」「どちらかといえば安全だと思う」を合わせた水道水を安全と感

じている割合は、平成 14年度以降増加しており、令和４年度は 94.4%となっている。 
 

 

  

n= 安全だと思う どちらかといえどちらかとい安全だと思わわからない無回答

令和４年度 1,875 50.1 44.3 4.1 0.8 0.7

平成30年度 1,539 34.7 55.6 7.3 1.2 1.2

平成26年度 1,619 25.4 50.2 11.7 1.4 10.5 0.8

平成23年度 1,655 21.8 48.3 16.4 4.0 8.3 1.2

平成20年度 1,836 22.7 46.3 20.7 3.8 5.4 1.1

平成17年度 2,250 11.8 32.0 33.9 10.0 10.3 2.0

平成14年度 2,546 10.5 32.0 43.7 9.5 2.8 1.5

50.1

34.7

25.4

21.8

22.7

11.8

10.5

44.3

55.6

50.2

48.3

46.3

32.0

32.0

4.1

7.3

11.7

16.4

20.7

33.9

43.7

0.8

1.2

1.4

4.0

3.8

10.0

9.5

10.5

8.3

5.4

10.3

2.8

0.7

1.2

0.8

1.2

1.1

2.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安全だと思う どちらかといえば安全だと思う どちらかといえば安全だと思わない

安全だと思わない わからない 無回答
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問３ 問２で「３」、「４」とお答えになった方にうかがいます。 

水道水が安全だと思えない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 １ においに不安があるから 
 ※  不安となる具体的なにおいがある場合は（  ）内にご記入ください。  

 （                                        ） 

 ２ 水道水中の成分に不安があるから  
 ※  不安となる具体的な成分がある場合は（  ）内にご記入ください。  

 （                                        ） 

 ３ 水源の水質に不安があるから 

 ４ 受水槽の管理状況に不安があるから  

 ５ なんとなく 

 ６ その他（                                   ） 

① 単純集計 

図表 20 全体 

 
＜選択肢１：不安となる具体的なにおい（18件）＞  
カルキ（塩素）臭 10 その他 5 

鉄 2 美味しくない、たまに変な臭いがする、あまり

気にならない、不安はない 等 下水臭 1 

 

＜選択肢２：不安となる具体的な成分（19 件）＞  
カルキ（塩素） 6 その他 7 

塩素と鉛、水銀 2 白い石灰質、カルキ以外の物質、受水槽に入れ

る薬品 等 フッ素・フッ素化合物 2 

美味しくない 1 

下水臭 1 

 

＜その他の内訳（21件）＞  
水道管の劣化 8 その他 8 

色水・濁り水が出る 3 清潔でない、塩素が強い、目が痛くなる、貯水

タンクが不安、外国による水源地買収 等 味が気になる 2 

 

水道水が安全だと思えない理由として、「水道水中の成分に不安があるから」41.8％、

「受水槽の管理状況に不安があるから」25.3％、「においに不安があるから」24.2％の順に

割合が高い。 

においに不安があるから 22 24.2

水道水中の成分に不安があるから 38 41.8

水源の水質に不安があるから 14 15.4

受水槽の管理状況に不安があるから 23 25.3

なんとなく 19 20.9

その他 21 23.1

無回答 0 0.0

24.2

41.8

15.4

25.3

20.9

23.1

0.0

0 50 100 %

n=91
複数回答
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（３） 節水について 

問４ 日ごろ、節水についてどのように取り組んでいますか。（○は１つだけ） 

 １ 節水のことは考えずに使っている 

 ２ 節水は必要と思いながらも、実行はしていない 

 ３ ある程度節水をしながら使っている 

 ４ まめに節水して使っている 

① 単純集計 

図表 21 全体 

 
日ごろの水の使い方について、「ある程度節水をしながら使っている」54.5％、「節水は

必要と思いながらも、実行はしていない」29.2％、「まめに節水して使っている」8.3%の順

に割合が高い。 

また、「ある程度節水しながら使っている」「まめに節水して使っている」を合わせた節

水に取り組んでいる割合は 62.8％となっている。 
  

節水のことは考えずに使っている 123 6.6

節水は必要と思いながらも、実行はし
ていない

548 29.2

ある程度節水をしながら使っている 1021 54.5

まめに節水して使っている 156 8.3

無回答 27 1.4

6.6

29.2

54.5

8.3

1.4

0 50 100 %

n=1875

単数回答
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② 属性別集計 

図表 22 全体、性別、性・年齢別、家族人数別、水道使用水量別

 

n= 節水のこと
ず

節水は必 ある程度 まめに節 無回答

全体 1,875 6.6 29.2 54.5 8.3 1.4

【性別】

男性 741 10.0 29.7 50.5 8.0 1.9

女性 1,088 4.4 29.0 57.3 8.5 0.9

【性年齢別】

男性-18～29歳 68 20.6 30.9 44.1 4.4

男性-30～39歳 67 14.9 38.8 37.3 7.5 1.5

男性-40～49歳 98 10.2 32.7 49.0 8.2

男性-50～59歳 130 4.6 32.3 51.5 9.2 2.3

男性-60～69歳 131 5.3 31.3 55.7 6.9 0.8

男性-70歳以上 244 11.1 23.8 53.3 8.2 3.7

女性-18～29歳 85 14.1 40.0 38.8 7.1

女性-30～39歳 107 4.7 36.4 56.1 2.8

女性-40～49歳 165 5.5 26.7 57.6 10.3

女性-50～59歳 218 3.2 26.6 60.6 9.2 0.5

女性-60～69歳 181 1.7 28.2 63.5 5.5 1.1

女性-70歳以上 330 3.6 26.4 57.0 10.9 2.1

【家族人数別】

1人 292 11.6 26.7 49.3 11.0 1.4

2人 666 4.5 30.0 55.7 8.1 1.7

3人 450 4.4 30.2 55.1 8.4 1.8

4人 316 9.8 30.4 53.8 6.0

5人 98 6.1 22.4 60.2 9.2 2.0

6人以上 39 5.1 30.8 56.4 5.1 2.6

【水道使用水量別】

16㎥以下 154 11.7 25.3 46.1 15.6 1.3

17～20㎥ 120 7.5 20.0 60.0 10.8 1.7

21～40㎥ 612 5.7 26.1 58.2 9.5 0.5

41～60㎥ 465 4.3 32.9 53.8 7.1 1.9

61～100㎥ 203 4.9 32.0 56.2 6.4 0.5

101～200㎥ 38 5.3 39.5 50.0 5.3 0.0

201㎥～600㎥ 26 15.4 23.1 57.7 3.8 0.0

601㎥～2,000㎥ 7 0 57.143 42.857 0 0

2,001㎥以上 3 33.333 0 66.667 0 0

6.6

10.0

4.4

20.6

14.9

10.2

4.6

5.3

11.1

14.1

4.7

5.5

3.2

1.7

3.6

11.6

4.5

4.4

9.8

6.1

5.1

11.7

7.5

5.7

4.3

4.9

5.3

15.4

33.3

29.2

29.7

29.0

30.9

38.8

32.7

32.3

31.3

23.8

40.0

36.4

26.7

26.6

28.2

26.4

26.7

30.0

30.2

30.4

22.4

30.8

25.3

20.0

26.1

32.9

32.0

39.5

23.1

57.1

54.5

50.5

57.3

44.1

37.3

49.0

51.5

55.7

53.3

38.8

56.1

57.6

60.6

63.5

57.0

49.3

55.7

55.1

53.8

60.2

56.4

46.1

60.0

58.2

53.8

56.2

50.0

57.7

42.9

66.7

8.3

8.0

8.5

4.4

7.5

8.2

9.2

6.9

8.2

7.1

2.8

10.3

9.2

5.5

10.9

11.0

8.1

8.4

6.0

9.2

5.1

15.6

10.8

9.5

7.1

6.4

5.3

3.8

1.4

1.9

0.9

1.5

2.3

0.8

3.7

0.5

1.1

2.1

1.4

1.7

1.8

2.0

2.6

1.3

1.7

0.5

1.9

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

節水のことは考えずに使っている 節水は必要と思いながらも、実行はしていない

ある程度節水をしながら使っている まめに節水して使っている

無回答



 

 

- 25 - 

○ 性別 

「ある程度節水しながら使っている」「まめに節水して使っている」を合わせた節水に取

り組んでいる割合は、女性が 65.8%、男性が 58.5%となっており、女性の方が 7.3ポイント高

い。 

 

○ 性・年齢別 

節水に取り組んでいる割合は、男性が 60～69歳で 62.6%、女性が 50～59歳で 69.8%と最も

高く、男女ともに概ね年齢層が上がるほど節水の意識が高くなる傾向がある。 

一方、「節水のことは考えずに使っている」「節水は必要と思いながらも、実行はしてい

ない」を合わせた節水に取り組んでいない割合は、男性が 30～39歳で 53.7%、女性が 18～29

歳で 54.1%と最も高く、男女ともに概ね年齢層が下がるほど節水の意識が低くなる傾向があ

る。 

 

○ 家族人数別 

節水に取り組んでいる割合は、家族人数が５人の場合に 69.4%と最も高く、節水に取り組

んでいない割合は、４人の場合に 40.2%で最も高い。家族人数別では節水意識の明確な傾向

が見られなかった。 

 

○ 水道使用水量別 

節水に取り組んでいる割合は回答数が少ない 2,001 ㎥以上を除けば、17～20 ㎥が 70.8%、

21～40 ㎥が 67.7%、61～100 ㎥が 62.6%の順で高い。16 ㎥以下がやや低くなっているが、概

ね水道使用水量が少ないほど節水意識が高くなる傾向がある。 
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③ 経年比較 

図表 23 経年比較 

 
注：平成 14 年度のみ「特に気にしていない」が含まれる。 

 

 

平成 23年度以降、節水意識は徐々に低下しており、令和４年度は「まめに節水して使って

いる」「ある程度節水をしながら使っている」を合わせた節水に取り組んでいる割合が

62.8%で、前回より 6.4ポイント低い。 
  

n= 節水のことは節水は必要とある程度節水まめに節水し無回答・特に気にしていない

令和4年度 1,875 6.6 29.2 54.5 8.3 1.4

平成30年度 1,539 5.7 24.6 60.8 8.4 0.6

平成26年度 1,619 3.1 23.2 63.8 9.2 0.7

平成23年度 1,655 3.7 16.5 68.8 10.2 0.8

平成20年度 1,836 2.9 22.3 62.0 12.1 0.7

平成17年度 2,250 2.6 22.6 63.4 9.4 2.0

平成14年度 2,546 3.1 25.3 59.1 6.8 5.7

6.6

5.7

3.1

3.7

2.9

2.6

3.1

29.2

24.6

23.2 

16.5 

22.3 

22.6

25.3

54.5

60.8

63.8 

68.8 

62.0 

63.4

59.1

8.3

8.4

9.2 

10.2 

12.1 

9.4

6.8

1.4

0.6

0.7 

0.8 

0.7 

2.0

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

節水のことは考えずに使っている

節水は必要と思いながらも、実行はしていない

ある程度節水をしながら使っている

まめに節水して使っている

無回答・特に気にしていない
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問５  問４で「３」、「４」とお答えになった方にうかがいます。あなたが節水をする

理由はどれですか。（〇はいくつでも） 

 １ 水道料金の節約のため 

 ２ 水不足などに備えるため 

 ３ 地球温暖化などの環境問題のため 

 ４ その他（                                   ） 

① 単純集計 

図表 24 全体 

 
＜その他の内訳（31件）＞    
水資源・環境の保全 9 その他 12 

もったいない 6 節電につながる、水道料金の節約、下水処理の負荷

軽減、水不足の異国の人に申し訳ない、戦時中に亡

くなった軍人、民間人のことが忘れられない 等 

習慣 3 

教育のため 1 

 

節水する理由は、「水道料金の節約のため」85.5％、「水不足などに備えるため」39.4％、

「地球温暖化などの環境問題のため」33.9%の順で割合が高い。 

 

 
  

水道料金の節約のため 1006 85.5

水不足などに備えるため 464 39.4

地球温暖化などの環境問題のため 399 33.9

その他 31 2.6

無回答 8 0.4

85.5

39.4

33.9

2.6

0.4

0 50 100 %

n=1177

複数回答
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② 属性別集計 

図表 25 全体、家族人数別 

 

図表 26 全体、水道使用水量別 

 
 

○ 家族人数別 

家族人数が６人以上の場合を除き、概ね家族人数が多いほど「水道料金の節約のため」の

割合が高くなる傾向がある。 

 

○ 水道使用水量別 

水道使用水量 100 ㎥以下では、概ね水道使用水量が多いほど「水道料金の節約のため」の

割合が高くなる傾向がある。 

 
  

水道料金の節約のため 水不足などに備えるため 地球温暖化などの環境問題
のため

その他 無回答

n=

全体 1,177 85.472 39.422 33.9 2.634 0.68

1人 176 76.1 42.0 35.8 2.8 1.1

2人 425 83.1 41.2 35.3 4.2 0.0

3人 286 90.9 38.8 32.5 1.4 1.0

4人 189 90.5 32.3 31.7 1.6 1.6

5人 68
91.176 39.706 29.412 0 0

6人以上 24
83.333 45.833 50 4.167 0

85.5

76.1

83.1

90.9

90.5

91.2

83.3

0 50 100 %

39.4

42.0

41.2

38.8

32.3

39.7

45.8

0 50 100 %

33.9

35.8

35.3

32.5

31.7

29.4

50.0

0 50 100 %

2.6

2.8

4.2

1.4

1.6

0.0

4.2

0 50 100 %

0.7

1.1

0.0

1.0

1.6

0.0

0.0

0 50 100 %

水道料金の節約のため 水不足などに備えるため 地球温暖化などの環境問題
のため

その他 無回答

n=

全体 1,177 85.472 39.422 33.9 2.634 0.68

16㎥以下 95
69.474 41.053 28.421 4.211 0

17～20㎥ 85
77.647 41.176 32.941 3.529 1.176

21～40㎥ 414
88.164 41.546 38.164 2.415 0.242

41～60㎥ 283
91.519 32.509 33.216 1.767 0.707

61～100㎥ 127
92.913 40.945 31.496 3.15 1.575

101～200㎥ 21
85.714 38.095 23.81 4.762 0

201㎥～600㎥ 16
81.25 50 31.25 0 0

601㎥～2,000㎥ 3
100 33.333 0 0 0

2,001㎥以上 2
100 0 50 0 0

85.5

69.5

77.6

88.2

91.5

92.9

85.7

81.3

100.0

100.0

0 50 100 %

39.4

41.1

41.2

41.5

32.5

40.9

38.1

50.0

33.3

0.0

0 50 100 %

33.9

28.4

32.9

38.2

33.2

31.5

23.8

31.3

0.0

50.0

0 50 100 %

2.6

4.2

3.5

2.4

1.8

3.2

4.8

0.0

0.0

0.0

0 50 100 %

0.7

0.0

1.2

0.2

0.7

1.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0 50 100 %
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（４） コロナ禍における生活様式の変化の影響について 

問６  コロナ禍における生活様式の変化（外出自粛やテレワーク等による在宅時

間の増加、手洗いの増加など）により、全体の水道水の使用量に変化はあり

ましたか。（○は１つだけ） 

 １ 増えた  

 ２ 変わらない 

 ３ 減った 

 ４ 分からない 

① 単純集計 

図表 27 全体 

 
コロナ禍における生活様式の変化による水道水の使用量について、「変わらない」46.0%

が最も高く、「増えた」44.1％が「減った」1.1%より 43.0 ポイント高い 

  

増えた 827 44.1

変わらない 862 46.0

減った 21 1.1

分からない 138 7.4

無回答 27 1.4

44.1

46.0

1.1

7.4

1.4

0 50 100%

n=1875

単数回答
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② 属性別集計 

図表 28 全体、年齢別、家族人数別、水道使用水量別 

 
○ 年齢別 

「増えた」割合は 18～59歳の年齢層で高く、60歳以上の年齢層で低い。 
 

○ 家族人数別 

「増えた」割合が最も高いのは５人家族で、70.4％となっている。回答数が少ない家族人

数が６人以上の場合を除くと、家族人数が多いほど「増えた」割合が高くなる傾向がある。 
 

○ 水道使用水量別 

概ね水道使用水量が多いほど「増えた」割合が高くなる傾向がある。 

合計 増えた 変わらない 減った 分からない 無回答

全体 1,875 44.1 46.0 1.1 1.4

【年齢別】

18～29歳 154 50.0 32.5 0.6

30～39歳 175 60.0 32.6 1.1

40～49歳 264 55.7 36.7

50～59歳 356 51.4 39.9 1.1 1.4

60～69歳 319 37.6 53.3 1.3 0.6

70歳以上 589 32.6 56.5 1.7 3.2

【家族人数別】

1人 292 30.137 59.589 2.74 0 1.027

2人 666 39.189 51.201 0.901 0 1.502

3人 450 43.778 46.222 0.667 0 1.778

4人 316 60.443 29.114 0.633 0 0.633

5人 98 70.408 22.449 0 0 2.041

6人以上 39 46.154 46.154 0 0 2.564

【水道使用水量別】

16㎥以下 154 28.571 59.74 3.247 0 1.299

17～20㎥ 120 32.5 53.333 3.333 0 1.667

21～40㎥ 612 40.686 50.654 1.307 0 0.654

41～60㎥ 465 50.323 42.796 0.215 0 1.505

61～100㎥ 203 53.695 35.961 0.493 0 1.97

101～200㎥ 38 57.895 34.211 0 0 0

201㎥～600㎥ 26 53.846 38.462 0 0 0

601㎥～2,000㎥ 7 71.429 28.571 0 0 0

2,001㎥以上 3 66.667 33.333 0 0 0

44.1

50.0

60.0

55.7

51.4

37.6

32.6

30.1

39.2

43.8

60.4

70.4

46.2

28.6

32.5

40.7

50.3

53.7

57.9

53.8

71.4

66.7

46.0

32.5

32.6

36.7

39.9

53.3

56.5

59.6

51.2

46.2

29.1

22.4

46.2

59.7

53.3

50.7

42.8

36.0

34.2

38.5

28.6

33.3

1.1

0.6

1.1

1.1

1.3

1.7

2.7

0.9

0.7

0.6

3.2

3.3

1.3

0.2

0.5

1.4

1.4

0.6

3.2

1.0

1.5

1.8

0.6

2.0

2.6

1.3

1.7

0.7

1.5

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

増えた 変わらない 減った 分からない 無回答
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図表 29 全体、居住区別 

 
○ 居住区別 

「増えた」割合は都筑区が 52.3％で最も高く、次いで港北区が 50.3％となっている。一方、

泉区が 33.0%で最も低く、次いで旭区が 36.3%となっている。 

  

n=

全体 1,875 44.1 46.0 1.1 0.0 1.4

青葉区 149 49.7 41.6 0.7 0.0 0.7

旭区 157 36.3 52.2 1.3 0.0 1.3

磯子区 79 44.3 45.6 1.3 0.0 0.0

泉区 88 33.0 53.4 1.1 0.0 4.5

神奈川区 110 42.7 44.5 0.9 0.0 2.7

金沢区 107 40.2 52.3 0.0 0.0 0.9

港南区 98 38.8 54.1 2.0 0.0 0.0

港北区 161 50.3 39.8 0.6 0.0 1.2

栄区 69 37.7 56.5 0.0 0.0 0.0

瀬谷区 55 49.1 40.0 5.5 0.0 3.6

都筑区 111 52.3 36.9 0.9 0.0 1.8

鶴見区 134 50.0 40.3 1.5 0.0 3.0

戸塚区 141 43.3 48.2 0.0 0.0 0.7

中区 54 40.7 48.1 0.0 0.0 1.9

西区 49 49.0 42.9 4.1 0.0 0.0

保土ケ谷区 104 44.2 43.3 1.9 0.0 1.9

緑区 103 40.8 48.5 1.0 0.0 0.0

南区 98 49.0 42.9 1.0 0.0 1.0

無回答 8 25.0 62.5 0.0 0.0 12.5

44.1

49.7

36.3

44.3

33.0

42.7

40.2

38.8

50.3

37.7

49.1

52.3

50.0

43.3

40.7

49.0

44.2

40.8

49.0

25.0

46.0

41.6

52.2

45.6

53.4

44.5

52.3

54.1

39.8

56.5

40.0

36.9

40.3

48.2

48.1

42.9

43.3

48.5

42.9

62.5

1.1

0.7

1.3

1.3

1.1

0.9

2.0

0.6

5.5

0.9

1.5

0.0

4.1

1.9

1.0

1.0

1.4

0.7

1.3

4.5

2.7

0.9

1.2

3.6

1.8

3.0

0.7

1.9

1.9

1.0

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

増えた 変わらない 減った 分からない 無回答
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問７  コロナ禍における生活様式の変化により、下記の用途について水道水の使

用量に変化はありましたか。それぞれについてお答えください。（それぞれ〇

は１つだけ） 

 ・手洗い、うがい（増えた・変わらない・減った・分からない） 

 ・入浴、シャワー（増えた・変わらない・減った・分からない） 

 ・洗濯（増えた・変わらない・減った・分からない） 

 ・炊事（増えた・変わらない・減った・分からない） 

 ・トイレ（増えた・変わらない・減った・分からない） 

 ・その他増減したものがあればお書きください（        ）（増えた・減った） 

① 単純集計 

図表 30 全体 

 
 

 

＜その他の内訳（81件）＞    
庭、植木等への散水、水やり（増） 21 家族人数の減少（減） 2 

庭、植木等への散水、水やり（減） 7 入浴（減） 2 

特になし 10 洗車（増） 2 

掃除（増） 5 洗車（減） 2 

飲用（増） 4 洗顔、うがい 2 

節水機器導入（減） 3 その他 18 

家族人数の増加（増） 3 

洗濯（増）、食洗器の使用（増）、アロマ機

の使用（増）、家庭用プール（増） 等 

 

「増えた」割合は、「手洗い・うがい」67.3%、「トイレ」29.8%、「炊事」23.6%、「洗

濯」18.5%、「入浴、シャワー」13.1%の順に高い。 

  

単数回

増えた 1262 67.3 245 13.1 346 18.5

変わらない 499 26.6 1421 75.8 1321 70.5

減った 6 0.3 55 2.9 58 3.1

分からない 20 1.1 23 1.2 31 1.7

無回答 88 4.7 131 7.0 119 6.3

増えた 442 23.6 558 29.8

変わらない 1228 65.5 1131 60.3

減った 48 2.6 27 1.4

分からない 33 1.8 39 2.1

無回答 124 6.6 120 6.4

入浴、シャワー 洗濯

炊事 トイレ

手洗い、うがい

67.3

26.6

0.3

1.1

4.7

0 50 100
%

n=1875

単数回答

13.1

75.8

2.9

1.2

7.0

0 50 100
%

n=1875

単数回答

18.5

70.5

3.1

1.7

6.3

0 50 100
%

n=1875

単数回答

23.6

65.5

2.6

1.8

6.6

0 50 100
%

n=1875

単数回答

29.8

60.3

1.4

2.1

6.4

0 50 100
%

n=1875

単数回答
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（５） 水道料金改定の影響について 

問８  令和３年７月に水道料金改定（平均で 12％引き上げ）を実施させていただ

きました。料金改定の影響により水道水の使用量に変化はありましたか。（○

は１つだけ） 

 １ 増えた  

 ２ 変わらない 

 ３ 減った 

 ４ 分からない 

① 単純集計 

図表 31 全体 

 
水道料金改定の影響による水道水の使用量の変化について、「変わらない」66.8％が最も

高く、「増えた」18.7％が「減った」4.5％より 14.2 ポイント高い。 

  

増えた 350 18.7

変わらない 1252 66.8

減った 84 4.5

分からない 166 8.9

無回答 23 1.2

18.7

66.8

4.5

8.9

1.2

0 50 100 %

n=1875

単数回答
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（６） 設問間クロス集計 

図表 32 飲んでいる水の種類（問 1）×水道水の安全性（問 2） 
 

 
飲んでいる水の種類と水道水の安全性の関係をみると、水道水を飲んでいる人ほど、水質

を安全だと感じている割合が高くなる傾向がある。 

 

図表 33 水道水の安全性（問 2）×飲んでいる水の種類（問 1） 

 
水道水の安全性と飲んでいる水の種類の関係をみると、水道水を安全だと感じている人ほ

ど「水道水をそのまま飲む」割合が高い傾向がある。一方、概ね水道水を安全だと感じてい

ない人ほど、「浄水器をとおした水を飲む」と水道水以外の水を飲んでいる人を合わせた割

合が高い。 

n=

全体 1,875

浄水器をとおさずに水道水をその
まま飲む（冷やして、または沸か
して飲む場合を含む）

676

浄水器をとおした水を飲む 601

市販されているペットボトル水を
飲む

365

スーパーマーケットなどにある持
ち帰りの水を飲む

26

ウォーターサーバーの水を飲む 94

水は飲まない 44

その他 23

無回答 46

50.1

64.2

45.1

36.2

30.8

46.8

50.0

52.2

37.0

44.3

34.2

48.1

56.7

61.5

44.7

45.5

39.1

37.0

4.1

1.6

5.8

6.0

3.8

5.3

4.5

0.8

1.0

0.8

3.8

2.1

8.7

2.2

0.7

0.3

1.1

23.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安全だと思う どちらかといえば安全だと思う

どちらかといえば安全だと思わない 安全だと思わない

無回答

n=

全体 1,875

安全だと思う 940

どちらかといえば安全だと思う 831

どちらかといえば安全だと思わない 76

安全だと思わない 15

無回答 13

36.1

46.2

27.8

14.5

32.1

28.8

34.8

46.1

40.0

19.5

14.0

24.9

28.9

20.0

7.7

1.4

0.9

1.9

1.3

6.7

5.0

4.7

5.1

6.6

13.3

7.7

2.3

2.3

2.4

2.6

1.2

1.3

1.1

13.3

2.5

1.8

2.0

6.7

84.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

浄水器をとおさずに水道水をそのまま飲む（冷やして、または沸かして飲む場合を含む）

浄水器をとおした水を飲む

市販されているペットボトル水を飲む

スーパーマーケットなどにある持ち帰りの水を飲む

ウォーターサーバーの水を飲む

水は飲まない

その他

無回答
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２． 災害時における飲料水の確保について 

（１） 災害時の水の備蓄について 

問９  横浜市では、災害に備え、１人１日あたり３リットル、３日分で９リットル以上

の飲料水の備蓄をお願いしています。あなたのご家庭では、１人あたり、どの

くらいの量の飲料水を備蓄していますか。（○は１つだけ） 

 １ １人あたり９リットル以上備蓄している 

 ２ 備蓄しているが、１人あたり９リットル未満である 

 ３ 備蓄していない 

① 単純集計 

 

図表 34 全体 

 
飲料水の備蓄量は、「９リットル未満」47.1％、「９リットル以上」27.8％、「備蓄して

いない」23.4％の順に割合が高い。 

  

１人あたり９リットル以上備蓄
している

522 27.8

備蓄しているが、１人あたり９
リットル未満である

884 47.1

備蓄していない 438 23.4

無回答 31 1.7 n=1875
単数回答

27.8

47.1

23.4

1.7

0 50 100 %

n=1875

単数回答
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② 属性別集計 

図表 35 全体、性別、年齢別、性・年齢別、家族人数別、住居形態別 

 
 

n= １人あたり 備蓄してい
が

備蓄してい 無回答

全体 1,875 27.8 47.1 23.4 1.7

【性別】

男性 741 27.9 41.3 29.0 1.8

女性 1,088 27.6 51.7 19.4 1.4

【年齢別】

18～29歳 154 17.5 48.1 34.4

30～39歳 175 12.6 53.1 34.3

40～49歳 264 22.3 52.3 25.4

50～59歳 356 28.4 53.7 16.6 1.4

60～69歳 319 33.2 43.9 21.6 1.3

70歳以上 589 34.3 41.4 20.9 3.4

【性年齢別】

男性-18～29歳 68 11.8 44.1 44.1

男性-30～39歳 67 19.4 44.8 35.8

男性-40～49歳 98 26.5 43.9 29.6

男性-50～59歳 130 31.5 46.2 20.0 2.3

男性-60～69歳 131 29.771 38.168 32.061 0

男性-70歳以上 244 32.787 38.115 25 4.098

女性-18～29歳 85 21.176 51.765 27.059 0

女性-30～39歳 107 8.411 57.944 33.645 0

女性-40～49歳 165 20 56.97 23.03 0

女性-50～59歳 218 25.688 58.716 14.679 0.917

女性-60～69歳 181 35.912 48.619 13.26 2.21

女性-70歳以上 330 35.455 44.242 17.576 2.727

【家族人数別】

1人 292 32.877 30.479 35.616 1.027

2人 666 34.234 43.994 19.82 1.952

3人 450 25.778 51.556 20.889 1.778

4人 316 18.038 59.81 21.835 0.316

5人 98 14.286 55.102 27.551 3.061

6人以上 39 17.949 53.846 23.077 5.128

【住居形態別】

一戸建て 945 28.995 47.619 21.587 1.799

集合住宅 917 26.499 47.001 25.082 1.418

27.8

27.9

27.6

17.5

12.6

22.3

28.4

33.2

34.3

11.8

19.4

26.5

31.5

29.8

32.8

21.2

8.4

20.0

25.7

35.9

35.5

32.9

34.2

25.8

18.0

14.3

17.9

29.0

26.5

47.1

41.3

51.7

48.1

53.1

52.3

53.7

43.9

41.4

44.1

44.8

43.9

46.2

38.2

38.1

51.8

57.9

57.0

58.7

48.6

44.2

30.5

44.0

51.6

59.8

55.1

53.8

47.6

47.0

23.4

29.0

19.4

34.4

34.3

25.4

16.6

21.6

20.9

44.1

35.8

29.6

20.0

32.1

25.0

27.1

33.6

23.0

14.7

13.3

17.6

35.6

19.8

20.9

21.8

27.6

23.1

21.6

25.1

1.7

1.8

1.4

1.4

1.3

3.4

2.3

4.1

0.9

2.2

2.7

1.0

2.0

1.8

0.3

3.1

5.1

1.8

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人あたり９リットル以上備蓄している 備蓄しているが、１人あたり９リットル未満である

備蓄していない 無回答
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○ 性別 

「９リットル以上」「９リットル未満」を合わせた少なくとも備蓄をしている割合は女性

が 79.3％、男性が 69.2％となっており、女性の方が 10.1 ポイント高い。 

 

○ 年齢別 

「９リットル以上」の割合は 70 歳以上が最も高く、34.3%となっており、30～39 歳が最も

低く、12.6%となっている。概ね年齢層が上がるほど備蓄している割合が高くなる傾向があ

る。 

 

○ 性・年齢別 

男性では 18～29 歳が「９リットル以上」の割合が 11.8%で最も低く、「備蓄していない」

割合が 44.1%で最も高い。女性では 30～39 歳が「９リットル以上」の割合が 8.4％で最も低

く、「備蓄していない」割合が 33.6%で最も高い。男女ともに概ね年齢層が上がるほど備蓄

している割合が高くなる傾向がある。 

 

○ 家族人数別 

「９リットル以上」の割合は、家族人数が２人の場合に 34.2%で最も高く、５人の場合に

14.3%で最も低くなっており、概ね家族人数が多いほど割合が低くなる傾向がある。 

 

○ 住居形態別 

「一戸建て」の方が「集合住宅」より備蓄している割合がやや高い。 

 

③ 経年比較 

図表 36 経年比較 

 
 

「９リットル以上」の割合は令和４年度が 27.8%で、前回より 4.6 ポイント高い。「９リ

ットル以上」「９リットル未満」を合わせた少なくとも備蓄をしている割合は令和４年度が

74.9%で、前回より 3.9ポイント高い。 

 

 

 

  

n= １人あたり９備蓄してい 備蓄してい 無回答

令和4年度 1,875 27.8 47.1 23.4 1.7

平成30年度 1,539 23.2 47.8 27.0 1.9

27.8

23.2

47.1

47.8

23.4

27.0

1.7

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人あたり９リットル以上備蓄している

備蓄しているが、１人あたり９リットル未満である

備蓄していない

無回答
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問 10 問９で「２」、「３」とお答えになった方にうかがいます。 

 １人９リットル以上の備蓄をしていない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 １ １人あたり９リットル以上の備蓄が必要なことを知らなかったため 

 ２ 保管する場所がないため 

 ３ 費用がかかるため 

 ４ 急いで準備する必要はないと思うため 

 ５ 準備するのが面倒なため 

 ６ 災害が起きてからでも、購入できると思うため 

 ７ 行政が準備していると思うため 

 ８ その他（                                  ） 

① 単純集計 

図表 37 全体 

 
 

＜その他の内訳（91件）＞    
賞味期限や在庫などの管理が難しい 30 自治会、集合住宅で備蓄している 4 

後回しになっている、危機意識がない 13 その他 12 

ほかの手段で代用できる 11 ９リットル以上の認識がなかった、金銭的余

裕がない、家族に反対されている、災害時に

は一時的に備蓄している、行政が配るべき 

等 

重い、持ち運びできない 9 

近くに水源がある 7 

ある程度備蓄している 5 

 

１人あたり９リットル以上の備蓄をしていない理由としては、「保管する場所がないため」

56.2％、「１人あたり９リットル以上の備蓄が必要なことを知らなかったため」39.6％、

「急いで準備する必要はないと思うため」17.8%の順に割合が高い。 

 

１人あたり９リットル以上の備蓄
が必要なことを知らなかったため

523 39.6

保管する場所がないため 743 56.2

費用がかかるため 193 14.6

急いで準備する必要はないと思
うため

235 17.8

準備するのが面倒なため 190 14.4

災害が起きてからでも、購入でき
ると思うため

42 3.2

行政が準備していると思うため 93 7.0

その他 91 6.9

無回答 10 0.8

39.6

56.2

14.6

17.8

14.4

3.2

7.0

6.9

0.8

0 50 100 %

n=1322

複数回答
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② 属性別集計 

図表 38 全体、性別、性・年齢別 

 
 

１人あたり９リットル以上の備
蓄が必要なことを知らなかっ
たため

保管する場所がないため 費用がかかるため 急いで準備する必要はないと
思うため

準備するのが面倒なため

n=

全体 1,322 39.561 56.203 14.599 17.776 14.372 3

【性別】

男性 521 40.3 51.2 15.9 21.9 18.4 5

女性 773 38.6 59.4 13.5 15.5 11.8 2

【性年齢別】

男性-18～29歳 60 36.7 58.3 20.0 15.0 38.3 2

男性-30～39歳 54 38.9 59.3 14.8 16.7 16.7 0

男性-40～49歳 72 47.222 59.722 16.667 11.111 19.444 7

男性-50～59歳 86 39.535 65.116 10.465 20.93 12.791 5

男性-60～69歳 92 41.304 36.957 22.826 27.174 19.565 8

男性-70歳以上 154 39.61 42.857 12.987 28.571 12.987 5

女性-18～29歳 67 49.254 62.687 19.403 11.94 22.388 1

女性-30～39歳 98 37.755 70.408 10.204 11.224 13.265 1

女性-40～49歳 132 31.818 71.212 12.879 9.091 15.152 2

女性-50～59歳 160 38.75 66.25 11.875 12.5 10 3

女性-60～69歳 112
36.607 59.821 13.393 19.643 5.357 1

女性-70歳以上 204
40.686 39.706 14.706 23.039 10.294 2

災害が起きてからでも、購入
できると思うため

行政が準備していると思うた
め

その他 無回答

n=

全体 1,322

【性別】

男性 521

女性 773

【性年齢別】

男性-18～29歳 60

男性-30～39歳 54

男性-40～49歳 72

男性-50～59歳 86

男性-60～69歳 92

男性-70歳以上 154

女性-18～29歳 67

女性-30～39歳 98

女性-40～49歳 132

女性-50～59歳 160

女性-60～69歳 112

女性-70歳以上 204

39.6

40.3

38.6

36.7

38.9

47.2

39.5

41.3

39.6

49.3

37.8

31.8

38.8

36.6

40.7

0 50 100
%

56.2

51.2

59.4

58.3

59.3

59.7

65.1

37.0

42.9

62.7

70.4

71.2

66.3

59.8

39.7

0 50 100
%

14.6

15.9

13.5

20.0

14.8

16.7

10.5

22.8

13.0

19.4

10.2

12.9

11.9

13.4

14.7

0 50 100
%

17.8

21.9

15.5

15.0

16.7

11.1

20.9

27.2

28.6

11.9

11.2

9.1

12.5

19.6

23.0

0 50 100
%

14.4

18.4

11.8

38.3

16.7

19.4

12.8

19.6

13.0

22.4

13.3

15.2

10.0

5.4

10.3

0 50 100
%

3.2

5.0

1.8

1.7

0.0

6.9

4.7

7.6

5.2

1.5

1.0

1.5

2.5

0.9

2.5

0 50 100
%

7.0

6.9

7.1

5.0

7.4

2.8

4.7

9.8

8.4

9.0

2.0

4.5

8.8

5.4

10.3

0 50 100
%

6.9

6.3

7.4

5.0

13.0

8.3

5.8

2.2

6.5

4.5

5.1

6.8

5.6

8.9

10.3

0 50 100
%

0.8

0.0

0.8

0.0

1.9

0.0

0.0

1.1

0.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.9

2.5

0 50 100
%
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図表 39 全体、家族人数別 

 
 

図表 40 全体、住居形態別 

 
  

１人あたり９リットル以上の備
蓄が必要なことを知らなかっ
たため

保管する場所がないため 費用がかかるため 急いで準備する必要はないと
思うため

準備するのが面倒なため

n=

全体 1,322 39.561 56.203 14.599
17.776 14.372

1人 193 40.4 40.9 10.9
18.135 21.244

2人 425 40.7 51.1 13.4
20.471 10.824

3人 326 39.0 61.0 14.7
20.245 11.35

4人 258 40.3 66.7 16.7
12.403 17.829

5人 81 34.568 66.667 20.988
8.642 16.049

6人以上 30 30 63.333 13.333
20 20

災害が起きてからでも、購入
できると思うため

行政が準備していると思うた
め

その他 無回答

n=

全体 1,322

1人 193

2人 425

3人 326

4人 258

5人 81

6人以上 30

39.6

40.4

40.7

39.0

40.3

34.6

30.0

0 50 100%

56.2

40.9

51.1

61.0

66.7

66.7

63.3

0 50 100
%

14.6

10.9

13.4

14.7

16.7

21.0

13.3

0 50 100
%

17.8

18.1

20.5

20.2

12.4

8.6

20.0

0 50 100
%

14.4

21.2

10.8

11.4

17.8

16.0

20.0

0 50 100
%

3.2

4.1

2.6

4.3

2.3

2.5

0.0

0 50 100
%

7.0

3.6

7.5

7.7

8.1

6.2

3.3

0 50 100
%

6.9

8.8

7.3

7.4

3.9

6.2

10.0

0 50 100
%

0.8

1.6

1.2

0.3

0.4

0.0

0.0

0 50 100
%

１人あたり９リットル以上の備
蓄が必要なことを知らなかっ
たため

保管する場所がないため 費用がかかるため 急いで準備する必要はないと
思うため

準備するのが面倒なため

n=

全体 1,322
39.561 56.203 14.599

17.776 14.372 3.2

一戸建て 654 41.896 49.541 15.596
19.725 15.902 3.8

集合住宅 661 37.368 62.784 13.616
16.036 12.859 2.4

災害が起きてからでも、購入
できると思うため

行政が準備していると思うた
め

その他 無回答

n=

全体 1,322

一戸建て 654

集合住宅 661

39.6

41.9

37.4

0 50 100
%

56.2

49.5

62.8

0 50 100
%

14.6

15.6

13.6

0 50 100
%

17.8

19.7

16.0

0 50 100
%

14.4

15.9

12.9

0 50 100
%

3.2

3.8

2.4

0 50 100
%

7.0

8.3

5.4

0 50 100
%

6.9

6.4

7.1

0 50 100
%

0.8

0.0

0.9

0 50 100
%
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○ 性別 

「保管する場所がないため」の割合は、女性の方が 8.2 ポイント高い。一方、「１人あた

り９リットル以上の備蓄が必要なことを知らなかったため」の割合は男性の方が 1.7 ポイン

ト、「急いで準備する必要はないと思うため」の割合は男性の方が 6.4 ポイント、「準備す

るのが面倒なため」の割合は男性の方が 6.6ポイント高い。 

 

○ 性・年齢別 

「保管する場所がないため」は、男女ともに 60歳以上の年齢層になると割合が低い。「１

人あたり９リットル以上の備蓄が必要なことを知らなかったため」の割合は、年齢層による

明確な傾向は見られない。「急いで準備する必要はないと思うため」は、男女ともに 50歳以

上の年齢層で割合が高い。「準備するのが面倒なため」は、男女ともに 18～29歳で割合が高

い。 

 

○ 家族人数別 

「保管する場所がないため」の割合は、概ね家族人数が多いほど高くなる傾向がある。 

 

○ 住居形態別 

「保管する場所がないため」の割合は、集合住宅が 62.8%、一戸建てが 49.5％となってお

り、集合住宅の方が 13.3ポイント高い。 
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（２） 災害時給水所について 

問 11 水道局では、地震等の災害時に地域の皆さまが飲料水を入手できる災害時

給水所を整備しています。あなたの身近にある災害時給水所を知っています

か。（○は１つだけ） 

 １ 具体的な場所を知っている           

 ２ 聞いたことはあるが、具体的な場所は知らない 

 ３ 知らない 

① 単純集計 

図表 41 全体 

 
災害時給水所の認知度は、「知らない」56.7％、「聞いたことはあるが、具体的な場所は

知らない」22.3％、「具体的な場所を知っている」19.2％の順で高い。 
  

具体的な場所を知っている 360 19.2

聞いたことはあるが、具体的な
場所は知らない

418 22.3

知らない 1063 56.7

無回答 34 1.8

19.2

22.3

56.7

1.8

0 50 100 %

n=1875

単数回答
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② 属性別集計 

図表 42 全体、性・年齢別 

 
○ 性・年齢別 

「具体的な場所を知っている」割合は、男女ともに 39 歳以下の年齢層で低く、男性は 18

～29歳が 8.8%、女性は 30～39歳が 6.5%で最も低い。 

  

n=
具体的な
場所を知っ

聞いたこと
はあるが、

知らない 無回答

全体 1,875 19.2 22.293 56.693 1.813

【性年齢別】

男性-18～29歳 68 8.8 27.9 61.8 1.5

男性-30～39歳 67 11.9 11.9 76.1 0.0

男性-40～49歳 98 21.4 25.5 52.0 1.0

男性-50～59歳 130 19.2 16.2 63.8 0.8

男性-60～69歳 131 21.4 9.9 67.9 0.8

男性-70歳以上 244 27.0 20.5 50.0 2.5

女性-18～29歳 85 9.4 10.6 80.0 0.0

女性-30～39歳 107 6.5 19.6 73.8 0.0

女性-40～49歳 165 20.6 29.7 49.7 0.0

女性-50～59歳 218 19.7 26.1 53.2 0.9

女性-60～69歳 181 22.1 24.9 51.9 1.1

女性-70歳以上 330 20.3 26.4 48.5 4.8

19.2

8.8

11.9

21.4

19.2

21.4

27.0

9.4

6.5

20.6

19.7

22.1

20.3

22.3

27.9

11.9

25.5

16.2

9.9

20.5

10.6

19.6

29.7

26.1

24.9

26.4

56.7

61.8

76.1

52.0

63.8

67.9

50.0

80.0

73.8

49.7

53.2

51.9

48.5

1.8

1.5

1.0

0.8

0.8

2.5

0.9

1.1

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

具体的な場所を知っている

聞いたことはあるが、具体的な場所は知らない

知らない

無回答
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図表 43 全体、居住区別 

 
○ 居住区別 

「具体的な場所を知っている」割合は、瀬谷区が 34.5％で最も高い。「知らない」割合は、

栄区が 65.2％で最も高い。 

n=

全体 1,875 19.2 22.3 56.7 1.8

青葉区 149 16.8 20.1 61.1 2.0

旭区 157 22.9 24.8 51.6 0.6

磯子区 79 15.2 24.1 58.2 2.5

泉区 88 27.3 19.3 53.4 0.0

神奈川区 110 12.7 28.2 59.1 0.0

金沢区 107 17.8 20.6 59.8 1.9

港南区 98 20.4 27.6 48.0 4.1

港北区 161 14.9 19.9 64.6 0.6

栄区 69 13.0 21.7 65.2 0.0

瀬谷区 55 34.5 16.4 43.6 5.5

都筑区 111 20.7 20.7 55.0 3.6

鶴見区 134 16.4 21.6 60.4 1.5

戸塚区 141 25.5 26.2 44.7 3.5

中区 54 18.5 16.7 63.0 1.9

西区 49 20.4 18.4 61.2 0.0

保土ケ谷区 104 16.3 25.0 56.7 1.9

緑区 103 24.3 21.4 53.4 1.0

南区 98 15.3 21.4 61.2 2.0

無回答 8 0.0 12.5 75.0 12.5

19.2

16.8

22.9

15.2

27.3

12.7

17.8

20.4

14.9

13.0

34.5

20.7

16.4

25.5

18.5

20.4

16.3

24.3

15.3

22.3

20.1

24.8

24.1

19.3

28.2

20.6

27.6

19.9

21.7

16.4

20.7

21.6

26.2

16.7

18.4

25.0

21.4

21.4

12.5

56.7

61.1

51.6

58.2

53.4

59.1

59.8

48.0

64.6

65.2

43.6

55.0

60.4

44.7

63.0

61.2

56.7

53.4

61.2

75.0

1.8

2.0

0.6

2.5

1.9

4.1

0.6

5.5

3.6

1.5

3.5

1.9

1.9

1.0

2.0

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

具体的な場所を知っている

聞いたことはあるが、具体的な場所は知らない

知らない

無回答
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③ 経年比較 

図表 44 経年比較 

 
 

「具体的な場所を知っている」割合は平成 26年度以降増加傾向になっており、「知らない」

割合は平成 23年度以降減少傾向になっている。 
 

 

 

 

  

n= 具体的な場聞いたことが知らない 無回答

令和4年度 1,875 19.2 22.3 56.7 1.8

平成30年度 1,539 16.9 22.1 60.0 1.0

平成26年度 1,619 14.2 18.2 65.3 2.2

平成23年度 1,655 14.6 16.7 66.6 2.1

19.2

16.9

14.2

14.6

22.3

22.1

18.2

16.7

56.7

60.0

65.3

66.6

1.8

1.0

2.2

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

具体的な場所を知っている 聞いたことがあるが、知らない

知らない 無回答
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問 12 問 11 で「１」、「２」とお答えになった方にうかがいます。何により災害時給

水所について知ったり聞いたりしましたか。（○はいくつでも） 

 １ 自治会・町内会の回覧板 

 ２ 現地（小・中学校など）の表示 

 ３ 防災訓練 

４ 防災マップ（各区版） 

５ 災害時給水マップ（各区版） 

６ 広報紙・パンフレット 

７ イベント 

８ ウェブサイト 

９ アプリ 

10 その他 

 

① 単純集計 

図表 45 全体 

 
＜その他の内訳（32件）＞    
テレビ、ニュース 6 その他 11 

教えてもらった（家族、知人、学校等） 6 町内会防災マップ、防災タウンページ、検針

票の裏面、水道モニターのアンケート、給水

車を見た 等 

なんとなく 4 

仕事上で知った 3 

現地の表示 2 

 

災害時給水所を認知した手段は、「自治会・町内会の回覧版」39.5%、「防災マップ（各

区版）」32.9%、「防災訓練」25.7%の順で割合が高い。 

 

自治会・町内会の回覧板 307 39.5

現地（小・中学校など）の表示 160 20.6

防災訓練 200 25.7

防災マップ（各区版） 256 32.9

災害時給水マップ（各区版） 120 15.4

広報紙・パンフレット 133 17.1

イベント 14 1.8

ウェブサイト 27 3.5

アプリ 4 0.5

その他 32 4.1

無回答 14 1.8

39.5

20.6

25.7

32.9

15.4

17.1

1.8

3.5

0.5

4.1

1.8

0 50 100 %

n=778

複数回答
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② 属性別集計 

図表 46 全体、年齢別 

 
 

○ 年齢別 

各年齢層で最も認知された手段は、49 歳以下の層では「防災マップ（各区版）」となって

おり、18～29 歳は「現地（小・中学校など）の表示」も同じ割合で最も認知された手段とな

っている。50歳以上の層では、「自治会・町内会の回覧版」となっている。 

「自治会・町内会の回覧」「防災訓練」「災害時給水マップ（各区版）」の割合は、概ね

年齢層が上がるほど高くなる傾向がある。一方、「現地（小・中学校など）の表示」の割合

は、概ね年齢層が下がるほど高くなる傾向がある。 

また、30～39 歳は他の年齢層に比べて、「広報紙・パンフレット」24.4%、「ウェブサイ

ト」15.6%、「イベント」6.7%の割合が高い。 

 

  

自治会・町内会の回覧板 現地（小・中学校など）の表
示

防災訓練 防災マップ（各区版） 災害時給水マップ（各区版）

n=

全体 778 39.5 20.6 25.7

18～29歳 42 26.2 35.7 14.3

30～39歳 45 13.3 28.9 8.9

40～49歳 129 26.4 20.2 16.3

50～59歳 151 37.7 21.9 25.2

60～69歳 127 38.6 19.7 33.1

70歳以上 277 53.8 17.0 31.8

広報紙・パンフレット イベント ウェブサイト アプリ その他

n=

全体 778 32.9 15.424 17.095

18～29歳 42 35.7 9.524 9.524

30～39歳 45 31.1 13.333 24.444

40～49歳 129 42.6 10.078 13.953

50～59歳 151 36.4 17.219 15.232

60～69歳 127 29.9 17.323 18.11

70歳以上 277 28.2 17.329 19.134

無回答

n=

全体 778 1.799 3.47 0.514

18～29歳 42 2.381 4.762 0

30～39歳 45 6.667 15.556 2.222

40～49歳 129 2.326 4.651 0

50～59歳 151 1.325 3.974 0.662

60～69歳 127 0 2.362 0.787

70歳以上 277 1.805 1.083 0.361

39.5

26.2

13.3

26.4

37.7

38.6

53.8

0 50 100
%

20.6

35.7

28.9

20.2

21.9

19.7

17.0

0 50 100
%

25.7

14.3

8.9

16.3

25.2

33.1

31.8

0 50 100
%

32.9

35.7

31.1

42.6

36.4

29.9

28.2

0 50 100
%

15.4

9.5

13.3

10.1

17.2

17.3

17.3

0 50 100
%

17.1

9.5

24.4

14.0

15.2

18.1

19.1

0 50 100
%

1.8

2.4

6.7

2.3

1.3

0.0

1.8

0 50 100
%

3.5

4.8

15.6

4.7

4.0

2.4

1.1

0 50 100
%

0.5

0.0

2.2

0.0

0.7

0.8

0.4

0 50 100
%

4.1

4.8

6.7

3.9

3.3

3.9

3.6

0 50 100
%

1.8

0.0

2.2

0.0

2.0

3.2

2.2

0 50 100
%
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問 13 災害時給水所には、水を入れる容器はありません。また、水は重く、持ち帰

るのはとても大変です。そのため、水道局では、ポリ容器などの水を入れる容

器と、リュックや台車などの水を運ぶ道具の用意を呼び掛けています。 

 あなたは水を入れる容器と水を運ぶ道具を用意していますか。（○は１つだ

け） 

 １ 水を入れる容器と水を運ぶ道具を両方用意している。 

 ２ 水を入れる容器のみ用意している。 

 ３ 水を運ぶ道具のみ用意している。 

 ４ どちらも用意していない。 

① 単純集計 

図表 47 全体 

 
水を入れる容器と運ぶ道具は、「どちらも用意していない」42.6%、「水を入れる容器の

み用意している」27.3%、「水を入れる容器と水を運ぶ道具を両方用意している」19.6%、

「水を運ぶ道具のみ用意している」9.5%の順に割合が高い。 
  

水を入れる容器と水を運ぶ道具を両
方用意している。

367 19.6

水を入れる容器のみ用意している。 512 27.3

水を運ぶ道具のみ用意している。 178 9.5

どちらも用意していない。 799 42.6

無回答 19 1.0

19.6

27.3

9.5

42.6

1.0

0 50 100 %

n=1875

単数回答
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② 属性別集計 

図表 48 全体、性別、性・年齢別、家族人数別、住居形態別 

  

n= 水を入れる 水を入れる 水を運ぶ どちらも用 無回答

全体 1,875 19.6 27.3 9.5 42.6 1.013

【性別】

男性 741 19.4 22.5 10.9 46.2 0.945

女性 1,088 19.5 30.7 8.7 40.2 0.919

【性年齢別】

男性-18～29歳 68 16.2 14.7 10.3 57.4 1.471

男性-30～39歳 67 23.9 13.4 3.0 59.7 0

男性-40～49歳 98 19.4 24.5 13.3 41.8 1.02

男性-50～59歳 130 16.9 26.9 16.2 40.0 0

男性-60～69歳 131 17.6 22.9 9.9 48.9 0.763

男性-70歳以上 244 21.7 24.2 9.8 42.6 1.639

女性-18～29歳 85 14.1 28.2 8.2 49.4 0

女性-30～39歳 107 5.6 29.9 11.2 53.3 0

女性-40～49歳 165 21.2 23.6 12.1 43.0 0

女性-50～59歳 218 22.5 32.6 7.3 37.2 0.459

女性-60～69歳 181 23.2 34.8 8.8 32.6 0.552

女性-70歳以上 330 20.0 31.8 7.3 38.5 2.424

【家族人数別】

1人 292 11.0 26.4 9.2 51.4 2.055

2人 666 21.3 28.7 8.6 40.1 1.351

3人 450 19.1 27.3 11.6 41.6 0.444

4人 316 21.5 28.8 7.9 41.8 0

5人 98 23.5 20.4 12.2 42.9 1.02

6人以上 39 28.2 17.9 10.3 43.6 0

【住居形態別】

一戸建て 945 21.8 29.0 9.2 38.9 1.058

集合住宅（マンション、アパー
ト、テラスハウスなど）

917 17.1 25.6 9.9 46.6 0.763

19.6

19.4

19.5

16.2

23.9

19.4

16.9

17.6

21.7

14.1

5.6

21.2

22.5

23.2

20.0

11.0

21.3

19.1

21.5

23.5

28.2

21.8

17.1

27.3

22.5

30.7

14.7

13.4

24.5

26.9

22.9

24.2

28.2

29.9

23.6

32.6

34.8

31.8

26.4

28.7

27.3

28.8

20.4

17.9

29.0

25.6

9.5

10.9

8.7

10.3

3.0

13.3

16.2

9.9

9.8

8.2

11.2

12.1

7.3

8.8

7.3

9.2

8.6

11.6

7.9

12.2

10.3

9.2

9.9

42.6

46.2

40.2

57.4

59.7

41.8

40.0

48.9

42.6

49.4

53.3

43.0

37.2

32.6

38.5

51.4

40.1

41.6

41.8

42.9

43.6

38.9

46.6

1.0

0.9

0.9

1.5

1.0

0.8

1.6

0.5

0.6

2.4

2.1

1.4

0.4

1.0

1.1

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

水を入れる容器と水を運ぶ道具を両方用意している。

水を入れる容器のみ用意している。

水を運ぶ道具のみ用意している。

どちらも用意していない。

無回答
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○ 性別 

「両方用意している」割合は男女でほとんど変わらない。一方、「どちらも用意していな

い」割合は、男性が 46.2%、女性が 40.2%となっており、男性の方が 6.0ポイント高い。 

 

○ 性・年齢別 

「両方用意している」割合は、男性 30～39歳が 23.9％で最も高く、女性 30～39歳が5.6％

で最も低い。 

一方、「どちらも用意していない」割合は、男女ともに 39歳以下の年齢層で高い。 

 

○ 家族人数別 

「両方用意している」割合は、家族人数が６人以上の場合で 28.2％と最も高く、概ね家族

人数が多いほど割合が高くなる傾向がある。 

一方、「どちらも用意していない」割合は、概ね家族人数の違いによる明確な傾向が見ら

れないが、例外的に家族人数が１人の場合に 51.4%と割合が高くなっている。 

 

○ 住居形態別 

「両方用意している」割合は、一戸建てが集合住宅より 4.7 ポイント高く、「どちらも用

意していない」割合は 7.7ポイント低い。  
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（３） 防災訓練について 

問 14 水道局では、地域の皆さまと地域防災拠点などで、災害用地下給水タンク

や緊急給水栓などから、災害時に飲料水を給水することを想定した訓練を行

っています。 

 あなたは訓練に参加したことがありますか。（○は１つだけ） 

 １ ある 

 ２ ない 

① 単純集計 

図表 49 全体 

 
「参加したことがある」割合が 9.7%、「参加したことがない」割合が 89.5%となっている。 

 

② 属性別集計 

図表 50 全体、性別、性・年齢別 

 

ある 181 9.7

ない 1678 89.5

無回答 16 0.9

9.7

89.5

0.9

0 50 100%

n=1875

単数回答

n= ある ない 無回答

全体 1,875 9.7 89.5 0.9

【性別】

男性 741 10.7 88.5 0.8

女性 1,088 9.4 89.9 0.7

【性年齢別】

男性-18～29歳 68 1.5 97.1 1.5

男性-30～39歳 67 7.5 92.5

男性-40～49歳 98 6.1 92.9 1.0

男性-50～59歳 130 10.8 88.5 0.8

男性-60～69歳 131 13.0 87.0

男性-70歳以上 244 14.8 84.0 1.2

女性-18～29歳 85 7.1 92.9

女性-30～39歳 107 100.0

女性-40～49歳 165 6.7 92.7 0.6

女性-50～59歳 218 10.1 89.5 0.5

女性-60～69歳 181 11.6 87.8 0.6

女性-70歳以上 330 12.4 86.1 1.5

9.7

10.7

9.4

1.5

7.5

6.1

10.8

13.0

14.8

7.1

6.7

10.1

11.6

12.4

89.5

88.5

89.9

97.1

92.5

92.9

88.5

87.0

84.0

92.9

100.0

92.7

89.5

87.8

86.1

0.9

0.8

0.7

1.5

1.0

0.8

1.2

0.6

0.5

0.6

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答
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○ 性別 

性別による明確な差は見られない。 

 

○ 性・年齢別 

   「参加したことがある」割合は、男性では 70歳以上が 14.8%、女性では 70歳以上が 12.4%

と最も高く、概ね年齢層が上がるほど割合が高くなる傾向がある。例外的に女性 30～39 歳

が 0.0%で低くなっている。 

 

図表 51 全体、居住区別 

 
 

○ 居住区別 

瀬谷区が 18.2％で最も高く、西区が 6.1％で最も低い。  

n=

全体 1,875 9.7 89.5 0.9

青葉区 149 7.4 91.3 1.3

旭区 157 12.7 86.6 0.6

磯子区 79 6.3 91.1 2.5

泉区 88 9.1 90.9 0.0

神奈川区 110 6.4 93.6 0.0

金沢区 107 6.5 93.5 0.0

港南区 98 12.2 85.7 2.0

港北区 161 8.7 90.7 0.6

栄区 69 7.2 92.8 0.0

瀬谷区 55 18.2 80.0 1.8

都筑区 111 8.1 91.9 0.0

鶴見区 134 9.0 91.0 0.0

戸塚区 141 14.2 84.4 1.4

中区 54 7.4 90.7 1.9

西区 49 6.1 93.9 0.0

保土ケ谷区 104 11.5 87.5 1.0

緑区 103 13.6 85.4 1.0

南区 98 8.2 91.8 0.0

無回答 8 0.0 75.0 25.0

9.7

7.4

12.7

6.3

9.1

6.4

6.5

12.2

8.7

7.2

18.2

8.1

9.0

14.2

7.4

6.1

11.5

13.6

8.2

0.0

89.5

91.3

86.6

91.1

90.9

93.6

93.5

85.7

90.7

92.8

80.0

91.9

91.0

84.4

90.7

93.9

87.5

85.4

91.8

75.0

0.9

1.3

0.6

2.5

2.0

0.6

1.8

1.4

1.9

1.0

1.0

25.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答
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（４） 設問間クロス集計 

図表 52 飲料水の備蓄（問 9）×備蓄をしていない理由（問 10） 

 
 

「備蓄をしているが９リットル未満」の人は「備蓄していない」人に比べ、「９リットル

以上の備蓄が必要なことを知らなかった」「保管する場所がない」の割合が高い。 

一方、「備蓄していない」人は「備蓄をしているが９リットル未満」の人に比べ、「急い

で準備する必要はない」「準備するのが面倒」の割合が高い。 
 

図表 53 飲料水の備蓄（問 9）×災害時給水所の認知度（問 11） 

 
 

「備蓄している」「備蓄しているが９リットル未満」の人は、「備蓄していない」人に比

べ、「具体的な場所を知っている」割合が高く、「知らない」割合が低い。 

 

 

合計 １人あたり９リットル以上の備
蓄が必要なことを知らなかっ
たため

保管する場所がないため 費用がかかるため 急いで準備する必要はないと
思うため

n=

全体 1,322
39.6 56.2 14.6 17.8

備蓄しているが、１人あたり９リット
ル未満である

884
41.9 61.0 13.7 14.1

備蓄していない 438
34.9 46.6 16.4 25.1

準備するのが面倒なため 災害が起きてからでも、購入
できると思うため

行政が準備していると思うた
め

その他

n=

全体 1,322
14.4 3.2 7.0 6.9

備蓄しているが、１人あたり９リット
ル未満である

884
7.2 2.3 6.6 6.7

備蓄していない 438
28.8 5.0 8.0 7.3

39.6

41.9

34.9

0 50 100

％
56.2

61.0

46.6

0 50 100

％
14.6

13.7

16.4

0 50 100

％
17.8

14.1

25.1

0 50 100

％

14.4

7.2

28.8

0 50 100
％

3.2

2.3

5.0

0 50 100
％

7.0

6.6

8.0

0 50 100
％

6.9

6.7

7.3

0 50 100
％

n=

全体 1,875

１人あたり９リットル以上備蓄して
いる

522

備蓄しているが、１人あたり９リッ
トル未満である

884

備蓄していない 438

無回答 31

19.2

25.1

21.2

8.9

9.7

22.3

21.3

25.7

17.4

12.9

56.7

51.0

52.5

71.9

58.1

1.8

2.7

0.7

1.8

19.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

具体的な場所を知っている

聞いたことはあるが、具体的な場所は知らない

知らない

無回答
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図表 54 飲料水の備蓄（問 9）×水を入れる容器と運ぶ道具（問 13） 

 
 

飲料水の備蓄量が多い人ほど、水を入れる容器と運ぶ道具を用意している傾向がある。 
 

図表 55 飲料水の備蓄（問 9）×訓練への参加（問 14） 

 
 

飲料水の備蓄量が多い人ほど、訓練に参加している傾向がある。 

 

図表 56 災害時給水所の認知度（問 11）×飲料水の備蓄（問 9） 

 
 

災害時給水所の認知度が高い人ほど、飲料水の備蓄量が多い傾向がある。 

n=

全体 1,875

１人あたり９リットル以上備蓄して
いる

522

備蓄しているが、１人あたり９リッ
トル未満である

884

備蓄していない 438

無回答 31

19.6

29.5

19.9

7.5

12.9

27.3

33.7

30.7

13.2

22.6

9.5

8.8

10.1

8.9

12.9

42.6

26.8

38.6

69.4

45.2

0% 20% 40% 60% 80%

水を入れる容器と水を運ぶ道具を両方用意している。

水を入れる容器のみ用意している。

水を運ぶ道具のみ用意している。

どちらも用意していない。

無回答

n=

全体 1,875

１人あたり９リットル以上備蓄して
いる

522

備蓄しているが、１人あたり９リッ
トル未満である

884

備蓄していない 438

無回答 31

9.7

12.6

9.1

6.4

22.6

89.5

86.2

90.5

92.5

74.2

0.9

1.1

0.5

1.1

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

n=

全体 1,875

具体的な場所を知っている 360

聞いたことはあるが、具体的な場
所は知らない

418

知らない 1,063

無回答 34

27.8

36.4

26.6

25.0

41.2

47.1

51.9

54.3

43.7

17.6

23.4

10.8

18.2

29.6

23.5

1.7

0.8

1.0

1.7

17.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人あたり９リットル以上備蓄している

備蓄しているが、１人あたり９リットル未満である

備蓄していない

無回答
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図表 57 災害時給水所の認知度（問 11）×水を入れる容器と運ぶ道具（問 13） 

 
 

災害時給水所の認知度が高い人ほど、水を入れる容器と運ぶ道具を用意している傾向があ

る。 

 

図表 58 災害時給水所の認知度（問 11）×訓練への参加（問 14） 

 
 

災害時給水所の認知度が高い人ほど、訓練に参加している傾向がある。 

 

図表 59 水を入れる容器と運ぶ道具（問 13）×飲料水の備蓄（問 9） 

 

 
 

水を入れる容器と運ぶ道具を用意している人ほど、飲料水の備蓄量が多い傾向がある。 

 

n=

全体 1,875

具体的な場所を知っている 360

聞いたことはあるが、具体的な場
所は知らない

418

知らない 1,063

無回答 34

19.6

30.3

19.9

15.8

20.6

27.3

37.8

34.7

21.2

17.6

9.5

9.7

9.3

9.6

5.9

42.6

21.9

35.2

53.2

23.5

1.0

0.3

1.0

0.3

32.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

水を入れる容器と水を運ぶ道具を両方用意している。

水を入れる容器のみ用意している。

水を運ぶ道具のみ用意している。

どちらも用意していない。

無回答

n=

全体 1,875

具体的な場所を知っている 360

聞いたことはあるが、具体的な場
所は知らない

418

知らない 1,063

無回答 34

9.7

29.7

7.7

3.3

20.6

89.5

70.0

91.9

96.6

44.1

0.9

0.3

0.5

0.1

35.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

n=

全体 1,875

水を入れる容器と水を運ぶ道具
を両方用意している。

367

水を入れる容器のみ用意してい
る。

512

水を運ぶ道具のみ用意している。 178

どちらも用意していない。 799

無回答 19

27.8

42.0

34.4

25.8

17.5

31.6

47.1

48.0

52.9

50.0

42.7

36.8

23.4

9.0

11.3

21.9

38.0

21.1

1.7

1.1

1.4

2.2

1.8

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人あたり９リットル以上備蓄している

備蓄しているが、１人あたり９リットル未満である

備蓄していない

無回答



 

 

- 56 - 

図表 60 水を入れる容器と運ぶ道具（問 13）×災害時給水所の認知度（問 11） 

 
 

  水を入れる容器と運ぶ道具を用意している人ほど、災害時給水所の具体的な場所の認知度が高い

傾向がある。 

 

図表 61 水を入れる容器と運ぶ道具（問 13）×訓練への参加（問 14） 

 
水を入れる容器と運ぶ道具を用意している人ほど、訓練に参加している傾向がみられる。 

 

図表 62 訓練への参加（問 14）×飲料水の備蓄（問 9） 

 

 
訓練に参加したことがある人の方が飲料水の備蓄量が多い。 

n=

全体 1,875

水を入れる容器と水を運ぶ道具
を両方用意している。

367

水を入れる容器のみ用意してい
る。

512

水を運ぶ道具のみ用意している。 178

どちらも用意していない。 799

無回答 19

19.2

29.7

26.6

19.7

9.9

5.3

22.3

22.6

28.3

21.9

18.4

21.1

56.7

45.8

43.9

57.3

70.7

15.8

1.8

1.9

1.2

1.1

1.0

57.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

具体的な場所を知っている

聞いたことはあるが、具体的な場所は知らない

知らない

無回答

n=

全体 1,875

水を入れる容器と水を運ぶ道具
を両方用意している。

367

水を入れる容器のみ用意してい
る。

512

水を運ぶ道具のみ用意している。 178

どちらも用意していない。 799

無回答 19

9.7

15.0

11.3

13.5

5.5

0.0

89.5

84.7

88.1

86.5

94.5

36.8

0.9

0.3

0.6

63.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

n=

全体 1,875

ある 181

ない 1,678

無回答 16

27.8

36.5

26.8

37.5

47.1

44.2

47.7

25.0

23.4

15.5

24.1

31.3

1.7

3.9

1.4

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人あたり９リットル以上備蓄している

備蓄しているが、１人あたり９リットル未満である

備蓄していない

無回答
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図表 63 訓練への参加（問 14）×災害給水所の認知度（問 11）  

 
 

訓練に参加したことがある人の方が災害時給水所の具体的な場所を知っている割合が高い。 
 

図表 64 訓練への参加（問 14）×水を入れる容器と運ぶ道具（問 13）  

 
 

訓練に参加したことがある人の方が水を入れる容器と運ぶ道具を用意している割合が高い。 

  

n=

全体 1,875

ある 181

ない 1,678

無回答 16

19.2

59.1

15.0

6.3

22.3

17.7

22.9

12.5

56.7

19.3

61.2

6.3

1.8

3.9

0.9

75.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

具体的な場所を知っている

聞いたことはあるが、具体的な場所は知らない

知らない

無回答

n=

全体 1,875

ある 181

ない 1,678

無回答 16

19.6

30.4

18.5

6.3

27.3

32.0

26.9

18.8

9.5

13.3

9.2

42.6

24.3

45.0

1.0

0.4

75.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

水を入れる容器と水を運ぶ道具を両方用意している。

水を入れる容器のみ用意している。

水を運ぶ道具のみ用意している。

どちらも用意していない。

無回答
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３． 水道料金について 

（１） 検針票の電子化について 

問 15 水道メーターの検針時、紙の「水道・下水道使用量等のお知らせ」（検針票）

を現地にお届けしています。将来的な検針票のお届け方法についてあなたは

どのようにお考えですか。 （○は１つだけ） 

 １ 今までどおり、紙の検針票が良い 

 ２ 電子化（メールなどによるお知らせ）にしてほしい 

 ３ どちらがいいかわからない 

① 単純集計 

図表 65 全体 

 
将来的な検針票のお届け方法は、「今までどおり、紙の検針票が良い」59.6％が「電子化

にしてほしい」21.0％より 38.6 ポイント高い。 

  

今までどおり、紙の検針票が良い 1117 59.6

電子化（メールなどによるお知らせ）
にしてほしい

394 21.0

どちらがいいかわからない 344 18.3

無回答 20 1.1

59.6

21.0

18.3

1.1

0 50 100 %

n=1875

単数回答
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② 属性別集計 

図表 66 全体、性別、年齢別、性・年齢別、住居形態別 

 
○ 性別 

「今までどおり、紙の検針票が良い」割合は、男性が 55.5％、女性が 62.0％となっており、

女性の方が 6.5ポイント高い。 

一方、「電子化にしてほしい」割合は、男性が 24.8％、女性が 18.8％となっており、男性

の方が 6.0ポイント高い。 

 

○ 年齢別 

「今までどおり、紙の検針票が良い」割合は、概ね年齢層が上がるほど高くなる傾向があ

る。一方、「電子化にしてほしい」割合は、概ね年齢層が下がるほど高くなる傾向がある。 

 

n= 今までどお
り 紙の検

電子化
（メ な

どちらがい
いかわか

無回答

全体 1,875 59.6 21.0 18.3 1.1

【性別】

男性 741 55.5 24.8 18.6 1.1

女性 1,088 62.0 18.8 18.2 1.0

【年齢別】

18～29歳 154 33.1 36.4 29.9 0.6

30～39歳 175 36.0 44.6 18.9 0.6

40～49歳 264 45.8 35.2 18.6 0.4

50～59歳 356 52.2 22.2 25.0 0.6

60～69歳 319 63.6 14.1 21.0 1.3

70歳以上 589 82.0 7.0 9.3 1.7

【性年齢別】

男性-18～29歳 68 32.4 36.8 29.4 1.5

男性-30～39歳 67 38.8 49.3 11.9 0.0

男性-40～49歳 98 40.8 42.9 15.3 1.0

男性-50～59歳 130 47.7 27.7 24.6 0.0

男性-60～69歳 131 58.0 15.3 26.0 0.8

男性-70歳以上 244 75.0 11.1 11.9 2.0

女性-18～29歳 85 34.1 36.5 29.4 0.0

女性-30～39歳 107 34.6 41.1 23.4 0.9

女性-40～49歳 165 49.1 30.9 20.0 0.0

女性-50～59歳 218 54.6 18.8 25.7 0.9

女性-60～69歳 181 68.0 12.7 17.7 1.7

女性-70歳以上 330 86.4 4.2 7.9 1.5

【住居形態別】

一戸建て 945 63.1 17.9 18.1 1.0

集合住宅 917 55.8 24.4 18.6 1.1

59.6

55.5

62.0

33.1

36.0

45.8

52.2

63.6

82.0

32.4

38.8

40.8

47.7

58.0

75.0

34.1

34.6

49.1

54.6

68.0

86.4

63.1

55.8

21.0

24.8

18.8

36.4

44.6

35.2

22.2

14.1

7.0

36.8

49.3

42.9

27.7

15.3

11.1

36.5

41.1

30.9

18.8

12.7

4.2

17.9

24.4

18.3

18.6

18.2

29.9

18.9

18.6

25.0

21.0

9.3

29.4

11.9

15.3

24.6

26.0

11.9

29.4

23.4

20.0

25.7

17.7

7.9

18.1

18.6

1.1

1.1

1.0

0.6

0.6

0.4

0.6

1.3

1.7

1.5

1.0

0.8

2.0

0.9

0.9

1.7

1.5

1.0

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今までどおり、紙の検針票が良い 電子化（メールなどによるお知らせ）にしてほしい どちらがいいかわからない 無回答
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○ 性・年齢別 

「今までどおり、紙の検針票が良い」割合は、男女ともに年齢層が上がるほど高くなる傾

向がある。 

また、「電子化にしてほしい」割合は、男女ともに概ね年齢層が下がるほど高くなる傾向

にあるが、男女ともに 30～39歳が最も高く、男性が 49.3％、女性が 41.1％となっている。 

 

○ 住居形態別 

「今までどおり、紙の検針票が良い」割合は、一戸建てが 63.1％となっており、一戸建て

の方が 7.3ポイント高い。 

また、「電子化にしてほしい」割合は、集合住宅が 24.4％となっており、集合住宅の方が

6.5 ポイント高い。 

 

図表 67 全体、居住区別 

 
○ 居住区別 

「今までどおり、紙の検針票が良い」割合は、港南区が 70.4％で最も高く、次いで南区が

69.9%となっている。一方、「電子化にしてほしい」割合は、青葉区が 30.2％と最も高く、

次いで都筑区が 28.8%となっている。  

n=

全体 1,875 59.6 21.0 18.3 1.1

青葉区 149 46.3 30.2 22.1 1.3

旭区 157 65.6 14.7 17.8 1.9

磯子区 79 65.8 22.8 8.9 2.5

泉区 88 63.6 12.5 23.9 0.0

神奈川区 110 57.3 22.7 19.1 0.9

金沢区 107 67.3 14.0 18.7 0.0

港南区 98 70.4 13.3 15.3 1.0

港北区 161 46.0 28.6 24.8 0.6

栄区 69 58.0 26.1 14.5 1.4

瀬谷区 55 56.4 20.0 21.8 1.8

都筑区 111 56.8 28.8 13.5 0.9

鶴見区 134 60.4 23.1 15.7 0.7

戸塚区 141 56.0 19.1 24.1 0.7

中区 54 63.0 20.4 14.8 1.9

西区 49 57.1 26.5 16.3 0.0

保土ケ谷区 104 60.6 22.1 17.3 0.0

緑区 103 65.0 15.5 17.5 1.9

南区 98 69.4 16.3 13.3 1.0

無回答 8 62.5 0.0 25.0 12.5

59.6

46.3

65.6

65.8

63.6

57.3

67.3

70.4

46.0

58.0

56.4

56.8

60.4

56.0

63.0

57.1

60.6

65.0

69.4

62.5

21.0

30.2

14.7

22.8

12.5

22.7

14.0

13.3

28.6

26.1

20.0

28.8

23.1

19.1

20.4

26.5

22.1

15.5

16.3

18.3

22.1

17.8

8.9

23.9

19.1

18.7

15.3

24.8

14.5

21.8

13.5

15.7

24.1

14.8

16.3

17.3

17.5

13.3

25.0

1.1

1.3

1.9

2.5

0.9

1.0

0.6

1.4

1.8

0.9

0.7

0.7

1.9

1.9

1.0

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今までどおり、紙の検針票が良い

電子化（メールなどによるお知らせ）にしてほしい

どちらがいいかわからない

無回答
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問 16 以下の質問は、問 15 で「１」とお答えになった方にうかがいます。紙の検針

票が良い理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 １ パソコンやスマートフォンを持っていないから 

 ２ パソコンやスマートフォンの操作が不得意だから 

 ３ 紙の検針票の方が信頼できるから  

 ４ 業務や手続などで紙の検針票が必要だから 

 ５ その他（                               ） 

① 単純集計 

図表 68 全体 

 
 

＜その他の内訳（215件）＞    
電子化すると確認が面倒だから 38 慣れているから 2 

見やすいから 34 検針員の雇用を守るため 2 

電子化すると見落とすから 19 高齢者への配慮 2 

比較しやすいから 17 電磁波の被害受けるから 2 

すぐ見られるから 16 その他 22 

紙なら必ず見るから 16 引き落とされるまで金額が分からないため、

検針員により漏水が判明しないため、スマー

トフォンに頼りたくないから、眼の保護のた

め、水道料金は重視していないため紙で良

い、通信障害等の際に確認できないから、電

子化すると他人に見られる心配があるから 

等 

見るきっかけになるから 13 

家族で共有できるから 11 

管理しやすいから 11 

登録作業等が面倒だから 5 

個人情報の流出が不安だから 3 

メールの受信数を増やしたくないから 2 

 

 

紙の検針票が良い理由は、「紙の検針票の方が信頼できるから」47.4％、「パソコンやス

マートフォンの操作が不得意だから」39.7％、「パソコンやスマートフォンを所有していな

い」14.3％、「業務や手続きなどで紙の検針票が必要だから」7.5％の順に割合が高い。 

 

  

パソコンやスマートフォンを持っていな
いから

160 14.3

パソコンやスマートフォンの操作が不
得意だから

443 39.7

紙の検針票の方が信頼できるから 529 47.4

業務や手続などで紙の検針票が必要
だから

84 7.5

その他 215 19.2

無回答 12 1.1

14.3

39.7

47.4

7.5

19.2

1.1

0 50 100 %

n=1117

複数回答
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② 属性別集計 

図表 69 全体、性別、性・年齢別 

 
○ 性別 

「紙の検針票の方が信頼できるから」が、男女ともに最も高く、男性が 51.1％、女性が

45.5％となっている。 

また、「パソコンやスマートフォンの操作が不得意だから」は、男性が 34.3％、女性が

42.8％となっており、女性の方が 8.5 ポイント高く、男女のポイント差が最大となっている。 

 

○ 性・年齢別 

「紙の検針票の方が信頼できるから」は、男性は 70 歳以上を除く全ての年齢層で 50％以

上となっており、女性は 18～29 歳を除く全ての年齢層で 50％を下回っている。 

また、「パソコンやスマートフォンを持っていない」「パソコンやスマートフォンの操作

が不得意」は、概ね年齢層が上がるほど割合が高くなる傾向があるが、例外的に後者では、

男性 18～29 歳が 27.3％、女性 30～39歳が 32.4％で割合が高い。  

パソコンやスマートフォンを
持っていないから

パソコンやスマートフォンの操
作が不得意だから

紙の検針票の方が信頼でき
るから

業務や手続等で紙の検針票
が必要だから

その他

n=

全体 1,117 14.3 39.7 47.4 7.52 19.248

【性別】

男性 411 16.1 34.3 51.1 6.326 16.545

女性 675 13.2 42.8 45.5 7.852 21.185

【性年齢別】

男性-18～29歳 22 0.0 27.3 54.5 9.091 36.364

男性-30～39歳 26 3.8 15.4 50.0 15.385 23.077

男性-40～49歳 40
5 20 52.5 0 30

男性-50～59歳 62
6.452 30.645 50 9.677 19.355

男性-60～69歳 76
11.842 34.211 56.579 2.632 14.474

男性-70歳以上 183
27.322 42.623 48.087 6.557 10.383

女性-18～29歳 29
0 10.345 68.966 6.897 27.586

女性-30～39歳 37
0 32.432 37.838 5.405 43.243

女性-40～49歳 81
3.704 22.222 41.975 8.642 37.037

女性-50～59歳 119
2.521 26.891 43.697 5.882 39.496

女性-60～69歳 123
4.878 52.846 45.528 10.569 15.447

女性-70歳以上 285
27.018 55.789 45.965 7.368 8.07

無回答

n=

全体 1,117

【性別】 1.074

男性 411

女性 675 1.217

【性年齢別】 0.741

男性-18～29歳 22

男性-30～39歳 26 0

男性-40～49歳 40 0

男性-50～59歳 62
2.5

男性-60～69歳 76
1.613

男性-70歳以上 183
2.632

女性-18～29歳 29
0.546

女性-30～39歳 37
0

女性-40～49歳 81
2.703

女性-50～59歳 119
1.235

女性-60～69歳 123
0

女性-70歳以上 285
0.813

0.702

14.3

16.1

13.2

0.0

3.8

5.0

6.5

11.8

27.3

0.0

0.0

3.7

2.5

4.9

27.0

0 50 100
%

39.7

34.3

42.8

27.3

15.4

20.0

30.6

34.2

42.6

10.3

32.4

22.2

26.9

52.8

55.8

0 50 100
%

47.4

51.1

45.5

54.5

50.0

52.5

50.0

56.6

48.1

69.0

37.8

42.0

43.7

45.5

46.0

0 50 100
%

7.5

6.3

7.9

9.1

15.4

0.0

9.7

2.6

6.6

6.9

5.4

8.6

5.9

10.6

7.4

0 50 100
%

19.2

16.5

21.2

36.4

23.1

30.0

19.4

14.5

10.4

27.6

43.2

37.0

39.5

15.4

8.1

0 50 100
%

1.1

1.2

0.7

0.0

0.0

2.5

1.6

2.6

0.5

0.0

2.7

1.2

0.0

0.8

0.7

0 50 100
%
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問 17 以下の質問は、問 15 で「２」とお答えになった方にうかがいます。電子化が

良い理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 １ 紙の節約になるから 

 ２ いつでも確認できるから 

 ３ 管理がしやすくなるから 

 ４ 他人に見られる心配がないから  

 ５ その他（                               ） 

① 単純集計 

図表 70 全体 

 
＜その他の内訳（19件）＞    
管理しやすくなるから 4 その他 4 

検針業務の効率化 4 いつでも確認できるから、紙の節約になるか

ら、清潔だから、質問の意味が分からない 比較しやすいから 4 

経費節減 3 

 

 

電子化が良い理由は、「紙の節約になるから」68.5％、「いつでも確認できるから」

68.5％、「管理がしやすくなるから」55.3％、「他人に見られる心配がないから」8.4％の

順に割合が高い。 

  

紙の節約になるから 270 68.5

いつでも確認できるから 270 68.5

管理がしやすくなるから 218 55.3

他人に見られる心配がないから 33 8.4

その他 19 4.8

無回答 2 0.5

68.5

68.5

55.3

8.4

4.8

0.5

0 50 100 %

n=394

複数回答
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② 属性別集計 

図表 71 全体、性別、性・年齢別 

 
 

○ 性別 

「紙の節約になるから」の割合は、女性の方が 3.8ポイント高い。 

一方、「いつでも確認できるから」「管理がしやすくなるから」「他人に見られる心配が

ないから」の割合は、男性の方がそれぞれ 8.7 ポイント、11.4 ポイント、2.9 ポイント高い。 

 

○ 性・年齢別 

「紙の節約になるから」の割合は、男女ともに 50～59 歳で最も高く、18～29 歳で最も低

い。「いつでも確認できるから」の割合は、男女ともにすべての年齢層で高く、特に男性で

高い傾向にある。「管理がしやすくなるから」の割合は、男性のすべての年齢層で高いが、

女性の 50～59歳、70 歳以上で低い。 

紙の節約になるから いつでも確認できるから 管理がしやすくなるから 他人に見られる心配がない
から

その他

n=

全体 394 68.5 68.5 55.3 8.376 4.822

【性別】

男性 184 66.8 73.4 61.4 9.783 6.522

女性 204 70.6 64.7 50.0 6.863 2.941

【性年齢別】

男性-18～29歳 25 44.0 80.0 68.0 12 8

男性-30～39歳 33 69.7 66.7 57.6 9.091 12.121

男性-40～49歳 42
66.667 80.952 59.524 19.048 4.762

男性-50～59歳 36
86.111 72.222 63.889 8.333 0

男性-60～69歳 20
70 85 55 5 20

男性-70歳以上 27
59.259 55.556 66.667 0 0

女性-18～29歳 31
58.065 64.516 64.516 12.903 0

女性-30～39歳 44
61.364 72.727 61.364 2.273 0

女性-40～49歳 51
74.51 68.627 49.02 7.843 5.882

女性-50～59歳 41
82.927 53.659 29.268

4.878 4.878

女性-60～69歳 23
73.913 69.565 56.522 13.043 4.348

女性-70歳以上 14
71.429 50 35.714 0 0

無回答

n=

全体 394

【性別】

男性 184

女性 204

【性年齢別】

男性-18～29歳 25

男性-30～39歳 33

男性-40～49歳 42

男性-50～59歳 36

男性-60～69歳 20

男性-70歳以上 27

女性-18～29歳 31

女性-30～39歳 44

女性-40～49歳 51

女性-50～59歳 41

女性-60～69歳 23

女性-70歳以上 14

68.5

66.8

70.6

44.0

69.7

66.7

86.1

70.0

59.3

58.1

61.4

74.5

82.9

73.9

71.4

0 50 100

% 68.5

73.4

64.7

80.0

66.7

81.0

72.2

85.0

55.6

64.5

72.7

68.6

53.7

69.6

50.0

0 50 100

% 55.3

61.4

50.0

68.0

57.6

59.5

63.9

55.0

66.7

64.5

61.4

49.0

29.3

56.5

35.7

0 50 100

% 8.4

9.8

6.9

12.0

9.1

19.0

8.3

5.0

0.0

12.9

2.3

7.8

4.9

13.0

0.0

0 50 100

% 4.8

6.5

2.9

8.0

12.1

4.8

0.0

20.0

0.0

0.0

0.0

5.9

4.9

4.3

0.0

0 50 100

%

0.5

0.0

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.2

0.0

0.0

0.0

0.0

7.1

0 50 100

%
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（２） 水道料金の支払い方法について 

問 18 現在、水道料金等のお支払いは、口座振替払い、クレジットカード払い、納

入通知書払い（スマートフォン決済を含む）の各方法があります。 

 今後、あなたはどの支払方法を選択したいですか。（○はいくつでも） 

 １ 口座振替払い 

 ２ クレジットカード払い 

 ３ 金融機関の窓口でのお支払い（納入通知書払い） 

 ４ コンビニエンスストアでのお支払い（納入通知書払い） 

 ５ スマートフォン決済でのお支払い（納入通知書払い） 

 ６ その他（                                  ） 

① 単純集計 

 

図表 72 全体 

 
 

＜その他の内訳（12件）＞    
間接的な支払い方法（マンション管理組

合など） 

3 その他 ２ 

分からない 3 手数料が無料になればクレジットカード払

い、歩いてコンビニに行けるから 口座振替払い 2 

特になし 2 

 

 

今後選択したい水道料金等の支払い方法は、「口座振替払い」59.5％、「クレジットカー

ド払い」39.7％、「納入通知書払い（３～５の合計）」18.5％の順で割合が高い。 

 

  

口座振替払い 1116 59.5

クレジットカード払い 745 39.7

金融機関の窓口でのお支払い（納
入通知書払い）

47 2.5

コンビニエンスストアでのお支払い
（納入通知書払い）

200 10.7

スマートフォン決済でのお支払い
（納入通知書払い）

100 5.3

その他 15 0.8

無回答 17 0.9

59.5

39.7

2.5

10.7

5.3

0.8

0.9

0 50 100%

n=1875

複数回答
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② 属性別集計 

図表 73 全体、性別、性・年齢別 

 
 

○ 性別 

「クレジットカード払い」の割合は、女性が 42.3％となっており、女性の方が 5.7 ポイン

ト高い。「コンビニエンスストアでのお支払い」の割合は、男性が 13.0％となっており、男

性の方が 3.9 ポイント高い。 

 

○ 性・年齢別 

「口座振替払い」の割合は、年齢層が上がるほど高くなる傾向があるが、例外的に男女と

もに 18～29歳でやや高い。「クレジットカード払い」の割合は、年齢層が下がるほど高くな

る傾向がある。例外的に 18～29 歳では男女ともにやや低く、男性 44.1％、女性 62.4％とな

っており、女性の方が 18.3ポイント低い。 

「スマートフォン決済でのお支払い」は男女とも概ね年齢層が下がるほど高くなる傾向が

ある。 

口座振替払い クレジットカード払い 金融機関の窓口でのお支払
い（納入通知書払い）

コンビニエンスストアでのお支
払い（納入通知書払い）

スマートフォン決済でのお支
払い（納入通知書払い）

n=

全体 1,875 59.5 39.7 2.5 10.7 5.333 0.8

【性別】

男性 741 59.9 36.6 2.6 13.0 5.263 1.1

女性 1,088 59.3 42.3 2.6 9.1 5.423 0.6

【性年齢別】

男性-18～29歳 68 45.6 44.1 5.9 26.5 20.588 0

男性-30～39歳 67 32.8 61.2 0.0 16.4 8.955 0

男性-40～49歳 98
42.857 58.163 0 11.224 4.082 0

男性-50～59歳 130
54.615 46.923 1.538 9.231 6.154 1.5

男性-60～69歳 131
63.359 35.115 3.053 9.924 3.817 1.5

男性-70歳以上 244
78.689 14.754 3.689 12.705 0.82 1.6

女性-18～29歳 85
50.588 62.353 1.176 3.529 14.118 1.2

女性-30～39歳 107
33.645 69.159 1.869 9.346 14.019 0.9

女性-40～49歳 165
40 63.03 2.424 13.939 7.273 0.6

女性-50～59歳 218
52.294 51.835 0.917 7.798 6.881 0

女性-60～69歳 181
66.298 33.702 2.762 8.287 1.105 1.1

女性-70歳以上 330
80.303 16.364 4.242 9.394 0.909 0.6

その他 無回答

n=

全体 1,875

【性別】

男性 741

女性 1,088

【性年齢別】

男性-18～29歳 68

男性-30～39歳 67

男性-40～49歳 98

男性-50～59歳 130

男性-60～69歳 131

男性-70歳以上 244

女性-18～29歳 85

女性-30～39歳 107

女性-40～49歳 165

女性-50～59歳 218

女性-60～69歳 181

女性-70歳以上 330

59.5

59.9

59.3

45.6

32.8

42.9

54.6

63.4

78.7

50.6

33.6

40.0

52.3

66.3

80.3

0 50 100
%

39.7

36.6

42.3

44.1

61.2

58.2

46.9

35.1

14.8

62.4

69.2

63.0

51.8

33.7

16.4

0 50 100
%

2.5

2.6

2.6

5.9

0.0

0.0

1.5

3.1

3.7

1.2

1.9

2.4

0.9

2.8

4.2

0 50 100
%

10.7

13.0

9.1

26.5

16.4

11.2

9.2

9.9

12.7

3.5

9.3

13.9

7.8

8.3

9.4

0 50 100
%

5.3

5.3

5.4

20.6

9.0

4.1

6.2

3.8

0.8

14.1

14.0

7.3

6.9

1.1

0.9

0 50 100
%

0.8

1.1

0.6

0.0

0.0

0.0

1.5

1.5

1.6

1.2

0.9

0.6

0.0

1.1

0.6

0 50 100
%

0.9

0.8

0.6

1.5

0.0

1.0

0.0

0.0

1.6

0.0

0.0

0.0

0.5

0.6

1.5

0 50 100
%
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（３） 設問間クロス集計 

図表 74 検針票のお届け方法（問 15）×水道料金の支払い方法（問 18） 

 
 

「今までどおり、紙の検針票が良い」人が選択したい支払い方法は、「口座振替払い」の

割合が最も高く 68.0％となっている。一方、「電子化にしてほしい」人が選択したい支払い

方法は、「クレジットカード払い」の割合が最も高く 65.7％となっている。 

 

  

合計 口座振替払い クレジットカード払い 金融機関の窓口でのお支払
い（納入通知書払い）

コンビニエンスストアでのお支
払い（納入通知書払い）

n=

全体 1,875
59.5 39.7 2.5 10.7

今までどおり、紙の検針票が良い 1,117
68.0 29.5 3.3 11.8

電子化（メールなどによるお知らせ） 394
38.1 65.7 0.0 6.9

どちらがいいかわからない 344
57.3 45.3 2.9 11.6

無回答 20
45.0 5.0 0.0 5.0

スマートフォン決済でのお支
払い（納入通知書払い）

その他 無回答

n=

全体 1,875

今までどおり、紙の検針票が良い 1,117
5.3 0.8 0.9

電子化（メールなどによるお知らせ） 394
2.1 0.8 0.5

どちらがいいかわからない 344
11.2 0.0 0.0

無回答 20
9.3 1.5 0.3

0.0 5.0 50.0

59.5

68.0

38.1

57.3

45.0

0 50 100

％
39.7

29.5

65.7

45.3

5.0

0 50 100

％
2.5

3.3

0.0

2.9

0.0

0 50 100

％
10.7

11.8

6.9

11.6

5.0

0 50 100

％

5.3

2.1

11.2

9.3

0.0

0 50 100

％
0.8

0.8

0.0

1.5

5.0

0 50 100

％
0.9

0.5

0.0

0.3

50.0

0 50 100

％
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図表 75 水道料金の支払い方法（問 18）×検針票のお届け方法（問 15） 

 
 

「口座振替払い」を選択する人は「今までどおり、紙の検針票が良い」を選択する割合が

最も高く 68.1％となっている。 

「クレジットカード払い」を選択する人は「今までどおり、紙の検針票が良い」を選択す

る割合が 44.2％で最も高く、「電子化にしてほしい」も 34.8％と割合が高い。 

「金融機関の窓口でのお支払い」を選択する人は「今までどおり、紙の検針票が良い」を

選択する割合が最も高く 78.7％となっている。 

「コンビニエンスストアでのお支払い」を選択する人は「今までどおり、紙の検針票が良

い」を選択する割合が最も高く 66.0％となっている。 

「スマートフォン決済でのお支払い」を選択する人は「電子化にしてほしい」を選択する

割合が最も高く 44.0％となっている。 

 

  

今までどおり、紙の検針票が
良い

電子化（メールなどによるお
知らせ）にしてほしい

どちらがいいかわからない 無回答

n=

全体
1875 24.0 37.2 11.8 33.4

口座振替払い 1116 23.1 19.2 15.4 50.0

クレジットカード払い 745 25.0 22.2 11.1 47.2

金融機関の窓口でのお支払い（納
入通知書払い）

47 33.3 37.7 8.7 21.7

コンビニエンスストアでのお支払い
（納入通知書払い）

200 23.9 25.4 6.0 29.9

スマートフォン決済でのお支払い
（納入通知書払い）

100 10.0 33.3 6.7 36.7

その他 15 22.8 29.1 8.9 15.2

無回答 17 21.7 43.5 8.7 50.0

27.8 46.8 13.9 35.4

59.6%

68.1%

44.2%

78.7%

66.0%

24.0%

60.0%

35.3%

0% 50% 100%

21.0%

13.4%

34.8%

0.0%

13.5%

44.0%

0.0%

0.0%

0% 50% 100%

18.3%

17.7%

20.9%

21.3%

20.0%

32.0%

33.3%

5.9%

0% 50% 100%

1.1%

0.8%

0.1%

0.0%

0.5%

0.0%

6.7%

58.8%

0% 50% 100%
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４． 水道事業について 

（１） 水道局の広報・PR について 

問 19 次のうち、水道について知りたいと思う項目はどれですか。（○はいくつで 

も） 

 １ 水源のこと 
８ 水道料金の仕組みや使いみち 

 ２ 水質のこと 
９ 水道事業の財政状況や経営の効率化 

  のこと 

 ３ 水道施設のこと 
10 横浜水道の歴史 

 ４ 災害対策のこと 
11 水道水の健康のための活用方法 

 ５ 水道工事のこと 
12 特にない 

 ６ 断水や濁水の情報 13 その他（              ） 

 ７ 環境への取組 
 

① 単純集計・属性別集計 

図表 76 全体 

 
 

 

 

水源のこと 691 36.9

水質のこと 1216 64.9

水道施設のこと 367 19.6

災害対策のこと 1015 54.1

水道工事のこと 343 18.3

断水や濁水の情報 732 39.0

環境への取組 320 17.1

水道料金の仕組みや使いみち 610 32.5

水道事業の財政状況や経営の効
率化のこと

297 15.8

横浜水道の歴史 122 6.5

水道水の健康のための活用方法 344 18.3

特にない 189 10.1

その他 36 1.9

無回答 25 1.3

36.9

64.9

19.6

54.1

18.3

39.0

17.1

32.5

15.8

6.5

18.3

10.1

1.9

1.3

0 50 100 %

n=1875

複数回答
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＜その他の内訳（36件）＞    
災害時の対応方法 3 民営化 2 

水の硬度 3 老朽管の更新 2 

特になし 3 水道施設の安全・テロ対策 2 

下水道 3 その他 14 

外国資本による水源地買収 2 はまピョン、河川の水質、管路情報、工事業

者、国際貢献の取組、漏水時の対応方法、水

道事業の財政状況や経営の効率化のこと、水

道水の備蓄 等 

水道料金の仕組みや使いみち 2 

災害時の対応方法 3 

水の硬度 3 

 

 

水道事業について知りたい項目は、「水質のこと」64.9％、「災害対策のこと」54.1％、

「断水や濁水の情報」39.0％、「水源のこと」36.9％、「水道料金の仕組みや使いみち」

32.5％の順で割合が高い。 

  



 

 

- 71 - 

② 属性別集計 

図表 77 全体、性・年齢別 

 
 

○ 性・年齢別 

「水源のこと」「水質のこと」の割合は、男女ともに概ねすべての年齢層で高いが、女性

18～29歳は低くなっている。一方、「水道料金の仕組みや使いみち」の割合は、女性 18～29

歳が 44.7％で最も高い。また、「災害対策のこと」は男女ともに 40 歳以上の年齢層で割合

が高い。 

水源のこと 水質のこと 水道施設のこと 災害対策のこと 水道工事のこと

n=

全体 1,875 36.9 64.9 19.6

男性-18～29歳 68 35.3 60.3 22.1

男性-30～39歳 67 28.4 55.2 20.9

男性-40～49歳 98 38.8 61.2 31.6

男性-50～59歳 130 40.8 58.5 23.1

男性-60～69歳 131 45.8 67.2 23.7

男性-70歳以上 244 40.2 61.5 19.3

女性-18～29歳 85
16.471 45.882 7.059

女性-30～39歳 107
29.907 57.944 15.888

女性-40～49歳 165
44.242 71.515 22.424

女性-50～59歳 218
38.991 73.394 20.183

女性-60～69歳 181
37.569 72.928 14.917

女性-70歳以上 330
33.939 66.667 17.273

断水や濁水の情報 環境への取組 水道料金の仕組みや使いみ
ち

水道事業の財政状況や経営
の効率化のこと

横浜水道の歴史

n=

全体 1,875 54.1 18.293 39.04

男性-18～29歳 68 44.1 19.118 32.353

男性-30～39歳 67 40.3 20.896 26.866

男性-40～49歳 98 55.1 23.469 37.755

男性-50～59歳 130 53.8 20.769 30.769

男性-60～69歳 131 51.9 22.137 46.565

男性-70歳以上 244 48.8 19.262 34.426

女性-18～29歳 85
48.235 7.059 30.588

女性-30～39歳 107
48.598 14.019 38.318

女性-40～49歳 165
59.394 16.364 44.242

女性-50～59歳 218
61.468 19.725 45.413

女性-60～69歳 181
62.431 18.785 44.751

女性-70歳以上 330
54.545 16.061 39.091

水道水の健康のための活用
方法

特にない その他 無回答

n=

全体 1,875 17.067 32.533 15.84

男性-18～29歳 68 11.765 39.706 19.118

男性-30～39歳 67 7.463 37.313 20.896

男性-40～49歳 98 13.265 37.755 25.51

男性-50～59歳 130 19.231 32.308 26.923

男性-60～69歳 131 14.504 35.115 18.321

男性-70歳以上 244 13.934 23.77 16.803

女性-18～29歳 85
15.294 44.706 11.765

女性-30～39歳 107
15.888 41.121 14.019

女性-40～49歳 165
20 35.152 12.727

女性-50～59歳 218
20.642 36.239 16.055

女性-60～69歳 181
18.232 30.939 13.26

女性-70歳以上 330
20 24.242 9.394
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問 20 問 19 で知りたいと思う項目を知るためにはどのような広報手段が良いですか。

（○はいくつでも） 
１ 広報よこはま ９ ツイッター（Twitter） 

２ ポスター 10 インスタグラム（Instagram） 

３ 水道・下水道使用量等のお知らせ（検

針票裏面） 

11 ユーチューブ（YouTube） 

12 イベント 

４ パンフレット・チラシ 13 テレビ 

５ 新聞 14 ラジオ 

６ タウン誌 15 特にない 

７ ウェブサイト（ホームページ） 16 その他（                 ） 

８ メールマガジン  

①単純集計 

図表 78 全体 

 
＜その他の内訳（24件）＞    
LINE 5 その他 9 

不要 3 全て、ウェブ広告、ポッドキャスト、外国人

向け広報、戸別広報（自治会未加入）、手

紙、対面窓口、電車中吊り広告 等 

 

水道施設の見学 3 

自治会からの情報 2 

学校、PTA、カルチャースクール等 2 

 

水道について知りたいと思う項目を知るための広報手段として良いものは、「広報よこは

ま」55.5％、「水道・下水道使用量等のお知らせ」44.5％、「ウェブサイト」26.0％の順に

割合が高い。 

広報よこはま 1041 55.5

ポスター 188 10.0

水道・下水道使用量等のお知らせ
（検針票裏面）

835 44.5

パンフレット・チラシ 365 19.5

新聞 226 12.1

タウン誌 251 13.4

ウェブサイト（ホームページ） 488 26.0

メールマガジン 74 3.9

ツイッター(Twitter) 152 8.1

インスタグラム(Instagram) 122 6.5

ユーチューブ(YouTube) 167 8.9

イベント 86 4.6

テレビ 294 15.7

ラジオ 77 4.1

特にない 107 5.7

その他 24 1.3

無回答 62 3.3

55.5

10.0

44.5

19.5

12.1

13.4

26.0

3.9

8.1

6.5

8.9

4.6

15.7

4.1

5.7

1.3

3.3

0 50 100%

n=1875

複数回答
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②属性別集計 

図表 79 全体、性・年齢別 

 
  

広報よこはま ポスター 水道・下水道使用量等のお
知らせ（検針票裏面）

パンフレット・チラシ 新聞 タウン誌

n=

全体 1,875 55.5 10.0 44.5

男性-18～29歳 68 17.6 10.3 25.0

男性-30～39歳 67 34.3 3.0 28.4

男性-40～49歳 98 35.7 13.3 31.6

男性-50～59歳 130 49.2 10.0 30.8

男性-60～69歳 131 56.5 7.6 53.4

男性-70歳以上 244 69.7 8.2 43.4

女性-18～29歳 85
27.059 11.765 25.882

女性-30～39歳 107
34.579 13.084 33.645

女性-40～49歳 165
49.697 12.121 43.03

女性-50～59歳 218
61.009 11.009 53.211

女性-60～69歳 181
68.508 11.602 56.906

女性-70歳以上 330
70.606 9.091 53.939

ウェブサイト（ホームページ） メールマガジン ツイッター(Twitter) インスタグラム(Instagram) ユーチューブ(YouTube) イベント

n=

全体 1,875 19.5 12.053 13.387

男性-18～29歳 68 22.1 4.412 5.882

男性-30～39歳 67 14.9 5.97 1.493

男性-40～49歳 98 19.4 5.102 6.122

男性-50～59歳 130 17.7 11.538 12.308

男性-60～69歳 131 24.4 10.687 14.504

男性-70歳以上 244 18.4 15.574 14.344

女性-18～29歳 85
17.647 4.706 7.059

女性-30～39歳 107
18.692 2.804 11.215

女性-40～49歳 165
17.576 8.485 12.727

女性-50～59歳 218
19.725 11.468 16.514

女性-60～69歳 181
20.442 12.155 14.917

女性-70歳以上 330
20.303 21.818 19.697

テレビ ラジオ 特にない その他 無回答

n=

全体 1,875 26.027 3.947 8.107

男性-18～29歳 68 36.765 5.882 26.471

男性-30～39歳 67 28.358 5.97 22.388

男性-40～49歳 98 42.857 8.163 18.367

男性-50～59歳 130 40 5.385 7.692

男性-60～69歳 131 35.115 8.397 2.29

男性-70歳以上 244 18.443 1.23 0.41

女性-18～29歳 85
25.882 4.706 31.765

女性-30～39歳 107
36.449 6.542 17.757

女性-40～49歳 165
35.758 4.848 10.303

女性-50～59歳 218
30.275 2.294 7.339

女性-60～69歳 181
27.072 4.972 3.315

女性-70歳以上 330
4.848 0.909 0.303
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○ 性・年齢別 

「広報よこはま」「水道・下水道使用量等のお知らせ」は概ね年齢層が上がるほど割合が

高くなる傾向がある。 

「ウェブサイト（ホームページ）」は、70歳以上を除くすべての年齢層で割合が 25.0％以

上となっている。 

「ツイッター」「インスタグラム」「ユーチューブ」は年齢層が下がるほど割合が高くな

る傾向がある。 

また、紙媒体は概ね女性の割合が高く、電子媒体は概ね男性の割合が高い。 
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（２） 水道局の取組や水道に関することについて 

問 21 安全で良質な水を安定してお届けするための水道局の施設や取組につい

て、知っていることはどれですか。（○はいくつでも） 

 １  横浜市の水源（道志川、相模湖、津久井湖、丹沢湖、宮ケ瀬湖）はすべて 

  市外にあること 

 ２ 山梨県道志村に水源林を保有し、計画的に管理・保全していること 

 ３  山梨県道志村の水源林を保全するため、市民の皆さまや企業・団体からの 

  寄附制度を設けていること 

 ４ 市内には、川井、西谷、小雀の３つの浄水場があること 

 ５ 浄水場でつくった水を各家庭に送るための水道管の長さが市内で約 9,300 

  キロメートルになること 

 ６ 古くなった水道管や浄水場などの更新・耐震化を計画的に行っていること 

 ７ どれも知らない 

① 単純集計 

図表 80 全体 

 
水道局の施設や取組に関する認知度は、「横浜市の水源はすべて市外にあること」42.9％、

「古くなった水道管や浄水場などの更新・耐震化を計画的に行っていること」42.9％、「ど

れも知らない」30.6％の順に割合が高い。 

  

横浜市の水源（道志川、相模湖、津
久井湖、丹沢湖、宮ケ瀬湖）はすべ
て市外にあること

805 42.9

山梨県道志村に水源林を保有し、計
画的に管理・保全していること

482 25.7

山梨県道志村の水源林を保全する
ため、市民の皆様や企業・団体から
の寄附制度を設けていること

146 7.8

市内には、川井、西谷、小雀の３つ
の浄水場があること

348 18.6

浄水場でつくった水を各家庭に送る
ための水道管の長さが市内で約
9,300キロメートルになること

30 1.6

古くなった水道管や浄水場などの更
新・耐震化を計画的に行っているこ
と

805 42.9

どれも知らない 574 30.6

無回答 43 2.3

42.9

25.7

7.8

18.6

1.6

42.9

30.6

2.3

0 50 100%

n=1875

複数回答
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② 属性別集計 

図表 81 全体、性・年齢別 

 
 

○ 性・年齢別 

「どれも知らない」を除くすべての選択肢で、男女ともに概ね年齢層が上がるほど割合が

高くなる傾向がある。 

また、「古くなった水道管や浄水場などの更新・耐震化を計画的に行っていること」はす

べての年齢層で割合が高く、最も低い女性 18～29歳でも 29.0％となっている。 

一方、「どれも知らない」は、男女ともに年齢層が下がるほど割合が高くなる傾向があり、

特に 39歳以下の年齢層で明確に高い。  

横浜市の水源（道志川、相模
湖、津久井湖、丹沢湖、宮ケ
瀬湖）はすべて市外にあるこ
と

山梨県道志村に水源林を保
有し、計画的に管理・保全し
ていること

山梨県道志村の水源林を保
全するため、市民の皆様や企
業・団体からの寄附制度を設
けていること

市内には、川井、西谷、小雀
の３つの浄水場があること

浄水場でつくった水を各家庭
に送るための水道管の長さ
が市内で約9,300キロメートル
になること

n=

全体 1,875 42.9 25.7 7.8 18.6 1.6 43

男性-18～29歳 68 19.1 16.2 1.5 11.8 4.412 37

男性-30～39歳 67 22.4 13.4 3.0 7.5 2.985 33

男性-40～49歳 98 36.7 25.5 10.2 14.3 5.102 32

男性-50～59歳 130 46.9 26.9 7.7 16.2 1.538 40

男性-60～69歳 131 43.5 26.7 9.9 19.1 0 50

男性-70歳以上 244 57.4 39.8 11.5 29.1 3.279 54

女性-18～29歳 85
11.765 11.765 3.529 7.059 0 31

女性-30～39歳 107
19.626 8.411 0.935 5.607 0 29

女性-40～49歳 165
36.364 21.818 6.667 18.182 1.212 31

女性-50～59歳 218
45.413 21.56 5.505 14.22 0.459 41

女性-60～69歳 181
51.934 29.834 7.735 18.232 1.105 52

女性-70歳以上 330
53.939 30 10.909 27.273 1.515 51

古くなった水道管や浄水場な
どの更新・耐震化を計画的に
行っていること

どれも知らない 無回答

n=

全体 1,875

男性-18～29歳 68

男性-30～39歳 67

男性-40～49歳 98 1.6 42.933 30.613 2.293

男性-50～59歳 130 4.412 36.765 47.059 1.471

男性-60～69歳 131 2.985 32.836 49.254 2.985

男性-70歳以上 244 5.102 31.633 41.837 1.02

女性-18～29歳 85 1.538 40 28.462 1.538

女性-30～39歳 107 0 49.618 24.427 1.527

女性-40～49歳 165 3.279 53.689 15.574 4.508

女性-50～59歳 218
0 30.588 58.824 0

女性-60～69歳 181
0 28.972 57.944 0.935

女性-70歳以上 330
1.212 30.909 40 0.606

0.459 41.284 33.945 0.917
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問 22 水道料金について、次のうち、知っていることはどれですか。（○はいくつで

も） 

 １ 水道料金による収入が水道事業の主な財源となっていること 

 ２ 水道メーターの口径の大きさに応じて基本料金と従量料金（使用水量に応 

   じた料金）を設定する「口径別料金体系」を採用していること 

 ３ 水道料金は、２か月に１回検針して２か月分をまとめて請求していること 

 ４ 水道料金と下水道使用料を合わせて請求していること 

 ５ 水道水の価格は、ペットボトル水に比べて非常に安いこと 

 ６ どれも知らない 

① 単純集計 

図表 82 全体 

 
水道料金に関する認知度は、「水道料金は、２か月に１回検針して２か月分をまとめて請

求していること」86.2％、「水道料金と下水道使用料を合わせて請求していること」82.6％

の割合が明確に高い。 

一方、「水道メーターの口径の大きさに応じて基本料金と従量料金を設定する「口径別料

金体系」を採用していること」割合が 15.4％となっており、明確に低い。 

  

水道料金による収入が水道事業の主な財
源となっていること

839 44.7

水道メーターの口径の大きさに応じて基本
料金と従量料金を設定する「口径別料金体
系」を採用していること

288 15.4

水道料金は、２か月に１回検針して２か月
分をまとめて請求していること

1617 86.2

水道料金と下水道使用料を合わせて請求
していること

1549 82.6

水道水の価格は、ペットボトル水に比べて
非常に安いこと

926 49.4

どれも知らない 95 5.1

無回答 23 1.2

44.7

15.4

86.2

82.6

49.4

5.1

1.2

0 50 100
%

n=1875

複数回答
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② 属性別集計 

図表 83 全体、性・年齢別 

 
○ 性・年齢別 

「水道料金は、２か月に１回検針して２か月分をまとめて請求していること」「水道料金

と下水道使用料を合わせて請求していること」は、男女ともに概ね年齢層が下がるほど割合

が低くなる傾向があるが、特に 18～29歳で低く、最も高い 60～69歳と 30ポイント以上の差

がある。 

一方、「水道水の価格は、ペットボトル水に比べて非常に安価であること」の割合は、男

女ともにすべての年齢層で 50％前後となっており、認知度が同程度である。 

  

水道料金による収入が水道
事業の主な財源となってい
ること

水道メーターの口径の大き
さに応じて基本料金と従量
料金を設定する「口径別料
金体系」を採用していること

水道料金は、２か月に１回
検針して２か月分をまとめて
請求していること

水道料金と下水道使用料を
合わせて請求していること

水道水の価格は、ペットボト
ル水に比べて非常に安いこ
と

n=

全体 #### 44.7 15.4 86.2 82.6 49.387

男性-18～29歳 68 33.8 8.8 52.9 54.4 50

男性-30～39歳 67 25.4 16.4 71.6 62.7 43.284

男性-40～49歳 98 53.1 22.4 84.7 75.5 51.02

男性-50～59歳 130 52.3 16.2 77.7 73.8 49.231

男性-60～69歳 131 53.4 20.6 91.6 84.7 47.328

男性-70歳以上 244 59.8 23.4 86.9 86.1 49.18

女性-18～29歳 85
25.882 7.059 60 58.824 48.235

女性-30～39歳 107
28.037 11.215 86.916 77.57 45.794

女性-40～49歳 165
35.152 15.152 91.515 84.848 47.879

女性-50～59歳 218
38.991 13.761 93.119 88.991 51.835

女性-60～69歳 181
53.039 11.05 96.133 92.818 56.354

女性-70歳以上 330
46.97 12.424 92.424 91.818 49.091

どれも知らない 無回答

n=

全体 ####

男性-18～29歳 68

男性-30～39歳 67

男性-40～49歳 98 1.6 42.933 30.613 2.293

男性-50～59歳 130 4.412 36.765 47.059 1.471

男性-60～69歳 131 2.985 32.836 49.254 2.985

男性-70歳以上 244 5.102 31.633 41.837 1.02

女性-18～29歳 85 1.538 40 28.462 1.538

女性-30～39歳 107 0 49.618 24.427 1.527

女性-40～49歳 165 3.279 53.689 15.574 4.508

女性-50～59歳 218
0 30.588 58.824 0

女性-60～69歳 181
0 28.972 57.944 0.935

女性-70歳以上 330
1.212 30.909 40 0.606

0.459 41.284 33.945 0.917
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（３） 設問間クロス集計 

図表 84 飲料水の備蓄（問 9）×広報手段（問 20） 

 
     

「９リットル以上」「９リットル未満」を合わせた少なくとも備蓄している人は、「備蓄

していない」人と比較して、「広報よこはま」を選択する割合が高い。 

一方、「備蓄していない」人は、「９リットル以上」「９リットル未満」を合わせた少な

くとも備蓄している人と比較して、「ツイッター」「インスタグラム」「ユーチューブ」

「ラジオ」を選択する割合が高い。 

 
 

合計 広報よこはま ポスター 水道・下水道使用量等のお
知らせ（検針票裏面）

パンフレット・チラシ 新聞

n=

全体 1,875 55.5 10.0 44.5 19.5 12.1 #

１人あたり９リットル以上備蓄して
いる

522 57.9 9.2 46.0 20.7 15.9 #

備蓄しているが、１人あたり９リット
ル未満である

884 59.6 10.0 45.5 19.8 10.9 #

備蓄していない 438 44.3 11.0 40.9 18.3 9.6 #

無回答 31 58.1 12.9 45.2 6.5 16.1 #

タウン誌 ウェブサイト（ホームページ） メールマガジン ツイッター(Twitter) インスタグラム(Instagram)

n=

全体
1,875

１人あたり９リットル以上備蓄して
いる 522

備蓄しているが、１人あたり９リット
ル未満である 884

備蓄していない
438

無回答
31

ユーチューブ(YouTube) イベント テレビ ラジオ 特にない

n=

全体 1,875

１人あたり９リットル以上備蓄して
いる

522

備蓄しているが、１人あたり９リット
ル未満である

884

備蓄していない 438

無回答 31

その他 無回答

n=

全体 1,875

１人あたり９リットル以上備蓄して
いる

522

備蓄しているが、１人あたり９リット
ル未満である

884

備蓄していない 438

無回答 31
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図表 85 災害給水所の認知度（問 11）×広報手段（問 20） 

 
 

災害時給水所を認知している人は、災害時給水所を「知らない」人と比較して、「広報よ

こはま」「水道・下水道使用量等のお知らせ」「タウン誌」を選択する割合が高い。 

一方、災害時給水所を「知らない」人は、災害時給水所を認知している人と比較して「ツ

イッター」を選択する割合が高い。 
 

合計 広報よこはま ポスター 水道・下水道使用量等のお
知らせ（検針票裏面）

パンフレット・チラシ 新聞

n=

全体 1,875 55.5 10.0 44.5 19.5 12.1 #

具体的な場所を知っている 360 70.8 8.1 46.1 20.0 12.8 #

聞いたことはあるが、具体的な場
所は知らない 418 63.9 12.0 49.3 19.9 13.2 #

知らない 1,063 47.9 10.2 42.6 19.5 11.5 #

無回答 34 29.4 2.9 29.4 8.8 8.8 #

タウン誌 ウェブサイト（ホームページ） メールマガジン ツイッター(Twitter) インスタグラム(Instagram)

n=

全体 1,875

具体的な場所を知っている 360

聞いたことはあるが、具体的な場
所は知らない 418

知らない 1,063

無回答 34

ユーチューブ(YouTube) イベント テレビ ラジオ 特にない

n=

全体 1,875

具体的な場所を知っている 360

聞いたことはあるが、具体的な場
所は知らない

418

知らない 1,063

無回答 34

その他 無回答

n=

全体 1,875

具体的な場所を知っている 360

聞いたことはあるが、具体的な場
所は知らない

418

知らない 1,063

無回答 34
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図表 86 検針票のお届け方法（問 15）×広報手段（問 20） 

 
 

「今までどおり、紙の検針票が良い」人は、「広報よこはま」「ポスター」「水道・下水

道使用量等のお知らせ」「パンフレット・チラシ」「新聞」「タウン誌」を選択する割合が

高い。 

一方、「電子化にしてほしい」人は、「ウェブサイト」「メールマガジン」「ツイッター」

「インスタフラム」「ユーチューブ」を選択する割合が高い。 
 

広報よこはま ポスター 水道・下水道使用量等のお
知らせ（検針票裏面）

パンフレット・チラシ 新聞

n=

全体 1,875 55.5 10.0 44.5 19.5 12.1 #

今までどおり、紙の検針票が良い 1,117 64.0 11.5 54.6 22.9 15.8 #

電子化（メールなどによるお知ら
せ）にしてほしい

394 39.3 6.9 23.1 13.2 4.8 #

どちらがいいかわからない 344 47.7 9.3 36.9 16.3 7.8 #

無回答 20 35.0 5.0 35.0 5.0 20.0 #

タウン誌 ウェブサイト（ホームページ） メールマガジン ツイッター(Twitter) インスタグラム(Instagram)

n=

全体 1,875

今までどおり、紙の検針票が良い 1,117

電子化（メールなどによるお知ら
せ）にしてほしい

394

どちらがいいかわからない 344

無回答 20

ユーチューブ(YouTube) イベント テレビ ラジオ 特にない

n=

全体 1,875

今までどおり、紙の検針票が良い 1,117

電子化（メールなどによるお知ら
せ）にしてほしい

394

どちらがいいかわからない 344

無回答 20

その他 無回答

n=

全体 1,875

今までどおり、紙の検針票が良い 1,117

電子化（メールなどによるお知ら
せ）にしてほしい

394

どちらがいいかわからない 344

無回答 20
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図表 87 水道料金の支払方法（問 18）×広報手段（問 20） 

 
 

「口座振替払い」「金融機関の窓口でのお支払い」を選択した人は、「広報よこはま」

「新聞」を選択する割合が高い。 

一方、「クレジットカード払い」「スマートフォン決済でのお支払い」を選択した人は、

「ウェブサイト」「ツイッター」「インスタグラム」「ユーチューブ」を選択する割合が高

い。 

合計 広報よこはま ポスター 水道・下水道使用量等のお
知らせ（検針票裏面）

パンフレット・チラシ 新聞

n=

全体 1,875 55.5 10.0 44.5 19.5 12.1 ##

口座振替払い 1,116 61.4 10.3 47.9 20.4 15.3 ##

クレジットカード払い 745 48.7 9.7 40.4 18.5 8.5 ##

金融機関の窓口でのお支払い（納
入通知書払い） 47 68.1 23.4 63.8 31.9 23.4 ##

コンビニエンスストアでのお支払い
（納入通知書払い） 200 55.0 14.5 52.0 25.5 11.0 ##

スマートフォン決済でのお支払い
（納入通知書払い） 100 41.0 14.0 34.0 23.0 9.0 ##

その他 15 46.7 13.3 40.0 26.7 20.0 ##

無回答 17 23.5 0.0 23.5 5.9 0.0 ##

タウン誌 ウェブサイト（ホームページ） メールマガジン ツイッター(Twitter) インスタグラム(Instagram)

n=

全体 1,875

口座振替払い 1,116

クレジットカード払い 745

金融機関の窓口でのお支払い（納
入通知書払い） 47

コンビニエンスストアでのお支払い
（納入通知書払い） 200

スマートフォン決済でのお支払い
（納入通知書払い） 100

その他 15

無回答 17

ユーチューブ(YouTube) イベント テレビ ラジオ 特にない

n=

全体 1,875

口座振替払い 1,116

クレジットカード払い 745

金融機関の窓口でのお支払い（納
入通知書払い）

47

コンビニエンスストアでのお支払い
（納入通知書払い）

200

スマートフォン決済でのお支払い
（納入通知書払い）

100

その他 15

無回答 17

その他 無回答

n=

全体 1,875

口座振替払い 1,116

クレジットカード払い 745

金融機関の窓口でのお支払い（納
入通知書払い）

47

コンビニエンスストアでのお支払い
（納入通知書払い）

200

スマートフォン決済でのお支払い
（納入通知書払い）

100

その他 15

無回答 17
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図表 88 水道について知りたいこと（問 19）×広報手段（問 20） 

 

広報よこはま ポスター 水道・下水道使用量等のお
知らせ（検針票裏面）

パンフレット・チラシ 新聞

n=

全体 1,875
55.52 10.027 44.533 19.467 12.053 13

水源のこと 691
66.0 13.3 50.2 23.6 14.2 ##

水質のこと 1,216
63.2 11.3 51.1 22.2 12.7 ##

水道施設のこと 367
65.4 15.0 52.6 25.1 15.0 ##

災害対策のこと 1,015
66.0 12.0 51.7 25.3 15.6 ##

水道工事のこと 343
64.7 14.9 54.8 29.7 17.2 ##

断水や濁水の情報 732
63.9 12.6 54.8 25.5 16.7 ##

環境への取組 320
66.3 15.9 52.2 27.5 15.9 ##

水道料金の仕組みや使いみち 610
61.0 12.1 54.1 25.1 15.2 ##

水道事業の財政状況や経営の効
率化のこと

297
65.7 14.1 50.2 26.9 17.5 ##

横浜水道の歴史 122
63.1 18.9 48.4 26.2 12.3 ##

水道水の健康のための活用方法 344
66.279 16.279 55.814 28.198 21.221 20

特にない 189
19.048 3.704 16.931 5.82 4.762 6

その他 36
47.222 8.333 33.333 13.889 16.667 17

無回答 25
8 0 8 8 0 0

タウン誌 ウェブサイト（ホームページ） メールマガジン ツイッター(Twitter) インスタグラム(Instagram)

n=

全体 1,875

水源のこと 691

水質のこと 1,216

水道施設のこと 367

災害対策のこと 1,015

水道工事のこと 343

断水や濁水の情報 732

環境への取組 320

水道料金の仕組みや使いみち 610

水道事業の財政状況や経営の効
率化のこと

297

横浜水道の歴史 122

水道水の健康のための活用方法 344

特にない 189

その他 36

無回答 25

55.5

66.0

63.2

65.4

66.0

64.7

63.9

66.3

61.0

65.7

63.1

66.3

19.0

47.2

8.0

0 50 100
％

10.0

13.3

11.3

15.0

12.0

14.9

12.6

15.9

12.1

14.1

18.9

16.3

3.7

8.3

0.0

0 50 100

％
44.5

50.2

51.1

52.6

51.7

54.8

54.8

52.2

54.1

50.2

48.4

55.8

16.9

33.3

8.0

0 50 100

％
19.5

23.6

22.2

25.1

25.3

29.7

25.5

27.5

25.1

26.9

26.2

28.2

5.8

13.9

8.0

0 50 100

％
12.1

14.2

12.7

15.0

15.6

17.2

16.7

15.9

15.2

17.5

12.3

21.2

4.8

16.7

0.0

0 50 100

％

26.0

31.1

30.3

38.7

31.5

33.8

32.2

37.8

32.3

47.1

44.3

25.0

7.9

27.8

0.0

0 50 100

％
3.9

5.2

4.8

8.2

4.8

7.0

5.2

5.6

5.2

5.4

10.7

4.7

2.1

2.8

0.0

0 50 100

％
8.1

9.0

9.4

13.1

9.3

11.7

10.5

11.3

12.3

14.5

22.1

7.6

2.6

5.6

0.0

0 50 100

％
6.5

9.1

7.6

9.5

7.1

8.5

8.1

10.0

10.7

10.8

22.1

9.3

1.6

8.3

0.0

0 50 100

％
13.4

18.5

16.0

19.6

17.7

19.5

17.2

24.1

17.4

18.2

21.3

20.1

5.8

16.7

0.0

0 50 100

％



 

 

- 84 - 

 
 

「水道事業の財政状況や経営の効率化」を選択した人は「ウェブサイト」を、「横浜水道

の歴史」を選択した人は「ウェブサイト」「ツイッター」「インスタグラム」「ユーチュー

ブ」「イベント」を選択する割合が高い。 

ユーチューブ(YouTube) イベント テレビ ラジオ 特にない

n=

全体 1,875

水源のこと 691

水質のこと 1,216

水道施設のこと 367

災害対策のこと 1,015

水道工事のこと 343

断水や濁水の情報 732

環境への取組 320

水道料金の仕組みや使いみち 610

水道事業の財政状況や経営の効
率化のこと

297

横浜水道の歴史 122

水道水の健康のための活用方法 344

特にない 189

その他 36

無回答 25

その他 無回答

n=

全体 1,875

水源のこと 691

水質のこと 1,216

水道施設のこと 367

災害対策のこと 1,015

水道工事のこと 343

断水や濁水の情報 732

環境への取組 320

水道料金の仕組みや使いみち 610

水道事業の財政状況や経営の効
率化のこと

297

横浜水道の歴史 122

水道水の健康のための活用方法 344

特にない 189

その他 36

無回答 25

8.9

11.7

10.3

13.6

10.0

9.9

9.8

15.6

13.1

14.8

28.7

13.4

2.6

13.9

0.0

0 50 100

％
4.6

7.5

6.1

9.0

6.3

8.5

6.1

10.0

7.2

8.4

17.2

11.9

1.6

11.1

0.0

0 50 100

％
15.7

18.1

16.9

22.3

19.6

22.2

22.4

21.3

19.7

21.9

23.0

27.9

6.9

19.4

8.0

0 50 100

％
4.1

4.9

4.9

7.1

5.8

7.6

5.1

8.8

7.0

8.8

9.8

8.1

2.6

8.3

0.0

0 50 100

％
5.7

1.3

1.1

1.4

1.0

2.3

1.6

1.3

1.6

1.0

2.5

0.9

45.5

8.3

0.0

0 50 100

％

1.3

1.9

1.1

2.2

1.5

1.7

1.4

1.6

1.5

1.7

2.5

2.0

1.1

13.9

0.0

0 50 100

％
3.3

0.6

0.7

0.3

0.4

0.0

0.5

0.0

0.5

0.3

0.0

0.6

15.9

0.0

84.0

0 50 100

％
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図表 89 水道局の施設や取組について知っていること（問 21）×飲んでいる水の種類（問 1） 

 

 
 

水道局の取組を知っている人は、「どれも知らない」と回答した人と比較して、「浄水器

をとおさずに水道水をそのまま飲む」割合が高い。 

一方、「どれも知らない」と回答した人は、「市販されているペットボトル水を飲む」割

合が高い。 

 

浄水器をとおさずに水道水を
そのまま飲む（冷やして、ま
たは沸かして飲む場合を含
む）

浄水器をとおした水を飲む 市販されているペットボトル水
を飲む

スーパーマーケットなどにあ
る持ち帰りの水を飲む

ウォーターサーバーの水を飲
む

n=

全体 1,875 24.0 37.2 11.8 33.4

横浜市の水源（道志川、相模湖、津久井湖、丹沢
湖、宮ケ瀬湖）はすべて市外にあること

805 23.1 19.2 15.4 50.0

山梨県道志村に水源林を保有し、計画的に管理・
保全していること

482 25.0 22.2 11.1 47.2

山梨県道志村の水源林を保全するため、市民の
皆様や企業・団体からの寄附制度を設けているこ
と

146 33.3 37.7 8.7 21.7

市内には、川井、西谷、小雀の３つの浄水場があ
ること

348 23.9 25.4 6.0 29.9

浄水場でつくった水を各家庭に送るための水道管
の長さが市内で約9,300キロメートルになること

30 10.0 33.3 6.7 36.7

古くなった水道管や浄水場などの更新・耐震化を
計画的に行っていること

805 22.8 29.1 8.9 15.2

どれも知らない 574 21.7 43.5 8.7 50.0

無回答 43 27.8 46.8 13.9 35.4

29.4 41.2 16.2 44.1

水は飲まない その他 無回答

n= 8.5

全体 1875

横浜市の水源（道志川、相模湖、津久井湖、丹沢
湖、宮ケ瀬湖）はすべて市外にあること

805

山梨県道志村に水源林を保有し、計画的に管理・
保全していること

482

山梨県道志村の水源林を保全するため、市民の
皆様や企業・団体からの寄附制度を設けているこ
と

146

市内には、川井、西谷、小雀の３つの浄水場があ
ること

348

浄水場でつくった水を各家庭に送るための水道管
の長さが市内で約9,300キロメートルになること

30

古くなった水道管や浄水場などの更新・耐震化を
計画的に行っていること

805

どれも知らない 574

無回答 43

36.1

41.1

42.5

47.3

42.2

40.0

39.4

30.1

41.9

0 50 100

32.1

31.6

33.8

27.4

32.5

33.3

33.8

31.0

18.6

0 50 100

19.5

16.1

13.9

15.1

13.2

16.7

16.4

24.4

18.6

0 50 100

1.4

1.0

1.2

1.4

0.9

0.0

1.1

2.1

2.3

0 50 100

5.0

4.3

3.1

4.1

4.6

10.0

4.1

6.8

4.7

0 50 100

2.3

1.7

1.9

0.7

1.1

0.0

1.9

3.0

2.3

0 50 100

1.2

1.5

1.0

0.7

1.4

0.0

1.6

0.9

0.0

0 50 100

2.5

2.6

2.5

3.4

4.0

0.0

1.7

1.7

11.6

0 50 100

％ ％ ％ ％ ％

％ ％ ％
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図表 90 水道局の施設や取組について知っていること（問 21）×水道水の安全性（問 2） 

 
 

水道局の取組を知っている人は、「どれも知らない」と回答した人と比較して、「安全だ

と思う」割合が高い。 

 

図表 91 水道局の施設や取組について知っていること（問 21）×満足度（問 23） 

 
 

水道局の取組を知っている人は、「どれも知らない」と回答した人と比較して、「満足」

の割合が高い。 

安全だと思う どちらかといえば安全だと思
う

どちらかといえば安全だと思
わない

安全だと思わない 無回答

n=

全体 1,875 24.0 37.2 11.8 33.4

横浜市の水源（道志川、相模湖、津久井
湖、丹沢湖、宮ケ瀬湖）はすべて市外に
あること

805 23.1 19.2 15.4 50.0

山梨県道志村に水源林を保有し、計画的
に管理・保全していること

482 25.0 22.2 11.1 47.2

山梨県道志村の水源林を保全するため、
市民の皆様や企業・団体からの寄附制度
を設けていること

146 33.3 37.7 8.7 21.7

市内には、川井、西谷、小雀の３つの浄
水場があること

348 23.9 25.4 6.0 29.9

浄水場でつくった水を各家庭に送るため
の水道管の長さが市内で約9,300キロ
メートルになること

30 10.0 33.3 6.7 36.7

古くなった水道管や浄水場などの更新・
耐震化を計画的に行っていること

805 22.8 29.1 8.9 15.2

どれも知らない 574 21.7 43.5 8.7 50.0

無回答 43 27.8 46.8 13.9 35.4

50.1

58.3

60.6

63.0

56.9

66.7

57.3

37.8

67.4

0 50 100

44.3

38.5

35.5

32.9

39.1

30.0

38.3

54.2

20.9

0 50 100

4.1

2.2

3.1

2.7

2.9

3.3

3.4

6.6

2.3

0 50 100

0.8

0.2

0.4

0.7

0.3

0.0

0.5

1.0

0.0

0 50 100

0.7

0.7

0.4

0.7

0.9

0.0

0.6

0.3

9.3

0 50 100
％ ％ ％ ％ ％

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 無回答

n=

全体 1,875 24.0 37.2 11.8 33.4

横浜市の水源（道志川、相模
湖、津久井湖、丹沢湖、宮ケ瀬
湖）はすべて市外にあること

805 23.1 19.2 15.4 50.0

山梨県道志村に水源林を保有
し、計画的に管理・保全している
こと

482 25.0 22.2 11.1 47.2

山梨県道志村の水源林を保全
するため、市民の皆様や企業・
団体からの寄附制度を設けてい
ること

146 33.3 37.7 8.7 21.7

市内には、川井、西谷、小雀の
３つの浄水場があること

348 23.9 25.4 6.0 29.9

浄水場でつくった水を各家庭に
送るための水道管の長さが市内
で約9,300キロメートルになること

30 10.0 33.3 6.7 36.7

古くなった水道管や浄水場など
の更新・耐震化を計画的に行っ
ていること

805 22.8 29.1 8.9 15.2

どれも知らない 574 21.7 43.5 8.7 50.0

無回答 43 27.8 46.8 13.9 35.4

29.4 41.2 16.2 44.1

27.0

32.4

33.0

26.7

33.3

43.3

30.8

21.3

44.2

0 50 100

61.4

59.8

60.4

66.4

58.0

53.3

62.4

61.0

23.3

0 50 100

7.1

4.2

3.7

4.1

4.6

3.3

4.0

13.2

2.3

0 50 100

0.9

0.2

0.4

0.0

0.3

0.0

0.1

2.1

0.0

0 50 100

3.6

3.4

2.5

2.7

3.7

0.0

2.7

2.4

30.2

0 50 100

％ ％ ％ ％ ％
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図表 92 水道料金について知っていること（問 22）×飲んでいる水の種類（問 1） 

 
水道料金について知っている人は、「どれも知らない」と回答した人と比較して、「浄水

器をとおさずに水道水をそのまま飲む」「浄水器をとおした水を飲む」を合わせた水道水を

飲んでいる割合が高い。 

一方、「どれも知らない」と回答した人は、「市販されているペットボトル水を飲む」

「スーパーマーケットなどにある持ち帰りの水を飲む」「ウォーターサーバーの水を飲む」

を合わせた水道水以外の水を飲んでいる割合が高い。 

 

浄水器をとおさずに水道水を
そのまま飲む（冷やして、ま
たは沸かして飲む場合を含
む）

浄水器をとおした水を飲む 市販されているペットボトル水
を飲む

スーパーマーケットなどにあ
る持ち帰りの水を飲む

ウォーターサーバーの水を飲
む

n=

全体 1,875

水道料金収入が水道事業の主な財源となってい
ること

839

水道メーターの口径の大きさに応じて基本料金と
従量料金を設定する「口径別料金体系」を採用し
ていること

288

水道料金は、２か月に１回検針して２か月分をま
とめて請求していること

1617

水道料金と下水道使用料を合わせて請求してい
ること

1549

水道水の価格は、ペットボトル水に比べて非常に
安いこと

926

どれも知らない 95

無回答 23

水は飲まない その他 無回答

n= 8.5

全体 1875

水道料金収入が水道事業の主な財源となってい
ること

839

水道メーターの口径の大きさに応じて基本料金と
従量料金を設定する「口径別料金体系」を採用し
ていること

288

水道料金は、２か月に１回検針して２か月分をま
とめて請求していること

1617

水道料金と下水道使用料を合わせて請求してい
ること

1549

水道水の価格は、ペットボトル水に比べて非常に
安いこと

926

どれも知らない 95

無回答 23

36.1

39.6

44.1

35.7

36.2

37.4

35.8

34.8

0 50 100

32.1

34.7

32.6

33.2

32.5

32.6

25.3

21.7

0 50 100

19.5

15.6

14.6

19.0

18.7

18.9

23.2

13.0

0 50 100

1.4

1.4

1.4

1.3

1.4

1.6

2.1

4.3

0 50 100

5.0

3.3

3.5

4.9

4.8

4.4

7.4

8.7

0 50 100

2.3

1.9

1.0

2.3

2.6

2.2

2.1

0.0

0 50 100

1.2

1.4

1.0

1.4

1.4

1.4

1.1

0.0

0 50 100

2.5

2.0

1.7

2.2

2.5

1.5

3.2

17.4

0 50 100
％ ％ ％

％％％％％
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図表 93 水道料金について知っていること（問 22）×水道水の安全性（問 2） 

 
水道料金について知っている人は、「どれも知らない」と回答した人と比較して、「安全

だと思う」割合が高い。 

 

 

図表 94 水道料金について知っていること（問 22）×水道事業の満足度（問 23） 

 
水道料金について知っている人は、「どれも知らない」と回答した人と比較して、「満足」

の割合が高い。 

 

  

安全だと思う どちらかといえば安全だと思
う

どちらかといえば安全だと思
わない

安全だと思わない 無回答

n=

全体 1,875 24.0 37.2 11.8 33.4

水道料金収入が水道事業の主な財源となってい
ること

839 23.1 19.2 15.4 50.0

水道メーターの口径の大きさに応じて基本料金と
従量料金を設定する「口径別料金体系」を採用し
ていること

288 25.0 22.2 11.1 47.2

水道料金は、２か月に１回検針して２か月分をま
とめて請求していること

1617 33.3 37.7 8.7 21.7

水道料金と下水道使用料を合わせて請求してい
ること

1549 23.9 25.4 6.0 29.9

水道水の価格は、ペットボトル水に比べて非常に
安いこと

926 10.0 33.3 6.7 36.7

どれも知らない 95 22.8 29.1 8.9 15.2

無回答 23 21.7 43.5 8.7 50.0

27.8 46.8 13.9 35.4

50.1

56.4

50.3

50.2

50.5

53.7

44.2

69.6

0 50 100

44.3

40.2

43.4

44.3

44.2

41.3

48.4

21.7

0 50 100

4.1

2.7

5.2

4.1

3.9

3.9

5.3

0.0

0 50 100

0.8

0.4

0.7

0.7

0.6

0.8

2.1

0.0

0 50 100

0.7

0.4

0.3

0.6

0.6

0.4

0.0

8.7

0 50 100

％ ％ ％ ％ ％

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 無回答

n=

全体 1,875 24.0 37.2 11.8 33.4

水道料金による収入が水道事業の主な財源と
なっていること

839 23.1 19.2 15.4 50.0

水道メーターの口径の大きさに応じて基本料金
と従量料金を設定する「口径別料金体系」を採
用していること

288 25.0 22.2 11.1 47.2

水道料金は、２か月に１回検針して２か月分を
まとめて請求していること

1617 33.3 37.7 8.7 21.7

水道料金と下水道使用料を合わせて請求して
いること

1549 23.9 25.4 6.0 29.9

水道水の価格は、ペットボトル水に比べて非常
に安いこと

926 10.0 33.3 6.7 36.7

どれも知らない 95 22.8 29.1 8.9 15.2

無回答 23 21.7 43.5 8.7 50.0

27.8 46.8 13.9 35.4

27.0

32.4

30.2

27.2

27.4

32.0

18.9

39.1

0 50 100

61.4

59.4

57.6

62.0

61.9

58.5

63.2

21.7

0 50 100

7.1

5.6

9.0

7.1

6.9

5.8

9.5

0.0

0 50 100

0.9

0.2

0.7

0.4

0.5

0.3

6.3

0.0

0 50 100

3.6

2.4

2.4

3.3

3.4

3.3

2.1

39.1

0 50 100

％ ％ ％ ％ ％
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５． 満足度分析 

（１） 満足度について 

問 23 横浜市の水道事業についての満足度を教えてください。（○は１つだけ） 

 １ 満足 

 ２ どちらかといえば満足 

 ３ どちらかといえば不満 

 ４ 不満 

① 単純集計 

図表 95 全体 

 
横浜市の水道事業については、「満足」27.0％、「どちらかといえば満足」61.4％を合わ

せた割合は 88.4％となっている。 

  

満足 507 27.0

どちらかといえば満足 1152 61.4

どちらかといえば不満 133 7.1

不満 16 0.9

無回答 67 3.6

27.0

61.4

7.1

0.9

3.6

0 50 100 %

n=1875

単数回答
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② 属性別集計 

図表 96 全体、性別、性・年齢別、家族人数別、水道使用水量別 

 

n= 満足 どちらかと
ば

どちらかと
ば

不満 無回答

全体 1,875 27.0 61.4 7.1 0.9 3.6

【性別】

男性 741 31.4 59.8 5.4 1.4 2.0

女性 1,088 24.3 63.1 8.2 0.5 4.0

【年齢別】

18～29歳 154 27.9 64.9 5.8 1.3

30～39歳 175 18.9 67.4 11.4 1.1 1.1

40～49歳 264 22.7 64.0 11.4 0.4 1.5

50～59歳 356 19.4 67.1 10.4 1.4 1.7

60～69歳 319 26.6 63.0 5.3 0.3 4.7

70歳以上 589 36.0 54.3 3.2 0.7 5.8

【性年齢別】

男性-18～29歳 68 29.4 67.6 1.5 1.5

男性-30～39歳 67 22.4 62.7 10.4 3.0 1.5

男性-40～49歳 98 25.5 62.2 10.2 1.0 1.0

男性-50～59歳 130 25.4 66.9 5.4 2.3 0.0

男性-60～69歳 131 33.6 58.8 6.1 0.8 0.8

男性-70歳以上 244 38.5 52.9 2.9 0.8 4.9

女性-18～29歳 85 27.1 62.4 9.4 1.2 0.0

女性-30～39歳 107 16.8 71.0 11.2 0.0 0.9

女性-40～49歳 165 21.2 64.8 12.1 0.0 1.8

女性-50～59歳 218 16.5 67.9 12.8 0.9 1.8

女性-60～69歳 181 21.5 65.7 5.0 0.0 7.7

女性-70歳以上 330 34.2 55.5 3.6 0.6 6.1

【家族人数別】

1人 292 36.3 55.1 4.5 0.7 3.4

2人 666 29.3 61.0 5.3 0.6 3.9

3人 450 22.4 66.2 7.1 0.9 3.3

4人 316 20.3 63.6 13.3 1.3 1.6

5人 98 24.5 60.2 9.2 2.0 4.1

6人以上 39 33.3 56.4 5.1 0.0 5.1

【水道使用水量別】

16㎥以下 154 37.662 55.195 5.195 0.649 1.299

17～20㎥ 120 31.667 57.5 5 1.667 4.167

21～40㎥ 612 28.922 62.418 4.739 0.327 3.595

41～60㎥ 465 19.785 68.817 7.312 1.29 2.796

61～100㎥ 203 24.138 58.128 11.33 1.97 4.433

101～200㎥ 38 21.053 71.053 7.895 0 0

201㎥～600㎥ 26 42.308 38.462 11.538 0 7.692

601㎥～2,000㎥ 7 28.571 71.429 0 0 0

2,001㎥以上 3 0 33.333 66.667 0 0

27.0

31.4

24.3

27.9

18.9

22.7

19.4

26.6

36.0

29.4

22.4

25.5

25.4

33.6

38.5

27.1

16.8

21.2

16.5

21.5

34.2

36.3

29.3

22.4

20.3

24.5

33.3

37.7

31.7

28.9

19.8

24.1

21.1

42.3

28.6

61.4

59.8

63.1

64.9

67.4

64.0

67.1

63.0

54.3

67.6

62.7

62.2

66.9

58.8

52.9

62.4

71.0

64.8

67.9

65.7

55.5

55.1

61.0

66.2

63.6

60.2

56.4

55.2

57.5

62.4

68.8

58.1

71.1

38.5

71.4

33.3

7.1

5.4

8.2

5.8

11.4

11.4

10.4

5.3

3.2

1.5

10.4

10.2

5.4

6.1

2.9

9.4

11.2

12.1

12.8

5.0

3.6

4.5

5.3

7.1

13.3

9.2

5.1

5.2

5.0

4.7

7.3

11.3

7.9

11.5

66.7

0.9

1.4

0.5

1.3

1.1

0.4

1.4

0.3

0.7

1.5

3.0

1.0

2.3

0.8

0.8

1.2

0.9

0.6

0.7

0.6

0.9

1.3

2.0

0.6

1.7

0.3

1.3

2.0

3.6

2.0

4.0

1.1

1.5

1.7

4.7

5.8

1.5

1.0

0.8

4.9

0.9

1.8

1.8

7.7

6.1

3.4

3.9

3.3

1.6

4.1

5.1

1.3

4.2

3.6

2.8

4.4

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 無回答
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○ 性別 

「満足」の割合は男性が 31.4％、女性が 24.3％となっており、男性の方が 7.1ポイント高

い。 

また、「満足」「どちらかといえば満足」を合わせた割合は、男性が 91.2％、女性が

87.4％となっており、男性の方が 3.8ポイント高い。 

 

○ 年齢別 

「満足」の割合と「満足」「どちらかといえば満足」を合わせた割合は、いずれも 30～59

歳の年齢層で低い。 

 

○ 性・年齢別 

「満足」の割合は、すべての年齢層で女性より男性の方が高い。 

また、「満足」「どちらかといえば満足」を合わせた割合は、概ねすべての年齢層で女性

より男性の方が高くなっており、男性 18～29 歳が 97.0％と最も高く、女性 50～59 歳が

84.4％と最も低い。 

 

○ 家族人数別 

「満足」の割合は、家族人数が３～５人の場合に低い。 

また、「満足」「どちらかといえば満足」を合わせた割合は、概ね家族人数が少ないほど

高くなる傾向があるが、例外的に 6人以上の場合では高い。 

 

○ 水道使用水量別 

「満足」の割合は、200㎥以下では概ね使用水量が少なくなるほど高くなる傾向がある。 

また、「満足」「どちらかといえば満足」を合わせた割合も、概ね使用水量が少なくなる

ほど高くなる傾向がある。 
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図表 97 全体、居住区別 

 
○ 居住区別 

「満足」の割合は、中区が 33.3％で最も高く、次いで緑区が 33.0％となっている。一方、

栄区が 20.3％で最も低く、次いで神奈川区が 21.8％と低い。 

「満足」「どちらかといえば満足」を合わせた割合は、青葉区が 92.6％で最も高く、次い

で泉区、港南区、瀬谷区が 90.9％となっている。一方、磯子区が 84.8％で最も低く、次いで

戸塚区が 85.8％となっている。 

  

n=

全体 1,875 27.0 61.4 7.1 0.9 3.6

青葉区 149 27.5 65.1 3.4 0.7 3.4

旭区 157 31.2 58.0 6.4 1.9 2.5

磯子区 79 30.4 54.4 10.1 1.3 3.8

泉区 88 28.4 62.5 4.5 1.1 3.4

神奈川区 110 21.8 66.4 6.4 0.9 4.5

金沢区 107 24.3 61.7 11.2 0.0 2.8

港南区 98 27.6 63.3 7.1 0.0 2.0

港北区 161 24.8 64.6 6.8 1.2 2.5

栄区 69 20.3 69.6 7.2 0.0 2.9

瀬谷区 55 30.9 60.0 9.1 0.0 0.0

都筑区 111 24.3 62.2 7.2 0.9 5.4

鶴見区 134 23.1 64.2 7.5 1.5 3.7

戸塚区 141 25.5 60.3 9.2 0.0 5.0

中区 54 33.3 53.7 7.4 1.9 3.7

西区 49 32.7 55.1 8.2 0.0 4.1

保土ケ谷区 104 25.0 63.5 5.8 1.9 3.8

緑区 103 33.0 57.3 6.8 0.0 2.9

南区 98 29.6 59.2 7.1 1.0 3.1

無回答 8 37.5 12.5 0.0 0.0 50.0

27.0

27.5

31.2

30.4

28.4

21.8

24.3

27.6

24.8

20.3

30.9

24.3

23.1

25.5

33.3

32.7

25.0

33.0

29.6

37.5

61.4

65.1

58.0

54.4

62.5

66.4

61.7

63.3

64.6

69.6

60.0

62.2

64.2

60.3

53.7

55.1

63.5

57.3

59.2

12.5

7.1

3.4

6.4

10.1

4.5

6.4

11.2

7.1

6.8

7.2

9.1

7.2

7.5

9.2

7.4

8.2

5.8

6.8

7.1

0.9

0.7

1.9

1.3

1.1

0.9

1.2

0.9

1.5

1.9

1.9

1.0

3.6

3.4

2.5

3.8

3.4

4.5

2.8

2.0

2.5

2.9

5.4

3.7

5.0

3.7

4.1

3.8

2.9

3.1

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満

不満 無回答
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③ 経年比較 

図表 98 経年比較 

 
 

 

「満足」の割合は、令和４年度が 27.0％となっており、平成 30年度の 34.9％から 7.9ポイ

ント減少しているものの平成 26 年度以前より高い。 

また、「満足」「どちらかといえば満足」を合わせた割合は、令和 4年度が 88.4％となっ

ており、平成 30 年度の 92.4％から 4.0ポイント減少しているものの平成 26年度以前より高

い。  

n= 満足いえば満足いえば不満 不満 無回答

令和４年度 1,875 27.0 61.4 7.1 0.9 3.6

平成30年度 1,539 34.9 57.5 3.9 0.6 3.1

平成26年度 1,619 19.1 67.4 6.2 1.1 6.1

平成23年度 1,655 14.6 69.0 9.8 1.5 5.0

平成20年度 1,836 18.2 64.4 11.7 1.3 4.4

27.0

34.9

19.1

14.6

18.2

61.4

57.5

67.4

69.0

64.4

7.1 

3.9 

6.2 

9.8 

11.7 

0.9 

0.6 

1.1 

1.5 

1.3 

3.6 

3.1

6.1

5.0

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足

どちらかといえば不満 不満

無回答
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問 24 横浜市の水道事業について、満足していただいている点はどのようなことで

すか。（○はいくつでも） 

 １ 水源水質の保全 

 ２ 安全で良質な水の供給 

 ３ 浄水場や水道管の更新・耐震化などの災害対策 

 ４ 断水・減水・渇水のない安定した給水 

 ５ 水源林の保全や小水力発電・太陽光発電の利用など環境施策の推進 

 ６ 水道のことに関する問合せや相談窓口の充実 

 ７ 広報など情報提供の充実 

 ８ 市民参加イベントの実施 

 ９ 開発途上国の水事情の改善などの国際貢献 

 10 国内における災害復興支援や小規模自治体への支援 

 11 障害者就労施設への積極的な発注など地域社会への貢献 

 12 ICT の活用など効率的な水道事業経営  

 13 道路上の漏水の応急対応など、水道管の工事 

 14 水道料金の支払方法や検針票のお届け方法 

 15 水道料金の金額 

 16 その他（                                  ）  

① 単純集計 

図表 99 全体 

 
 

水源水質の保全 1036 55.3

安全で良質な水の供給 1364 72.7

浄水場や水道管の更新・耐震化など
の災害対策

412 22.0

断水・減水・渇水のない安定した給水 991 52.9

水源林の保全や小水力発電・太陽光
発電の利用など環境施策の推進

151 8.1

水道のことに関する問合せや相談窓
口の充実

73 3.9

広報など情報提供の充実 100 5.3

市民参加イベントの実施 40 2.1

開発途上国の水事情の改善などの国
際貢献

57 3.0

国内における災害復興支援や小規模
自治体への支援

64 3.4

障害者就労施設への積極的な発注な
ど地域社会への貢献

40 2.1

ICTの活用など効率的な水道事業経
営

16 0.9

道路上の漏水の応急対応など、水道
管の工事

309 16.5

水道料金の支払方法や検針票のお届
け方法

547 29.2

水道料金の金額 177 9.4

その他 36 1.9

無回答 96 5.1

n=1875 AB306

55.3

72.7

22.0

52.9

8.1

3.9

5.3

2.1

3.0

3.4

2.1

0.9

16.5

29.2

9.4

1.9

5.1

0 50 100 %

n=1875

単数回答
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＜その他の内訳（35件）＞    
特になし 8 その他 11 

分からない 7 公営であること、指定給水工事事業者の質、 

蛇口から出た水を飲めること、臭いがしない

こと、連絡後短時間で来てくれること 等 
全て満足 4 

検針員の対応 3 

おいしさ 2 

 

 

満足項目は、「安全で良質な水の供給」72.7％、「水源水質の保全」55.3％、「断水・減

水・渇水のない安定した給水」52.9％の順に割合が高くなっている。 
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② 属性別集計 

図表 100 全体、性・年齢別 

 
○ 性・年齢別 

男女ともに概ね年齢層が上がるほど割合が高くなる傾向がある。  

水源水質の保全 安全で良質な水の供給 浄水場や水道管の更新・耐
震化などの災害対策

断水・減水・渇水のない安定
した給水

水源林の保全や小水力発
電・太陽光発電の利用など環
境施策の推進

水道のことに関する問合せや
相談窓口の充実

n=

全体 1,875 55.3 72.7 22.0

男性-18～29歳 68 54.4 61.8 23.5

男性-30～39歳 67 44.8 70.1 14.9

男性-40～49歳 98 58.2 74.5 23.5

男性-50～59歳 130 56.9 70.0 7.7

男性-60～69歳 131 56.5 79.4 21.4

男性-70歳以上 244 58.6 79.1 25.4

女性-18～29歳 85
44.706 58.824 11.765

女性-30～39歳 107
46.729 65.421 19.626

女性-40～49歳 165
58.182 72.121 26.667

女性-50～59歳 218
48.165 71.56 22.936

女性-60～69歳 181
57.459 80.11 25.414

女性-70歳以上 330
60.909 73.333 23.636

広報など情報提供の充実 市民参加イベントの実施 開発途上国の水事情の改善
などの国際貢献

国内における災害復興支援
や小規模自治体への支援

障害者就労施設への積極的
な発注など地域社会への貢
献

ICTの活用など効率的な水道
事業経営

n=

全体 1,875 52.9 8.053 3.893

男性-18～29歳 68 45.6 7.353 5.882

男性-30～39歳 67 34.3 2.985 1.493

男性-40～49歳 98 48.0 11.224 4.082

男性-50～59歳 130 50.8 4.615 3.846

男性-60～69歳 131 54.2 9.924 2.29

男性-70歳以上 244 54.9 9.836 5.738

女性-18～29歳 85
35.294 1.176 1.176

女性-30～39歳 107
45.794 1.869 1.869

女性-40～49歳 165
50.909 12.121 0.606

女性-50～59歳 218
54.128 5.046 2.752

女性-60～69歳 181
59.669 10.497 2.762

女性-70歳以上 330
60.606 8.182 7.576

道路上の漏水の応急対応な
ど、水道管の工事

水道料金の支払方法や検針
票のお届け方法

水道料金の金額 その他 無回答

n=

全体 1,875 5.333 2.133 3.04

男性-18～29歳 68 4.412 4.412 4.412

男性-30～39歳 67 1.493 1.493 1.493

男性-40～49歳 98 3.061 3.061 2.041

男性-50～59歳 130 1.538 0.769 1.538

男性-60～69歳 131 1.527 0.763 2.29

男性-70歳以上 244 9.836 3.689 4.508

女性-18～29歳 85
0 1.176 2.353

女性-30～39歳 107
0.935 0.935 1.869

女性-40～49歳 165
1.818 2.424 2.424

女性-50～59歳 218
3.211 2.294 2.294

女性-60～69歳 181
4.972 3.315 3.315

女性-70歳以上 330
12.727 1.515 4.545

55.3

54.4

44.8

58.2

56.9

56.5

58.6

44.7

46.7

58.2

48.2

57.5

60.9

0 50 100

72.7

61.8

70.1

74.5

70.0

79.4

79.1

58.8

65.4

72.1

71.6

80.1

73.3

0 50 100

22.0

23.5

14.9

23.5

7.7

21.4

25.4

11.8

19.6

26.7

22.9

25.4

23.6

0 50 100

52.9

45.6

34.3

48.0

50.8

54.2

54.9

35.3

45.8

50.9

54.1

59.7

60.6

0 50 100

8.1

7.4

3.0

11.2

4.6

9.9

9.8

1.2

1.9

12.1

5.0

10.5

8.2

0 50 100

3.9

5.9

1.5

4.1

3.8

2.3

5.7

1.2

1.9

0.6

2.8

2.8
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問 25 横浜市の水道事業について、ご不満な点はどのようなことですか。（○はい

くつでも） 

 １ 水源水質の保全 

 ２ 安全で良質な水の供給 

 ３ 浄水場や水道管の更新・耐震化などの災害対策 

 ４ 断水・減水・渇水のない安定した給水 

 ５ 水源林の保全や小水力発電・太陽光発電の利用など環境施策の推進 

 ６ 水道のことに関する問合せや相談窓口の充実 

 ７ 広報など情報提供の充実 

 ８ 市民参加イベントの実施 

 ９ 開発途上国の水事情の改善などの国際貢献 

 10 国内における災害復興支援や小規模自治体への支援 

 11 障害者就労施設への積極的な発注など地域社会への貢献 

 12 ICT の活用など効率的な水道事業経営 

 13 道路上の漏水の応急対応など、水道管の工事 

 14 水道料金の支払方法や検針票のお届け方法 

 15 水道料金の金額 

 16 その他（                                  ）  

① 単純集計 

図表 101 全体 

 

水源水質の保全 50 2.7

安全で良質な水の供給 90 4.8

浄水場や水道管の更新・耐震化など
の災害対策

76 4.1

断水・減水・渇水のない安定した給水 57 3.0

水源林の保全や小水力発電・太陽光
発電の利用など環境施策の推進

50 2.7

水道のことに関する問合せや相談窓
口の充実

61 3.3

広報など情報提供の充実 142 7.6

市民参加イベントの実施 65 3.5

開発途上国の水事情の改善などの国
際貢献

30 1.6

国内における災害復興支援や小規模
自治体への支援

24 1.3

障害者就労施設への積極的な発注な
ど地域社会への貢献

19 1.0

ICTの活用など効率的な水道事業経
営

46 2.5

道路上の漏水の応急対応など、水道
管の工事

70 3.7

水道料金の支払方法や検針票のお届
け方法

57 3.0

水道料金の金額 663 35.4

その他 222 11.8

無回答 660 35.2

n=1875 AB326
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4.1

3.0

2.7
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3.0

35.4

11.8

35.2

0 50 100 %

n=1875

単数回答
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＜その他の内訳（222件）＞    
特になし 166 安全でおいしい水 2 

分からない 10 その他 24 

情報提供の充実（水道管の更新計画、工

事情報、国際貢献活動、災害時、給水装

置の衛生管理、水道事業、水道料金制

度、水道料金の使いみちなど） 

10 全て不満、テロ対策、検針員が来ること。公

園の飲用水が少ない、指定給水工事事業者の

質と料金、施設見学ができない、水缶の販売

中止、水道工事後の道路舗装の不備、水道行

政（業務執行、組織等）の改革、水道料金、

民営化すべき、名義変更等の方法が不便、漏

水時に免除ではなく減額となること 等 

 

不味い 4 

臭い 2 

水道料金 2 

下水道 2 

 

 

不満足項目の割合は、「水道料金の金額」が 35.4％と最も高く、次いで「広報など情報提

供の充実」が 7.6％となっている。 
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② 属性別集計 

図表 102 全体、性・年齢別 

 
○ 性・年齢別 

「水道料金の金額」の割合は、男女ともに年齢層が下がるほど高くなる傾向があり、例外

的に 18～29 歳は低い。  

水源水質の保全 安全で良質な水の供給 浄水場や水道管の更新・耐
震化などの災害対策

断水・減水・渇水のない安
定した給水

水源林の保全や小水力発
電・太陽光発電の利用など
環境施策の推進

水道のことに関する問合せ
や相談窓口の充実

n=

全体 1,875 2.7 4.8 4.1 3.0 2.667 3.253

男性-18～29歳 68 1.5 10.3 2.9 2.9 0 4.412

男性-30～39歳 67 1.5 1.5 0.0 0.0 0 1.493

男性-40～49歳 98 3.1 5.1 2.0 2.0 3.061 4.082

男性-50～59歳 130 4.6 6.2 4.6 1.5 2.308 3.077

男性-60～69歳 131 1.5 2.3 5.3 1.5 3.053 2.29

男性-70歳以上 244 2.9 5.7 5.7 5.7 4.508 2.459

女性-18～29歳 85
4.706 8.235 4.706 2.353 0 1.176

女性-30～39歳 107
3.738 5.607 2.804 1.869 0 1.869

女性-40～49歳 165
0.606 3.636 0.606 3.03 1.818 4.242

女性-50～59歳 218
1.835 5.505 4.587 2.294 4.128 3.211

女性-60～69歳 181
2.21 2.21 4.972 1.105 4.972 4.42

女性-70歳以上 330
3.333 4.848 5.152 5.152 2.424 4.242

広報など情報提供の充実 市民参加イベントの実施 開発途上国の水事情の改
善などの国際貢献

国内における災害復興支援
や小規模自治体への支援

障害者就労施設への積極
的な発注など地域社会への
貢献

ICTの活用など効率的な水
道事業経営

n=

全体 1,875 7.573 3.467 1.6 1.28 1.013 2.453

男性-18～29歳 68 7.353 2.941 0 0 0 4.412

男性-30～39歳 67 4.478 1.493 0 0 0 1.493

男性-40～49歳 98 6.122 7.143 2.041 2.041 2.041 7.143

男性-50～59歳 130 10 3.846 3.077 1.538 0.769 5.385

男性-60～69歳 131 16.794 6.107 1.527 1.527 0 3.817

男性-70歳以上 244 10.656 4.918 2.459 3.279 2.459 2.049

女性-18～29歳 85
1.176 5.882 1.176 2.353 0 1.176

女性-30～39歳 107
2.804 0.935 0 0.935 0 2.804

女性-40～49歳 165
5.455 3.636 1.818 0.606 0.606 2.424

女性-50～59歳 218
6.422 1.376 0.459 0.459 0.459 0.917

女性-60～69歳 181
7.182 2.762 1.105 0 0.552 1.105

女性-70歳以上 330
6.667 2.424 2.727 1.515 2.121 1.818

道路上の漏水の応急対応
など、水道管の工事

水道料金の支払方法や検
針票のお届け方法

水道料金の金額 その他 無回答

n=

全体 1,875 3.733 3.04 35.36 11.84 35.2

男性-18～29歳 68 0 5.882 30.882 11.765 33.824

男性-30～39歳 67 0 2.985 53.731 16.418 26.866

男性-40～49歳 98 4.082 1.02 39.796 5.102 31.633

男性-50～59歳 130 4.615 4.615 36.923 10.769 29.231

男性-60～69歳 131 6.107 2.29 36.641 12.214 26.718

男性-70歳以上 244 4.508 2.049 23.361 10.656 43.443

女性-18～29歳 85
3.529 5.882 41.176 10.588 31.765

女性-30～39歳 107
4.673 7.477 52.336 10.28 25.234

女性-40～49歳 165
3.03 4.848 42.424 12.727 28.485

女性-50～59歳 218
4.128 2.294 42.202 13.761 30.275

女性-60～69歳 181
4.972 1.105 35.912 11.602 35.359

女性-70歳以上 330
2.424 2.424 24.545 13.636 46.97
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（２） 水道局の今後の取組について 

問 26 水道局の経営は、水道料金収入によってまかなわれています。水道局の取

組のうち、今後、特に力を入れるべきと思う事項はどれですか。（○はいくつで

も） 

 １ 水源水質の保全 

 ２ 安全で良質な水の供給 

 ３ 浄水場や水道管の更新・耐震化などの災害対策 

 ４ 断水・減水・渇水のない安定した給水 

 ５ 水源林の保全や小水力発電・太陽光発電の利用など環境施策の推進 

 ６ 水道のことに関する問合せや相談窓口の充実 

 ７ 広報など情報提供の充実 

 ８ 市民参加イベントの実施 

 ９ 開発途上国の水事情の改善などの国際貢献 

 10 国内における災害復興支援や小規模自治体への支援 

 11 障害者就労施設への積極的な発注など地域社会への貢献 

 12 ICT の活用など効率的な水道事業経営 

 13 道路上の漏水の応急対応など、水道管の工事 

 14 水道料金の支払方法や検針票のお届け方法の拡充 

 15 その他（                                  ） 

① 単純集計 

図表 103 全体 

 
 

水源水質の保全 1117 59.6

安全で良質な水の供給 1354 72.2

浄水場や水道管の更新・耐震化など
の災害対策

1011 53.9

断水・減水・渇水のない安定した給水 1100 58.7

水源林の保全や小水力発電・太陽光
発電の利用など環境施策の推進

484 25.8

水道のことに関する問合せや相談窓
口の充実

139 7.4

広報など情報提供の充実 193 10.3

市民参加イベントの実施 66 3.5

開発途上国の水事情の改善などの国
際貢献

160 8.5

国内における災害復興支援や小規模
自治体への支援

235 12.5

障害者就労施設への積極的な発注な
ど地域社会への貢献

141 7.5

ICTの活用など効率的な水道事業経
営

139 7.4

道路上の漏水の応急対応など、水道
管の工事

423 22.6

水道料金の支払方法や検針票のお届
け方法の拡充

181 9.7

その他 57 3.0

無回答 122 6.5

n=1875 AB345
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n=1875

単数回答
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＜その他の内訳（57件）＞    
水道料金の値下げ 16 その他 13 

特になし 9 テロ対策、はまピョンの幼稚園・保育園への

進出、塩素の除去、横浜市外に対する貢献活

動の水道料金への反映、経営を外資にしない

こと、検針の自動化、支払方法別の割引制度

の導入、新築時のメーターの設置位置の指

導、水道に関する教育の充実、途上国への水

道事業のインフラ輸出、名義変更等の手続き

のオンライン化 等 

公営の維持 4 

分からない 4 

水道管の更新 3 

すべて 2 

海外から水源を守ること 2 

経営の効率化 2 

水道料金の維持 2 

 

 

特に力を入れるべき事項は、「安全で良質な水の供給」72.2％、「水源水質の保全」

59.6％、「断水・減水・渇水のない安定した給水」58.7%、「浄水場や水道管の更新・耐震

化などの災害対策」53.9％の順に割合が高い。 
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② 属性別集計 

図表 104 全体、性・年齢別 

 
 

○ 性・年齢別 

 「水源水質の保全」「安全で良質な水の供給」の割合は全体的に高いが、男女ともに 18

～29歳で比較的低くなっている。  

水源水質の保全 安全で良質な水の供給 浄水場や水道管の更新・耐
震化などの災害対策

断水・減水・渇水のない安定
した給水

水源林の保全や小水力発
電・太陽光発電の利用など環
境施策の推進

水道のことに関する問合せや
相談窓口の充実

n=

全体 1,875

男性-18～29歳 68

男性-30～39歳 67

男性-40～49歳 98

男性-50～59歳 130

男性-60～69歳 131

男性-70歳以上 244

女性-18～29歳 85

女性-30～39歳 107

女性-40～49歳 165

女性-50～59歳 218

女性-60～69歳 181

女性-70歳以上 330

広報など情報提供の充実 市民参加イベントの実施 開発途上国の水事情の改善
などの国際貢献

国内における災害復興支援
や小規模自治体への支援

障害者就労施設への積極的
な発注など地域社会への貢
献

ICTの活用など効率的な水道
事業経営

n=

全体 1,875

男性-18～29歳 68

男性-30～39歳 67

男性-40～49歳 98

男性-50～59歳 130

男性-60～69歳 131

男性-70歳以上 244

女性-18～29歳 85

女性-30～39歳 107

女性-40～49歳 165

女性-50～59歳 218

女性-60～69歳 181

女性-70歳以上 330

道路上の漏水の応急対応な
ど、水道管の工事

水道料金の支払方法や検針
票のお届け方法の拡充

その他 無回答

n=

全体 1,875

男性-18～29歳 68

男性-30～39歳 67

男性-40～49歳 98

男性-50～59歳 130

男性-60～69歳 131

男性-70歳以上 244

女性-18～29歳 85

女性-30～39歳 107

女性-40～49歳 165

女性-50～59歳 218

女性-60～69歳 181

女性-70歳以上 330
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0 50 100

25.8

20.6

9.0

27.6

21.5

28.2

28.3

15.3

25.2

27.9

28.9

29.8

26.7

0 50 100

7.4

8.8

4.5

7.1

2.3

9.2

7.8

7.1

7.5

4.8

10.1

7.2

8.8

0 50 100

10.3

8.8

3.0

3.1

6.2

16.8

13.9

2.4

6.5

6.7

7.8

9.4

16.7

0 50 100

3.5

4.4

0.0

2.0

3.1

5.3

4.1

3.5

1.9

4.2

4.6

2.8

3.9

0 50 100

8.5

8.8

1.5

7.1

10.0

4.6

7.8

11.8

4.7

7.9

10.1

11.1

10.6

0 50 100

12.5

11.8

3.0

6.1

10.8

10.7

11.9

14.1

11.2

10.9

16.1

13.8

16.4

0 50 100

7.5

7.4

3.0

6.1

6.9

7.6

5.7

7.1

6.5

6.1

11.0

6.1

10.3

0 50 100

7.4

11.8

11.9

16.3

7.7

6.1

5.7

7.1

8.4

6.1

8.3

7.2

5.5

0 50 100

22.6

20.6

17.9

26.5

18.5

29.8

16.0

16.5

20.6

20.6

26.1

24.9

25.2

0 50 100

9.7

23.5

11.9

8.2

10.0

13.7

5.3

11.8

10.3

11.5

8.7

3.9

10.9

0 50 100

3.0

1.5

1.5

8.2

5.4

5.3

4.1

1.2

0.0

1.2

1.8

2.8

2.1

0 50 100

6.5

8.8

1.5

3.1

3.1

0.8

9.0

4.7

6.5

4.8

4.1

5.0

11.8

0 50 100

％％％％

％％

％％

％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％
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（３） 設問間クロス集計 

図表 105 飲んでいる水の種類（問 1）×満足度（問 23） 

 
 

「浄水器をとおさずに水道水をそのまま飲む」「浄水器をとおした水を飲む」を選択した

水道水を飲んでいる人は、「市販されているペットボトルを飲む」「スーパーマーケットな

どにある持ち帰りの水を飲む」「ウォーターサーバーの水を飲む」を選択した水道水を飲ん

でいない人に比べ、「満足」「どちらかといえば満足」を合わせた割合が高い。 
 

図表 106 水道水の安全性（問 2）×満足度（問 23） 

 
「安全だと思う人」の「満足」の割合は 44.5%で、全体と比べ 17.5ポイント高い。 

また、水道水を安全と感じている人ほど、「満足」「どちらかといえば満足」を合わせた

割合が高くなる傾向がある。 

 

n=

全体 1,875

浄水器をとおさずに水道水をその
まま飲む（冷やして、または沸か
して飲む場合を含む）

676

浄水器をとおした水を飲む 601

市販されているペットボトル水を
飲む

365

スーパーマーケットなどにある持
ち帰りの水を飲む

26

ウォーターサーバーの水を飲む 94

水は飲まない 44

その他 23

無回答 46

27.0

35.5

24.0

18.9

26.9

16.0

20.5

26.1

37.0

61.4

55.6

65.6

66.3

53.8

68.1

61.4

60.9

45.7

7.1

4.1

7.0

10.7

15.4

12.8

11.4

4.3

4.3

0.9

0.7

1.0

1.1

4.3

3.6

4.0

2.5

3.0

3.8

3.2

6.8

4.3

13.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 無回答



 

 

- 104 - 

図表 107 コロナ禍における水道水の使用量の変化（問 6）×満足度（問 23） 

 
 

「満足」の割合は、使用水量が増えた人ほど低くなる傾向がある。 
  

n=

全体 1,875

増えた
827

変わらない
862

減った
21

分からない
138

無回答
27

27.0

22.2

30.5

42.9

30.4

33.3

61.4

63.0

61.1

52.4

58.7

44.4

7.1

10.3

4.1

4.8

7.2

7.4

0.9

1.1

0.6

1.4

3.6

3.4

3.7

2.2

14.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 無回答
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図表 108 満足項目（問 24）×満足度（問 23） 

 

 

 
 

「満足」「どちらかといえば満足」と回答した人の満足項目は、「安全で良質な水の供給」

77.9％、「水源水質の保全」58.7％、「断水・減水・渇水のない安定した給水」55.9％の順

に割合が高い。 

一方、「不満」「どちらかといえば不満」と回答した人の満足項目も、「安全で良質な水

の供給」38.3％、「水源水質の保全」34.2％、「断水・減水・渇水のない安定した給水」

31.5％の順に割合が高い。 

 

 

 

満足・どちらかと
いえば満足

（合計）

不満・どちらかと
いえば不満

（合計）

n=

水源水質の保全 1,659 58.7 149 34.2 ###

安全で良質な水の供給 1,659 77.9 149 38.3 ###

浄水場や水道管の更新・耐震化などの災害対
策

1,659 23.3 149 12.1 8.7

断水・減水・渇水のない安定した給水 1,659 55.9 149 31.5 6.0

水源林の保全や小水力発電・太陽光発電の利
用など環境施策の推進

1,659 8.8 149 3.4 6.7

水道のことに関する問合せや相談窓口の充実 1,659 4.2 149 2.0 8.9

広報など情報提供の充実 1,659 5.7 149 2.0 8.7

市民参加イベントの実施 1,659 2.3 149 1.3 ###

開発途上国の水事情の改善などの国際貢献 1,659 3.4 149 0.0 ###

国内における災害復興支援や小規模自治体へ
の支援

1,659 3.7 149 2.0 ###

障害者就労施設への積極的な発注など地域社
会への貢献

1,659 2.4 149 0.7 7.9

ICTの活用など効率的な水道事業経営 1,659 1.0 149 0.0 ###

道路上の漏水の応急対応など、水道管の工事 1,659 17.722 149 7.383

水道料金の支払方法や検針票のお届け方法 1,659 30.922 149 16.107

水道料金の金額 1,659 10.066 149 6.04

その他 1,659 1.688 149 4.027

無回答 1,659 1.688 149 18.792

58.7

77.9

23.3

55.9

8.8

4.2

5.7

2.3

3.4

3.7

2.4

1.0

17.7

30.9

10.1

1.7

1.7

0 50 100

34.2

38.3

12.1

31.5

3.4

2.0

2.0

1.3

0.0

2.0

0.7

0.0

7.4

16.1

6.0

4.0

18.8

0 50 100

％ ％
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図表 109 不満足項目（問 25）×満足度（問 23） 

 

 

 
「満足」「どちらかといえば満足」と回答した人の不満足項目は、「水道料金の金額」が

31.9％で最も高い。 

一方、「不満足」「どちらかといえば不満」と回答した人の不満足項目も、「水道料金の

金額」が 80.5％で最も高い。 

  

満足・どちらかと
いえば満足

（合計）

不満・どちらかと
いえば不満

（合計）

n=

水源水質の保全 1,659 2.4 149 5.4 ###

安全で良質な水の供給 1,659 4.3 149 9.4 ###

浄水場や水道管の更新・耐震化などの災害対
策

1,659 3.9 149 5.4 8.7

断水・減水・渇水のない安定した給水 1,659 2.7 149 7.4 6.0

水源林の保全や小水力発電・太陽光発電の利
用など環境施策の推進

1,659 2.6 149 4.0 6.7

水道のことに関する問合せや相談窓口の充実 1,659 3.0 149 7.4 8.9

広報など情報提供の充実 1,659 7.9 149 7.4 8.7

市民参加イベントの実施 1,659 3.7 149 2.0 ###

開発途上国の水事情の改善などの国際貢献 1,659 1.4 149 3.4 ###

国内における災害復興支援や小規模自治体へ
の支援

1,659 1.1 149 3.4 ###

障害者就労施設への積極的な発注など地域社
会への貢献

1,659 0.9 149 2.7 7.9

ICTの活用など効率的な水道事業経営 1,659 2.4 149 3.4 ###

道路上の漏水の応急対応など、水道管の工事 1,659 3.436 149 8.725

水道料金の支払方法や検針票のお届け方法 1,659 2.773 149 7.383

水道料金の金額 1,659 31.887 149 80.537

その他 1,659 12.477 149 8.054

無回答 1,659 36.829 149 3.356

2.4

4.3

3.9

2.7

2.6

3.0

7.9

3.7

1.4

1.1

0.9

2.4

3.4

2.8

31.9

12.5

36.8

0 50 100

5.4

9.4

5.4

7.4

4.0

7.4

7.4

2.0

3.4

3.4

2.7

3.4

8.7

7.4

80.5

8.1

3.4

0 50 100

％ ％
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図表 110 特に力を入れるべき事項（問 26）×満足度（問 23） 

 

 

 
 

「満足」「どちらかといえば満足」と回答した人、「不満」「どちらかといえば不満」と

回答した人のどちらも「水源水質の保全」「安全で良質な水の供給」「浄水場や水道管の更

新・耐震化などの災害対策」「断水・減水・渇水のない安定した給水」の割合が高い。 

また、「不満」「どちらかといえば不満」と回答した人は、「水道のことに関する問合せ

や相談窓口の充実」や「水道料金の支払方法や検針票のお届け方法」の割合がやや高い。 

満足・どちらかと
いえば満足

（合計）

不満どちらかと
いえば不満

（合計）

n=

水源水質の保全 1,659 61.4 149 49.7 ###

安全で良質な水の供給 1,659 74.0 149 64.4 ###

浄水場や水道管の更新・耐震化などの災害対
策

1,659 55.4 149 48.3 8.7

断水・減水・渇水のない安定した給水 1,659 59.9 149 53.7 6.0

水源林の保全や小水力発電・太陽光発電の利
用など環境施策の推進

1,659 26.9 149 20.1 6.7

水道のことに関する問合せや相談窓口の充実 1,659 7.1 149 12.8 8.9

広報など情報提供の充実 1,659 10.8 149 7.4 8.7

市民参加イベントの実施 1,659 3.6 149 4.0 ###

開発途上国の水事情の改善などの国際貢献 1,659 9.0 149 6.0 ###

国内における災害復興支援や小規模自治体へ
の支援

1,659 12.9 149 12.1 ###

障害者就労施設への発注促進など地域社会へ
の貢献

1,659 7.8 149 6.7 7.9

ICTの活用など効率的な水道事業経営 1,659 7.5 149 7.4 ###

道路上の漏水の応急対応など、水道管の工事 1,659 22.604 149 24.832

水道料金の支払方法や検針票のお届け方法
などのお客さまサービス

1,659 9.403 149 16.107

その他 1,659 2.592 149 9.396

無回答 1,659 5.124 149 3.356

61.4

74.0

55.4

59.9

26.9

7.1

10.8

3.6

9.0

12.9

7.8

7.5

22.6

9.4

2.6

5.1

0 50 100

49.7

64.4

48.3

53.7

20.1

12.8

7.4

4.0

6.0

12.1

6.7

7.4

24.8

16.1

9.4

3.4

0 50 100

％ ％



- 108 - 

  



 

 

 

 

 

III 資料編 
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１． 自由記述 

ご意見を自由にご記入ください。 

水道についてのご意見は、209 人から回答をいただき、以下の項目に分類できる。また、１人の

回答者が複数の内容について記述している場合もあったため、括弧内の件数は延べ件数となる。 

（代表的な意見のみ記載） 

（１） 安全で良質な水（６８件） 

 これからも安心・安全な水道水の供給をお願いします。 

 今後の人口減少は水道局の収入にも影響があると思いますし、水道料金が多少上がっていくの

はやむを得ないと思っております。これからも安定したお水の供給をお願い致します。" 

 昔から横浜市の水はおいしいと言われていて、浄水器等を使用せず、現在も安心して利用してい

ます。断水もなく、横浜市民で良かったと思っています。いつもありがとうございます。 

 いつも安全な美味しい水が飲めるのも皆様の尽力、努力があっての事と感謝しています。 

 安全な水をいつもありがとうございます。横浜市に配管された水道管の総延長がどれ程のものか

わかりませんが、その保守点検作業の困難さは並大抵のものではない事を理解しております。ご

苦労様です。 

 どの程度水質が良いのか、客観的に分かるデータを示して欲しい。 

（２） 災害に強い水道（１４件） 

 新旧水道管の取替工事が行われたので、安心できる。 

 水道管等の更新・耐震化を早急に進めて行く必要があると考える。 

 首都圏直下型地震の災害時に、給水は何日目から開始される計画なのでしょうか？また、何世帯

分を賄える用意があるのでしょうか？トイレの下水は何日目から使えるようになるのでしょうか？ 

横浜市のサイトにはこうした具体的な情報が全くなく、非常に不安です。 

（３） 環境にやさしい水道（３件） 

 小火力発電のことなど知らない事でしたので、もう少し関心を持ちたいと思う。 

 道志村のキャンプ場、テントの貸出の市民優待を家族でよく利用させていただいています。道志

の自然の素晴らしさと共に横浜の水のきれいさは常日頃実感しています。 
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（４） 充実した情報とサービス（２６件） 

 このアンケートをするにあたり、初めてちゃんと検針票裏面の通信欄（お知らせ）を読みました。そ

こには、ちゃんと災害に備え、飲料水を１人９リットル以上備蓄しましょう。そして、備蓄した水を普

段から使い、使った分だけ新たに買い足す「ローリングストック法」を活用する様おススメが書かれ

ていました。ありがとうございました。 

 水道使用量、料金を Web でリアルタイムに確認できるサービスがあるといいと思います。 

 名義変更等の方法が不便なので、インターネットの活用の促進を早急に望む 

 各家庭でためになる事、節水のポイント、故障や漏水、老朽化した時の対処方法など、災害時の

為の準備など、日々できる事や知りたい事を調べなくても情報として入って来る環境にしてほしい

です。 

 料金のデータ化、使用した水の量も携帯でチェックできる。毎月、水の使用量６０Ｌ（この数字は自

分で設定できる。毎月換えてもいい）に越えそうになったら携帯で通知。節水アラーム的な設定で

きるシステム。 

 自宅の存する地域の水道管、下水道管の更新化、耐震化工事の計画に関する情報を広報等で

予め知っておくと、便利であり、又安心できると思う。 

（５） 経営の効率化（３件） 

 世界情勢的に厳しいかと思いますが、コストカットによる価格の維持と持続可能な環境への取り組

みを宜しくお願いします。 

 水道料金が上がるのは仕方ないとは思うが、コロナ禍での在宅増加や生活費全体の値上げによ

る家計圧迫は、やはり厳しいと感じる為、横浜市の無駄な税金利用がないか改めて見直し水道事

業を進めていってほしいと思う。 

 WEB サービスのパスワードが一年に一回リセットされる度にハガキで送られてくるのは、集めた水

道料金の無駄遣いでしかないので改善して欲しいです。検針についても IoT の技術を使えば人

が検針に行かなくても使用量の計測は十分に対応可能です。 

 

（６） 水道料金（３９件） 

 いつもお世話になっています。幼児もいるので、公共料金である水道代が少しでも安くなると嬉し

いです。 

 今後の人口減少は水道局の収入にも影響があると思いますし、水道料金が多少上がっていくの

はやむを得ないと思っております。 

 水道使用量が少ない人(特に一人暮らしの人)は料金を損しているような気がするので、もっと細か

い料金設定があればいいなと思います。 

 色々な物が値上げし、家計が苦しいです。少しでも料金が下がる事を願います。 

 市水道事業の苦境を何かで読み、少し不安になりました。安全で安定的な「水」の確保は、重要な

生活条件です。同事業をより発展させるためには、経費カットも重要テーマですが、料金ＵＰも必

要です。住民への積極的なアプローチ（周知）について、ご一考を！ 

 水道料金も電気代の様に「電気上手」の様な安くなる方法、時間帯などあると良いです！宜しくお

願い致します。 
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（７） 民営化（１２件） 

 大切な水なので「民営化」大反対です。「市営」のままが安心です。 

 水道事業の民間委託だけは反対します。 

 水道は命に直結する重要なライフライン。絶対に民営化することのないよう希望している。（将来の

子ども達のためにも） 

（８） 外国資本（６件） 

 外国に事業譲渡するのだけはやめて下さい。 

 外国資本に水源地の山林を買われているという噂をよく聞きます。水道料金が多少上がっても仕

方ないと思いますので、ぜひ安全な水源をこれからも守っていただきたいです。 

 

（９） アンケート（３８件） 

 安全で良品な水が飲める事を今さら確認でき、これからもアンケートは必要だと思いました。また

協力していきたいと思います。 

 今まであまり水道のことを考えたことがなかったので、このような機会（アンケート）で再認させられ

たことは、よかったと思います。トイレのタイプを変えたことで、だいぶ節水になりました。今後とも

色々な情報を知りたいと思っております。 

 このアンケートで事業内容を知る事ができた。災害時の対策も家庭内で用意が必要な物・量を知

る事ができた。 

 このアンケートの結果をどのように利用するのか知りたいので、広報してもらえると良いです。 

 水道事業についてアンケートを通してくわしく知りたくなりました。 
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（１０） 激励・感想（５０件） 

 美味しい水をありがとうございます。 

 尽力されている職員の皆様のご健勝をお祈り致します。" 

 生活に欠かせない物の一つです。頑張って事業の取り組みを続けられる樣、宜しくお願いしま

す。 

 大変な仕事ですので頑張っていただきたいと思います。水の有りがたみが皆忘れていると思いま

す。 

 水道栓をひねると、キレイな水で出て来ます。ありがとうございます。大切に使用させて頂いており

ます。 

 これからは、水道について感心を持って水を使います。気付かせていただいて、ありがとうござい

ます。 

 災害にあったら水の大切がわかります。大切に使うようむだ使いは致しません。水道局の皆様の

努力に感謝致します。 

 一度のトラブルもなく生活しておりました。ありがとうございます。今後もどうかよろしくお願いいたし

ます。 

 はまピョンが好きで、トプ画をはまピョンにしています！！ 

（１１） その他（１７件） 

 水道と下水の料金が（どうやってきめているか？）よくわからない。下水の使用量がよくわからな

い。 

 水の吐出しが良すぎるので、実際に使う量より動作中に無駄に流れてしまう量の多くなるのが気に

なります。 
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２． 調査票 

 

 

水道に関するお客さま意識調査へのご協力のお願い 

 

日ごろから水道事業にご理解、ご協力いただきありがとうございます。 

このたび、横浜市水道局では、より質の高い水道サービスの提供を検討するため、アン

ケート調査を実施することといたしました。 

この調査は、お客さまの水の使用状況や水道事業に関するお考えなどをおうかがいする

ものです。市内にお住まいの 18 歳以上の方 4,000 人を無作為に抽出し、調査票をお送り

しています。 

調査結果は、全て統計的に処理した上、調査目的のみに活用いたします。 

お忙しいところ誠におそれ入りますが、この調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くだ

さいますようお願いいたします。 

 

令和４年 11月 

横 浜 市 水 道 局 

＜ご記入にあたって＞ 

・ご回答は、可能な限り、この調査票を送付させていただいたあて名のご本人さまにお

願いいたします。 

・回答は、郵送による回答、インターネットによる回答のいずれかによりお願いいたし

ます。（15分程度でご回答いただけます。） 

・各問のご回答は、当てはまる項目の番号に○印をつけてください。 

インターネット回答の場合は当てはまる項目の番号を選択してください。 

・質問によって、（○は１つだけ）（○はいくつでも）という回答数の指定があります

ので、ご注意ください。 

・ご回答が「その他」に当てはまる場合は、（ ）内に具体的な内容をご記入ください。 

 

 

 

 

回答期限：令和４年 11 月 25 日（金） 
 

 郵送による回答の場合は同封した返信用の封筒に入れ、期限までにポストに投かんしてく

ださい。（切手は不要です。） 

 インターネット回答の場合は 11 月 25 日（金）の 23時 59分までにご回答ください。 

家事用 
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＜ お 問 合 せ ・ 回 答 先 ＞ 

株式会社アクス（受託会社） 

住 所 〒222-0033 横浜市港北区新横浜 2-13-13 TPR 新横浜ビル７F 

電 話 0120-037-306（フリーダイヤル） 

※ 対応時間は平日 10：00～17：30 です。 

電子メール s-fujita@jig.co.jp 

ファックス 045-473-2699 

※ お問合せ内容により、後日、横浜市水道局の担当から回答させていただく場合があります。 

 

＜ 調 査 主 体 ＞ 

横浜市水道局 経営企画課 

住 所 〒231-0005  横浜市中区本町６丁目 50 番地の 10 

電 話 045-671-3127（平日 8：45～17：15） 

  電子メール su-keieikikaku@city.yokohama.jp 

  ファックス 045-212-1157 
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＜飲用水としての水道水について＞ 

問１ 日ごろ、主にどのような種類の水を飲んでいますか。（○は１つだけ） 

１ 浄水器をとおさずに水道水をそのまま飲む（冷やして、または 沸
わ

かして飲む場合を含む） 

２ 浄水器をとおした水を飲む 

３ 市販されているペットボトル水を飲む 

４ スーパーマーケットなどにある持ち帰りの水を飲む 

５ ウォーターサーバーの水を飲む 

６ 水は飲まない 

７ その他（                                                     ） 

 

＜水道水の水質について＞ 

問２ 水道局では、安全で良質な水を蛇口までお届けするために、水源地
す い げ ん ち

の保全、浄水場
じょうすいじょう

での 

水質検査、古くなった水道管の取りかえなど、様々な取組を行っています。 

横浜市の水道水の安全性について、どのようにお感じになっていますか。（○は１つだけ） 

１ 安全だと思う 

 ２ どちらかといえば安全だと思う 

 ３ どちらかといえば安全だと思わない 

 ４ 安全だと思わない 

 

 

問３ 問２で「３」、「４」とお答えになった方にうかがいます。 

水道水が安全だと思えない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１ においに不安があるから 

※ 不安となる具体的なにおいがある場合は（ ）内にご記入ください。 

（                                                            ） 

２ 水道水中の成分に不安があるから 

※ 不安となる具体的な成分がある場合は（ ）内にご記入ください。 

（                                                            ） 

３ 水源の水質に不安があるから 

４ 受
じ ゅ

水槽
す い そ う

の管理状況に不安があるから 

５ なんとなく 

６ その他（                                                      ） 

 

  

（問３へお進みください） 

１ 水道水の安全と使用についてうかがいます 

次ページに続く 
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＜節水について＞ 

問４ 日ごろ、節水についてどのように取り組んでいますか。（○は１つだけ） 

１ 節水のことは考えずに使っている 

２ 節水は必要と思いながらも、実行はしていない 

３ ある程度節水をしながら使っている 

４ まめに節水して使っている 

 

問５ 問４で「３」、「４」とお答えになった方にうかがいます。あなたが節水をする理由はど

れですか。（〇はいくつでも） 

１ 水道料金の節約のため 

２ 水不足などに備えるため 

３ 地球温暖化などの環境問題のため 

４ その他（                                                     ） 

 

＜コロナ禍における生活様式の変化の影響について＞ 

問６ コロナ禍における生活様式の変化（外出自粛
じしゅく

やテレワーク等による在宅時間の増加、手洗

いの増加など）により、全体の水道水の使用量に変化はありましたか。（○は１つだけ） 

１ 増えた 

２ 変わらない 

３ 減った 

４ 分からない 

 

問７ コロナ禍における生活様式の変化により、下記の用途について水道水の使用量に変化はあ

りましたか。それぞれについてお答えください。（それぞれ〇は１つだけ） 

・手洗い、うがい（増えた・変わらない・減った・分からない） 

・入浴、シャワー（増えた・変わらない・減った・分からない） 

・洗濯（増えた・変わらない・減った・分からない） 

・炊事（増えた・変わらない・減った・分からない） 

・トイレ（増えた・変わらない・減った・分からない） 

・その他増減したものがあればお書きください（                     ）（増えた・減った） 

 

＜水道料金改定の影響について＞ 

問８ 令和３年７月に水道料金改定（平均で 12％引き上げ）を実施させていただきました。料金

改定の影響により水道水の使用量に変化はありましたか。（○は１つだけ） 

１ 増えた 

２ 変わらない 

３ 減った 

（問５へお進みください） 
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４ 分からない 

＜災害時の水の 備蓄
び ち く

について＞ 

問９ 横浜市では、災害に備え、１人１日あたり３リットル、３日分で９リットル以上の飲料水

の備蓄をお願いしています。あなたのご家庭では、１人あたり、どのくらいの量の飲料水を

備蓄していますか。（○は１つだけ） 

１ １人あたり９リットル以上備蓄している 

２ 備蓄しているが、１人あたり９リットル未満である 

３ 備蓄していない 

 

 

問 10 問９で「２」、「３」とお答えになった方にうかがいます。 

１人９リットル以上の備蓄をしていない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１ １人あたり９リットル以上の備蓄が必要なことを知らなかったため 

２ 保管する場所がないため 

３ 費用がかかるため 

４ 急いで準備する必要はないと思うため 

５ 準備するのが面倒なため 

６ 災害が起きてからでも、購入できると思うため 

７ 行政が準備していると思うため 

８ その他（                                                     ） 

 

  

２ 災害時における飲料水の確保についてうかがいます 

（問 10 へお進みください） 

次ページに続く 
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＜災害
さいがい

時給
じきゅう

水所
すいじょ

について＞ 

問 11 水道局では、地震等の災害時に地域の皆さまが飲料水を入手できる災害時給水所（※） 

を整備しています。あなたの身近にある災害時給水所を知っていますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

  １ 具体的な場所を知っている           

  ２ 聞いたことはあるが、具体的な場所は知らない 

 ３ 知らない 

 

問 12 問 11 で「１」、「２」とお答えになった方にうかがいます。何により災害時給水所につ

いて知りましたか。（○はいくつでも）  

問 13 災害時給水所には、水を入れる容器はありません。また、水は重く、持ち帰るのはとても

大変です。そのため、水道局では、ポリ容器などの水を入れる容器と、リュックや台車な

どの水を運ぶ道具の用意を呼び掛けています。 

    あなたは水を入れる容器と水を運ぶ道具を用意していますか。（○は１つだけ） 

１ 水を入れる容器と水を運ぶ道具を両方用意している。 

２ 水を入れる容器のみ用意している。 

３ 水を運ぶ道具のみ用意している。 

４ どちらも用意していない。 

 

＜防災訓練について＞ 

問 14 水道局では、地域の皆さまと地域防災拠点などで、災害用
さいがいよう

地下
ち か

給水
きゅうすい

タンクや 緊急
きんきゅう

給水
きゅうすい

栓
せ ん

などから、災害時に飲料水を給水することを想定した訓練を行っています。 

 あなたは訓練に参加したことがありますか。（○は１つだけ） 

１ ある 

２ ない 

１ 自治会・町内会の回覧板 ２ 現地（小・中学校など）の表示 

３ 防災訓練 ４ 防災マップ（各区版） 

５ 災害時給水マップ（各区版） ６ 広報紙・パンフレット（※１） 

７ イベント ８ ウェブサイト（※２） 

９ アプリ（※３） 10 その他（                    ） 

※  災害時給水所とは、災害時に飲料水が得られるように横浜市水道局が整備している施設の総称
そうしょう

です。

「配水
はいすい

池
ち

」（22 か所）に加え、市内の小・中学校等に設置した「災害用
さいがいよう

地下
ち か

給水
きゅうすい

タンク」（134 か所）、「緊急
きんきゅう

給水
きゅうすい

栓
せん

」（358 か所）、「耐震
たいしん

給水
きゅうすい

栓
せん

」（30 か所）などがあります。 

※１ 広報紙の例：「広報よこはま」 
パンフレットの例：「防災よこはま」、「横浜市水道局の災害対策」、「横浜の水道」 

※２ ウェブサイトの例：水道局のホームページ、横浜市行政地図情報提供システム「はまピョンマップ」 
※３ アプリの例：「ロケスマ」、「全国避難所ガイド」 

（問 12 へお進みください） 
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＜検針票の電子化について＞ 

問 15 水道メーターの検針時、紙の「水道・下水道使用量等のお知らせ」（検針票）を現地に 

お届けしています。将来的な検針票のお届け方法についてあなたはどのようにお考えですか。  

（○は１つだけ） 

１ 今までどおり、紙の検針票が良い 

２ 電子化（メールなどによるお知らせ）にしてほしい 

３ どちらがいいかわからない 

 

以下の質問は、問 15で「１」とお答えになった方にうかがいます。 

 

問 16 紙の検針票が良い理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１ パソコンやスマートフォンを持っていないから 

２ パソコンやスマートフォンの操作が不得意だから 

３ 紙の検針票の方が信頼できるから 

４ 業務や手続などで紙の検針票が必要だから 

５ その他（                                                ） 

 

以下の質問は、問 15で「２」とお答えになった方にうかがいます。 

 

問 17 電子化が良い理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１ 紙の節約になるから 

２ いつでも確認できるから 

３ 管理しやすくなるから 

４ 他人に見られる心配がないから 

５ その他（                                               ） 

 

＜水道料金の支払い方法について＞ 

問 18 現在、水道料金等のお支払いは、口座振替払い、クレジットカード払い、納入通知書払い

（スマートフォン決済を含む）の各方法があります。 

 今後、あなたはどの支払方法を選択したいですか。（○はいくつでも） 

１ 口座振替払い 

２ クレジットカード払い 

３ 金融機関の窓口でのお支払い（納入通知書払い） 

４ コンビニエンスストアでのお支払い（納入通知書払い） 

５ スマートフォン決済でのお支払い（納入通知書払い） 

６ その他（                                                    ） 

３ 水道料金についてうかがいます 

（問 16 へお進みください） 

（問 17 へお進みください） 

次ページに続く 
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＜水道局の広報・PRについて＞ 

問 19 次のうち、水道について知りたいと思う項目はどれですか。（○はいくつでも） 

１ 水源のこと 

２ 水質のこと 

３ 水道施設のこと 

４ 災害対策のこと 

５ 水道工事のこと 

６ 断水
だんすい

や 濁水
だくすい

（にごり水）の情報 

７ 環境への取組 

８ 水道料金の仕組みや使いみち 

９ 水道事業の財政状況や経営の効率化のこと 

10 横浜水道の歴史 

11 水道水の健康のための活用方法 

12 特にない 

13 その他（                                  ） 

 

問 20 問 19で知りたいと思う項目を知るためにはどのような広報手段が良いですか。 

（○はいくつでも） 

  １ 広報よこはま 

２ ポスター           

３ 水道・下水道使用量等のお知らせ（検針票裏面）   

４ パンフレット・チラシ 

５ 新聞 

６ タウン誌 

７ ウェブサイト（ホームページ） 

８ メールマガジン 

９ ツイッター（Twitter） 

10 インスタグラム（Instagram） 

11 ユーチューブ（YouTube） 

12 イベント 

13 テレビ 

14 ラジオ 

15 特にない 

16 その他（                                                    ） 

４ 水道事業についてうかがいます 
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＜水道局の取組や水道に関することについて＞ 

問 21 安全で良質な水を安定してお届けするための水道局の施設や取組について、知って

いることはどれですか。（○はいくつでも） 

１ 横浜市の水源（道志
ど う し

川
が わ

、相模湖
さ が み こ

、津久井
つ く い

湖
こ

、丹沢
たんざわ

湖
こ

、宮
み や

ケ
が

瀬
せ

湖
こ

）はすべて市外にあ

ること 

２ 山梨県 道志村
ど う し む ら

に水源
すいげん

林
り ん

を保有し、計画的に管理・保全していること 

３ 山梨県道志村の水源林を保全するため、市民の皆さまや企業・団体からの寄附制度を設

けていること 

４ 市内には、川井
か わ い

、西谷
に し や

、小雀
こすずめ

の３つの浄水場があること 

５ 浄水場
じょうすいじょう

でつくった水を各家庭に送るための水道管の長さが市内で約 9,300 キロメー 

トルになること 

６ 古くなった水道管や浄水場などの更新・耐震化を計画的に行っていること 

７ どれも知らない 

 

問 22 水道料金について、次のうち、知っていることはどれですか。（○はいくつでも） 

１ 水道料金による収入が水道事業の主な財源となっていること 

２ 水道メーターの口径
こうけい

（※）の大きさに応じて基本料金と 従量
じゅうりょう

料金（使用水量に

応じた料金）を設定する「口径
こうけい

別
べ つ

料金
りょうきん

体系
たいけい

」を採用していること 

３ 水道料金は、２か月に１回検針して２か月分をまとめて請求していること 

４ 水道料金と下水道使用料を合わせて請求していること 

５ 水道水の価格は、ペットボトル水に比べて非常に安いこと 

６ どれも知らない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※ 水道メーターの口径とは、メーターの接続部分の内径を表しています。 

次ページに続く 
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＜満足度について＞ 

問 23 横浜市の水道事業についての満足度を教えてください。（○は１つだけ） 

１ 満足 

２ どちらかといえば満足 

３ どちらかといえば不満 

４ 不満 

 

問 24 横浜市の水道事業について、満足していただいている点はどのようなことですか。 

（○はいくつでも） 

１ 水源水質の保全 

２ 安全で良質な水の供給 

３ 浄水場
じょうすいじょう

や水道管の更新・耐震化などの災害対策 

４ 断水
だんすい

・減水
げんすい

・渇水
かっすい

のない安定した給水 

５ 水源
すいげん

林
り ん

の保全や 小水力
しょうすいりょく

発電（※１）・太陽光発電の利用など環境施策の推進 

６ 水道のことに関する問合せや相談窓口の充実 

７ 広報など情報提供の充実 

８ 市民参加イベントの実施 

９ 開発途上国の水事情の改善などの国際貢献 

10 国内における災害復興支援や小規模自治体への支援 

11 障害者就労施設への積極的な発注など地域社会への貢献 

12 ICT（※２）の活用など効率的な水道事業経営  

13 道路上の漏水
ろ う す い

の応急対応など、水道管の工事 

14 水道料金の支払方法や検針票のお届け方法 

15 水道料金の金額 

16 その他（                                                ） 

 

  
※１ 小水力発電とは、水道管内を流れる水の力を利用した発電方法で、管

かん

路
ろ

に発電機を設置

することにより、高低差による水力エネルギー（水圧）を利用して、水車を回し発電します。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
※２ Information and Communication Technology（情報通信技術） 
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問 25 横浜市の水道事業について、ご不満な点はどのようなことですか。（○はいくつで

も） 

１ 水源水質の保全 

２ 安全で良質な水の供給 

３ 浄水場や水道管の更新・耐震化などの災害対策 

４ 断水・減水・渇水のない安定した給水 

５ 水源林の保全や小水力発電・太陽光発電の利用など環境施策の推進 

６ 水道のことに関する問合せや相談窓口の充実 

７ 広報など情報提供の充実 

８ 市民参加イベントの実施 

９ 開発途上国の水事情の改善などの国際貢献 

10 国内における災害復興支援や小規模自治体への支援 

11 障害者就労施設への積極的な発注など地域社会への貢献 

12 ICT の活用など効率的な水道事業経営 

13 道路上の漏水の応急対応など、水道管の工事 

14 水道料金の支払方法や検針票のお届け方法 

15 水道料金の金額 

16 その他（                                                ） 

 

＜水道局の今後の取組について＞ 

問 26 水道局の経営は、水道料金収入によってまかなわれています。水道局の取組のうち、 

今後、特に力を入れるべきと思う事項はどれですか。（○はいくつでも） 

１ 水源水質の保全 

２ 安全で良質な水の供給 

３ 浄水場や水道管の更新・耐震化などの災害対策 

４ 断水・減水・渇水のない安定した給水 

５ 水源林の保全や小水力発電・太陽光発電の利用など環境施策の推進 

６ 水道のことに関する問合せや相談窓口の充実 

７ 広報など情報提供の充実 

８ 市民参加イベントの実施 

９ 開発途上国の水事情の改善などの国際貢献 

10 国内における災害復興支援や小規模自治体への支援 

11 障害者就労施設への積極的な発注など地域社会への貢献 

12 ICT の活用など効率的な水道事業経営 

13 道路上の漏水の応急対応など、水道管の工事 

14 水道料金の支払方法や検針票のお届け方法の拡充 

15 その他（                                                 ） 

次ページに続く 
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① あなたは、どちらにお住まいですか。 

１ 青葉区    ２ 旭区    ３ 磯子区    ４ 泉区  

５ 神奈川区   ６ 金沢区   ７ 港南区    ８ 港北区  

９ 栄区     10 瀬谷区    11 都筑区     12 鶴見区  

13 戸塚区    14 中区    15 西区        16 保土ケ谷区  

17 緑区       18 南区  
 
② あなたの性別をお答えください。※ 選択することに違和感がある場合は、回答不要で

す。 

１ 男性     ２ 女性 
 

③ あなたの年齢を教えてください。 

１ 18～29 歳        ２ 30～39歳      ３ 40～49 歳    

４ 50～59 歳        ５ 60～69歳        ６ 70歳以上 

 

④ 現在、一緒に住んでいるご家族は何人ですか。あなたも含めてお答えください。 

１ １人  ２ ２人  ３ ３人  ４ ４人  ５ ５人  ６ ６人以上 
 

⑤ あなたのお住まいはどれにあたりますか。 

１ 一戸建て    ２ 集合住宅（マンション、アパート、テラスハウスなど） 
 

⑥ あなたのお住まいの給水方法はどれにあたりますか。 

１ 直結式
ちょっけつしき

（一戸建て、低層のマンション、アパートなどの水道） 

２ 受水槽式
じゅすいそうしき

（※）（マンションなどの水道） 

３ わからない 

※ マンションなどの高い建物等で、屋上などにある受水槽にいったん水を貯めてから給

水する方法。 
 

⑦ 直近２か月間の水道使用水量は次のうちどれですか。 

※ ご家庭にお届けしている「水道・下水道使用量等のお知らせ」（検針票）に、２か月

分の使用量が記載されています。 

１ 16 ㎥以下 ２ 17～20 ㎥       ３ 21～40 ㎥ 

４ 41～60 ㎥ ５ 61～100 ㎥       ６  101～200 ㎥ 

７ 201～600㎥ ８ 601～2,000㎥     ９ 2,001㎥以上 
 

⑧ ご意見などがございましたら、ご記入ください。 

 

  
 設問は以上です。ご協力いただきまして誠にありがとうございました。 

最後に、統計的に処理するために、あなたやあなたのご家庭の水道のことについて 

うかがいます 
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